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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　もくじ








箱庭への潜せん入にゆう

ファリエル様の小さな実験場

泡沫うたかたの世界

謎なぞを解くには

成長の証あかし

ヒトとはどこまでも足あ搔がくものだ

最後の謎なぞ




あとがき







『自称魔王にさらわれました　聖属性の私がいないと勇者が病んじゃうって、それホントですか？ ２』　電子版特別ショートストーリー




笑顔の傍に


















[image: 箱庭への潜入]




　どこから風が吹ふき込んでいるのか、色とりどりの花がさわさわと揺ゆらめいている。




　改めて見ても、この巨きよ大だいで禍まが々まがしい魔ま王おう城にあることが信じられないほどの美しい庭だ。全面ガラス張りの温室には今日も綺き麗れいな薔ば薇らが咲さき誇ほこっていた。




　あたしは今、相棒の白い鳥チューリに意識をのっけて魔王城の中を探検している。

　自じ称しよう魔王に攫さらわれてからずっと、行動範はん囲いを広げるためにチューリと意識をシンクロさせる練習を地道に続けてきた甲か斐いがあったというものだ。

　チューリの体に感じる風も、その眼めで見える景色も、すべてが新しん鮮せんでわくわくする。これまで、窓の外は生き物の気配がない一面の雪景色だし、部屋の中は殺風景な牢ろうみたいだし、城内を歩けば気味の悪い魔物の彫ちよう像ぞうが立ち並んでいるという陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの中で暮らして来たあたしには、この春のように明るい庭がそれこそ天国みたいに魅み力りよく的てきに見えた。




　前回見た時と同じ、不思議なくらい寸すん分ぶん違たがわず変わらない……水を噴ふき上げる意い匠しようを凝こらした噴ふん水すいも、小さくて華きや奢しやな白いテーブルセットも、その上に盛られた愛らしいお菓か子しから湯気の立つ紅茶まで、本当にあの時のまま。




　まるで、時が止まっているみたい。




　……いや、もしかして本当に止めてあったりしてね。

　そんな魔術があるのかなんてあたしには分からないけど、長い長い時を生きる魔族なら、あり得るかも知れない。

　ただ、時が止まってるとしたら、ああやって風で揺れたりするものなんだろうか。

　花もレースのカーテンも風を受けてソヨソヨしてて、ただただ気持ちよさそうなだけだ。正直考えたところで謎なぞは解けない。実際毎日誰だれかがお菓子を用意し、常に熱々の紅茶を淹いれてるだけかも知れないし。




　何にしたってまずは偵てい察さつだよね。

　あたしはチューリに頼たのんでガラス張りの庭園にググッと近付いて貰もらった。

　風が吹き込んでいるんだったら、どこからかあのガラスの中に入ったりできないだろうか。花がソヨソヨそよぐ向きを一いつ生しよう懸けん命めい見てみたりもしたけど、見れば見るほど風の向きに統一性がない。そういえば、チューリがホバリングしている時には感じるほどの風もない。

　仕方なく、ガラスに出来るだけ近付いて庭の周辺を舐なめるように飛んでもらい、割れ目がないかを必死で目視だ。そう簡単に廊ろう下か側から入れる気もしないし、何とかこっちから入り込みたいんだよね……。

　注意してゆっくりと飛び回っていたら、漸ようやく植生が他ほかとは違ちがうところを見つけた。

　細めの葉っぱで色も暗めの植物が生えている、あの場所。温暖な地域で見たものより、少し寒いこの土地で見かけるものに近いし、何より聖の属性だらけのこの庭で、あの場所の植物だけがかすかに魔を孕はらんでいた。

　チューリに頼んで近付いてもらえば、やっぱりそこには僅わずかなガラスの割れ目がある。下の方、雪に隠かくれてるけど、これって掘ほったらチューリくらいなら通れるんじゃ……？

「ピィ……ピッ？　ピィ……」

　チューリに頼んでみたら、地味に嫌いやがられた。

　うん、分かるよ。雪、冷たいもんね。でも、これだけはやって欲しい……。

　結局ベリーを後でたっぷりあげるってことでチューリを説き伏ふせて、なんとか雪を除のけて貰う事になった。




　ふんわりと雪の上に降り立ち、チューリが小さな頭を雪に突つっ込んでは首を振ふって雪を除けていく。雪が思ったよりも柔やわらかかったのは助かったけど、それでも脚あしから伝わってくる冷たさと、頭を突っ込むたびに伝わってくる冷たさで、体の芯しんまで冷えるような思いだった。

　チューリ、本当にごめん。帰ってきたらいっぱい抱だっこして、おいしいベリーをたっくさんあげるから！

　降り積もった雪を何度かそうやって搔かき分けると、やっぱりガラスにはチューリが通れるくらいの、小さな割れ目ができていた。ここからなら、中に入れる。チューリは一回プルプルッと体を震ふるわせてから気合を入れると、勢いよくガラスの割れ目に突とつ進しんした。

　その勢いでガラスの向こうに溜たまっていた雪が搔き分けられる。

　でも、雪の向こう側に出るにはちょっとだけ勢いが足りなかったみたい。雪の只ただ中なかでチューリの体が止まってしまった。

　あれ？　これって結構ヤバいんじゃ？

　人間の体ならまだいいけど、チューリの小さな体は冷えるのだって早い。早く雪の中から出ないと体が冷え切って動けなくなってしまうかも知れない。そう思い至ると急に怖こわくなってきた。

　チューリ、チューリ、ねえいったん雪から出よう。

　無理しないで、後ろに下がって。

　一生懸命話しかけるけど、頑かたくなにチューリは動こうとしない。モジモジと体を動かして、少しずつ自分の体の周りに僅かな空間を作っていく。その間にもチューリの体が冷えてきているのを、あたしはチューリの感覚を介かいして感じていた。




　ねえチューリ、体がだいぶ冷えてきたよ。

　お願い、いったん雪から出よう？

　お願い。

　それでもチューリは諦あきらめない。雪の中でチューリがひときわ大きくジタバタともがくと、雪がその分押しのけられて、やがて頭に暖かな空気が感じられた。

　あ……抜ぬけた……！

　ふん！　とチューリは鼻息荒あらく首を振る。ジタバタジタバタ、体をひっきりなしに動かして、ついに体まで向こう側に抜けてしまった。

　すごいすごい！　すごいよチューリ！

　もう今すぐギューしたい！

　あたしの心からの賞賛に、チューリはえっへん、とでも言いたげに胸を張ってから、プルプルと体を振って全身の雪を落とす。軽く毛け繕づくろいしてから軽かろやかに飛び立つ力強い羽ばたきに、あたしは心底安心して、感動した。




　ああ、あったかい。

　あたしの部屋よりも少し暖かいそこは、ほんとうに春のような暖かさで、冷え切っていた体が優やさしく暖められていくのを感じる。

「ピチュッ！　ピュールルルルルル……！」

　すっかり気持ちよくなってきたらしいチューリが、機き嫌げんよく囀さえずる。

　夢のような光景だった。
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　ガラス張りの箱庭の中を、くるくると三回くらい飛び回ったら気がすんだのか、ようやくチューリは庭の大木に降り立った。

　あ、これ綺き麗れいな赤い実がなってる、王都でみた事がある樹きみたい。朝はこの赤い実を食べる小鳥達でやかましく、夜はその小鳥達が鈴すずなりに身を寄せあって眠ねむるあの樹じゃないかな。

　ぶっちゃけ樹の下はフンやら実やら木の葉やらが散乱していて、歩くのには難なん儀ぎするんだ。ただ、この庭にはそんな大量の小鳥なんている筈はずもなく、赤い実がふさふさとなった、宝石のように美しい樹に見える。

　チューリも赤い実をついばんで、幸せそうに囀った。

　どうしよう、チューリも落ち着いた事だしこの前見た時に気になっていた聖気が濃こい物達でもじっくり見てみた方がいいだろうか。それとも、あの少しだけ開かれた扉とびらから見える部屋に勇気を出して入ってみるべきか。

　逡しゆん巡じゆんしてから、結局まずは庭の中を見る事に決めた。

　やっぱり部屋の中に入ったら見つかる可能性も高くなるし、少しでも長く探検して色々と考える材料が欲しい。幸い庭にだってファリエル様の聖気が色濃く残る物がいくつかある。

　部屋の中に入るのはそれを調べてからでも遅おそくはないだろう。

「ピィ……ピピッ」

　チューリも聖気が濃い物に近寄るのは嬉うれしいようで、すんなりと椅い子すの上に置かれたレースの編み物に近寄る。

　う～ん、近くで見てみても聖気が濃いって事以外、なんにも変わったところはないなぁ。

　一生懸命角度を変えてチューリが見てくれるんだけど、ヒントになるような物は見当たらない。編み物の近くに置いてある紅茶からずっと暖かそうな湯気があがり続けてるのが不思議なだけで、それ以外の変わったところなんて何もなかった。

　仕方なく他に聖気が濃く残っている庭の薔ば薇らに近付いてみたけど、やっぱり特に何も気になるところはないし。

　あたし、頭脳労働はあんまり得意じゃないんだよね……。

　今まではこういう時って、エルンストとリッツが中心になって考えてくれてて、あたしとニルスは思いついた事があれば言ってみるってくらいのスタンスだった。エルンストはエルフの末まつ裔えいとか言われるのも納なつ得とくの知識をもっていて特に植物系の事なら造ぞう詣けいが深いし、リッツがテキパキ指示を出してくれたら探たん索さくだってはかどるに違いない。

　ニルスはまだ鍵かぎ開あけとかの技能があるしトラップには詳くわしかったから、時にハッとするような事を言ったりしてたけど、あたしなんて役に立った感ゼロだし。

　ああ、自分が不ふ甲が斐いない。こんな時三人がいてくれたらなあ……。




　何にもヒントが見み出いだせなくてう～ん、う～ん、と唸うなっていたらさすがにちょっと飽あきてきたのか、小首を傾かしげながらチューリが薔薇の小枝にとまって羽を休めた。




　その瞬しゆん間かん。

　薔薇の聖気が一瞬にして膨ふくれあがる。

　眩まばゆい光が辺りを包んだ。




　その途と端たんに薔薇の垣かき根ねの中にある蕾つぼみが一いつ斉せいに花開く。ポポポポポポッと音が聞こえるくらいに次々と咲さいていく様はなんというかもう、本当に壮そう観かんだった。今までだって満開だって思ってたけど、まだまだ蕾がたくさんあったんだなってびっくりするくらい。

　一通り蕾が咲き終わったら、また何事も無かったかのように静せい寂じやくが訪おとずれる。

　なんだったんだろう、今の。

　何かに反応したみたいに、急に蕾が咲いたよね？

　チューリが薔薇の小枝にとまった時だった。もしかして、重さに反応してる？　それとも……聖気？　ファリエル様くらい研究熱心な方ならきっと、聖気に反応してるって方がずっとそれっぽい。

　でも一回咲き終わった薔薇は、チューリを通して聖気を強めてもそれ以上は反応してくれなくて、あたしは自分の仮説を確かめるのにさっそく困ってしまった。

　仕方なくもう一度レースの編み物に近寄ってみる。レースの前で小首を傾げていたチューリがチョコンとレースの上に乗っかった。

　どう？

　……？

　あれ？　反応なし？

　重さにしても聖気にしても、さっきはチューリが小枝に乗っただけで反応した。じゃあ、なにか違ちがう要素なんだろうか。そうは思うものの他ほかには思いつけなくて、とりあえずチューリを通じて聖気を大きく濃くしてみる。

　チューリの体に聖気が漲みなぎり始めた途端、今度はレースが光り始めた。薔薇の開花ほどはっきりした効果はないけれど、レースの糸がふんわりと優しい淡あわい光を放ち始め、チューリの足元からジンワリと暖かさが伝わってくる。

　これって、レースが熱を発しているのかな……？

　ああ、そうか。

　このファリエル様の聖気が濃い物達にはきっと、一定の聖気を鍵にして発動する聖せい魔ま法ほうの仕し掛かけがされてるんじゃないかな。薔薇の蕾が咲いたのも、レースの糸が輝かがやいたり熱を発したりするのも対象物の生命力を一時的に活性化させる、聖魔法を応用してる。

　それにしても、なんの意味があってこんな仕掛けを作ったのやら。

　この魔族ばっかりの城じゃ、ファリエル様以外の誰だれもこの仕掛けに気付ける人なんか居なかっただろうに。ファルの話から察するに相当研究熱心な方だったんだろうとは推察できるものの、意味がわからない仕掛けにあたしは首を傾げるしかなかった。

　庭にある噴ふん水すいからもとても大きな聖気を感じたけど、この感じじゃきっと、噴水がキラキラしたり超ちよう噴ふき出したり水が踊おどりだしたりするに違いない。

　チューリ、濡ぬれたらゴメン。




　あたしの気持ちが通じてしまったのか、若じやつ干かんチューリは嫌いやそうなそぶりを見せたものの、ちょっぴり考えたあとでわりとすんなり噴水に向かってくれた。

　可愛かわいらしく噴水の縁ふちに陣じん取どって、小首を傾げるチューリ。

　よし、ここからはあたしの腕うでの見せどころだ。さて、どれくらいの聖気を送ればいいのやら。

　チューリを通して噴水に向けて聖気の出力を上げていく。よく目をこらして見てみれば、あたしが送った聖気がどんどん噴水にチャージされ、噴水がどんどん光を増していっているのが分かった。

　これでもか、これでもかと聖気を送り、勢いよく溜たまってくる聖気を見ていたら、その大きさにちょっとだけ怖こわくなってしまった。だって、あんまり大きな聖気になると自じ称しよう魔王やファルに見つかっちゃうんじゃないかって不安にもなるし、今までの仕掛けには危ない要素なんかなかったからつい手を出しちゃったけど、この噴水の聖気の残り方は他のものとは比べ物にならないほど大きい。

　ファリエル様が何を考えて作ったかなんて分からないというのに、軽けい率そつに手を出したのはやっぱりまずかったんじゃないだろうか。

　すっかり怖おじ気けづいてしまって、聖気を送るのを止やめようとしたというのに、時既すでに遅し。

　閃せん光こうのような眩い光が噴水から溢あふれ出す。

　しまった……！　私が諦あきらめるよりも一足早く、噴水の聖気臨界点が来てしまったみたいだ。

　それまで普ふ通つうに清らかな水を噴き上げるだけだった噴水が、突とつ如じよ猛もう烈れつな勢いで暴れ始める。

　ああ、完全にスイッチ入った……。

　あたしの失意などお構い無しに、目の前ではこれでもかと言うくらい、躍やく動どう感かん溢れる噴水ショーが繰くり広げられていた。いきなり水が踊り出してびっくりしちゃったチューリが空中に逃にげてホバリングしようと噴水の熱意はかわらない。

　まあるい噴水の外がい縁えんの水は左から順に波を描えがくように高さを変え、その内側の水は高く噴き上げたり止まったり、メリハリの利きいた動きをしている。

　一番内側の噴水からは霧きりが濃こく出たり薄うすく出たり。

　日の光を柔やわらかく身に受けた霧はそれだけでもとても幻げん想そう的てきだと言うのに、ファリエル様の聖魔法で活性化された水はキラキラと光り輝かがやき、霧はまるでシルクのような繊せん細さいな光を纏まとっていた。

　……なんて、綺き麗れい。

　思わずうっとりと見み蕩とれてしまった。

　ひときわ派手に水が噴き上がりその水が落ちきった瞬間、本当にほんの一瞬だけ、水が一いつ切さい出ていない噴水本体が綺麗に確かく認にんできた。その噴水本体の中央に、確かに見える。

　あれ、あの小さな鍵かぎ穴あな。

　あれってもしかして。

　じっくり見ようとチューリに近づいてもらおうとした時には、既に派手な噴水ショーが再開されていた。

　ファリエル様……どんだけ噴水ショー好きなんですか。軽く脱だつ力りよく。




「……これは、懐なつかしい」

　そのまったり幸せな空間に、そんな言葉とともに突如、巨きよ大だいな闇やみが出現した。

　闇を凝ぎよう縮しゆくしたような球体がぱっくり割れて、輝くような金の髪かみが中から現れる。闇を背景にしているからか抜ぬけるように白い肌はだが余計に麗うるわしい。驚おどろいたように目を見開いた自称魔王は、言葉もなくただただ噴水に見蕩れていた。

　自称魔王のすぐ後からファルが姿を現した。相変わらず闇と同化してしまいそうなくらい暗い魔気を纏っている。でも、ちょっと珍めずらしいかも。赤い瞳ひとみが細められて笑えみを浮うかべてるみたいだし、コウモリ羽が軽くはためいている。ファルも興奮することなんてあるんだな。そういえば、声からしたらさっき「懐かしい」って呟つぶやいたのはファルかも知れない。

　二人の視線は噴水ショーにくぎ付けだ。幸い今は小さなチューリの体なわけだし、目立たないようにこっそり木々に隠かくれたりできないだろうか。……いや、無理だよねえ、体の大きさ的にはコンパクトでも、チューリの聖気なんかめっちゃバレてるよね。しかも、逃げようって思ってもなぜかチューリが動いてくれない。

　チューリがあたしの制止を振ふり切って飛び立つ。鮮あざやかに弧こを描いて降り立った先は……自称魔王の肩かたの上だった。

「ピチュ？　チュチュン……ピイッ」

　心配そうに。

　チューリが見上げた自称魔王の頰ほおには、何故なぜか涙なみだが伝っている。

「母上の、魔法の噴水……」

「ええ、またこれが見られる日が来るとは」

　自称魔王の目からボロボロと溢こぼれ落ちる涙を、ファルが自分のマントの端はしをちょいとつまんで適当に拭ぬぐっている。それすら感じていないように、自称魔王の目はただただ噴水しか見ていなかった。

「母上……」

　フラフラとした足取りで噴水に近づいていく自称魔王の目の前で、突然あの派手な噴水ショーは終わってしまった。

「!?」

　愕がく然ぜんとした表情の自称魔王。ああ、なんというタイミングの悪さだろう。あの様子じゃ、きっとこの噴水には自称魔王とファリエル様の思い出がたくさん詰つまっていたに違いない。そしてファリエル様が亡なくなってからは、この派手な噴水ショーも見る事が出来なくなっていたんだろう。だって、この仕掛けの鍵は聖気なんだもの。

「……ミリア！」

　はうっ!?

「いるんだろう！」

　ば、バレている！

　当たり前だ、ゆっくり考察してる場合じゃなかった！

「母上の庭に勝手に入った事は許してやる！　だから、もう一度……もう一度、この噴水を動かしてくれ」

　噴水ショーがいきなり終わった驚きで、いったんは止まっていた涙が自称魔王の目に新たに溜まり始めていた。お母様のお庭に勝手に入った事すら許すだなんて、この噴水ショーは本当に本当に自称魔王にとって大切な思い出だったんだろう。




　必死な様子にあたしの胸もなんだかズキン、と痛くなる。あたしは頑がん張ばってまた魔ま力りよくを噴水に注ぎ込んだ。

「やれやれ、あの頃ころももう一回、もう一回と煩うるさかった。変わりませんねえ」

「ち、違ちがう！　今のは終わりかけだっただろう！」

　ちょっとそこ、気が散るんで黙だまっててくれません？
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　たくさんの聖気を注ぎ込めば、また噴水が勢いよく噴ふん水すいショーを始める。

　どうやら一通り決められた効果を発揮して元に戻もどったあとは、また聖気を注ぐ事で効果を再現できるらしい。こんな事を思いついてしまう事にも驚きを隠せないけど、こんなに聖気を消費する仕し掛かけを、子供の頼たのみとはいえ何度も稼か働どうさせたなんて、ファリエル様って本当にすごい方だったんだな。

　魅み入いられたみたいに噴水ショーを見つめる自称魔王。

　その目にはまだ涙が浮かんでいて、本当に大切な思い出なのだと思い知らされる。ファルも噴水や自称魔王を優やさしげな目で眺ながめていて、彼があんなに優しい顔もできる事にあたしは少なからず驚いていた。

　そんな彼らをボンヤリと見つめていたら、視界が急に遠のく。

　ああ……魔力、使い過ぎたんだ。チューリとのシンクロが切れそう……でも、ここなら部屋まで近いからチューリも自力で帰って来られるだろう。

　もう遠えん隔かくで意識を繫つなぐための魔力が底を尽つきかけている。現状絶対に守らないといけないのは、リッツに渡わたしたお守りとの繫がりだけ。チューリとのシンクロを切って、そっちに集中しよう。キラキラと光る噴水を見つめながら、あたしはゆっくりとチューリから意識を離はなした。
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「大だい丈じよう夫ぶか」

　目を開けたら、自称魔王の心配そうな顔があった。

「すまなかった、無理をさせたのだろう」

　自称魔王の肩からチューリが飛び立ち、フワリとあたしの顔の横に降り立つ。

　優しい子。さっきも自称魔王の事、心配してたもんね。

　それにしても、わざわざあたしの部屋までチューリを連れてきてくれたんだろうか。自称魔王はやっぱり時々とても親切だ。まあファルがその後ろで結構渋しぶ～い顔してるのが気になるけど、これはもうしょうがないよね。

「温かいスープを用意させた、とりあえず体を休めてくれ」

　至いたれり尽くせり、ありがたいけど、後ろのファルの目力で殺されそうなんで、ほどほどで結構ですが。

　スープを冷ましながらゆっくりと口に運ぶ。体は暖まるけど、そろそろ一人にしてもらっていいんだけどな。なぜか自称魔王がモジモジしながらあたしをチラチラ見てるもんだから、異様に落ち着かない。

「あの、なにか」

「いや、その」

「さっさと言ったらいいでしょう、全くいつまでそうやってウジウジしているおつもりですか」

　言い澱よどんだ自称魔王にファルが一いつ喝かつ。意外と容よう赦しやないよね。

「倒たおれたばかりの者に言う事ではないとは分かっているのだが」

「ヒトごときに気を遣つかう必要はないといつも言っているでしょうに」

「さっきからうるさい、黙っていろ」

　不ふ機き嫌げんな顔で口を閉じたファルを一ひと睨にらみしてから、自称魔王が改めて真しん剣けんな顔であたしの方に向き直る。

「これからも時々でいい、さっきのように噴水を動かしては貰もらえないだろうか」

　ちょっと恥はずかしそうに言う自称魔王が思いのほか可愛かわいくて、つい笑ってしまった。

　話を聞けばまだファリエル様がいた頃は、あの噴水が生きているように動いて、薔ば薇らが次々と咲さき乱れるのをいつもいつもわくわくと見ていたそうだ。

　きっとあの庭に施ほどこされていた聖属性の仕掛けは、息むす子こである自称魔王を楽しませるためにファリエル様がつくりあげたものだったんだろう。

　とすると、あのレースの編み物は作りかけのものだったのかな。自じ称しよう魔王のために、寒さを防げるように作ったものだったのかもしれない。あたしは、母親の愛を感じてなんだかとても幸せな気持ちになった。




　ファリエル様、優しいお母様だったんだな。

　幸せのおすそ分けを貰ったようなほっこり暖かい気持ちで、あたしは心よく了りよう承しようした。

　もちろん打算だってある。自称魔王と一いつ緒しよならファリエル様のお部屋にも堂々と入れるわけだし、きっとあのお部屋の中にも自称魔王を楽しませる仕掛けが色々あるのかも知れないし。お互たがい利があるんだから、これを逃のがす手はないだろう。

　一晩寝ねれば少しは聖気だって回復する。なんなら明日あしただって大丈夫だと笑って言えば、自称魔王は本当に嬉うれしそうに笑っていた。

　あの春のような庭で。

　優しいお母様に愛されて育ったであろうお坊ぼつちゃんは、魔族の王だと主張する割にごく普ふ通つうに可愛いところもある男性なのだ。

　ファリエル様のお部屋と庭に正々堂々入る権利を得たあたしは、その日とてもいい気分でベッドに入った。




　今いま頃ごろリッツは何をしてるのかな。

　しばらく今居る村でレベル上げをしてから先に進むんだって言ってたよね。あれからアーサーさん達とは仲良くやれてるんだろうか。

　昨日みたいにお守りを両手で握にぎりしめて、ベッドの上で目を閉じる。お守りの事を思い浮うかべて集中すれば、少しずつお守りとのシンクロが深くなっていくのを感じる事ができた。

　昨日に比べたら少し同調するのが早いみたい。

　自分と世界との境目がないような不思議な感覚が割とすぐに訪おとずれて、昨日みたいにあたしをふんわりと優しく包む気配を感じた。間違いようがない、あたしの大好きな金色のキラキラ光る生命の衣ころも。

　今日は黒ずんだりもしていない、見慣れた綺き麗れいな色だった。

　良かったよリッツ、今日も会えたね。




　お守りから流れてくるリッツの感情は、昨日とは打って変わって穏おだやかなものだった。

　嬉しい。今日は切ない気持ちとか苦しさ、憤いきどおりの気持ちが昨日よりもずっと少ないね。

　今日はレベル上げのための戦せん闘とうの一日だっただろうから、魔物との戦いも多くて魔素だってたくさん浴びただろうに、こんなに穏やかな事にむしろ驚おどろきを覚える。

　お守りの効果なのか、ただ浄じよう化かしてから日が経たっていないだけなのか、仲間との関係がうまくいっているのか。何が原因かは本当は分からない。それでも、リッツの気持ちが穏やかだと分かるだけであたしの心も満たされる。

　おやすみ、リッツ。

　明日もリッツが、心穏やかでいられますように。そう願いながら、あたしはゆっくりと眠ねむりに落ちた。
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　翌朝、ファルに叩たたき起こされたあたしは、眠い目をこすりながら自称魔ま王おうの部屋へ向かう。朝早い時間の呼び出しだと迎むかえに来るファルだって機嫌悪いし、ホント言うとやめて欲しい。でも、随ずい分ぶん長いこと稼働してなかった噴水の聖魔法の仕掛けが久々に動いたんだもの、無理もないのかな。

　昨日の嬉しそうな様子を思い出して、ちょっとほっこりしていたあたしだけど、自称魔王の口からは意外な言葉が飛び出した。

「昨日は世話になった。ひとつ望みを言うがいい、私は労には褒ほうをもって報むくいる主義だ」

「……！」

　そっちだったか！

　いつも思うけど自称魔王って、魔王だって主張する割には義理がたいのよね。第一、魔王っぽい事したとこ見た事ないんだけど。

「さあ、遠えん慮りよは無用だ。言ってみるがよい」

　遠慮してたわけじゃない、ただただびっくりしてただけよ？　でもあたしもくれる物はありがたく戴いただく主義だ。

　さて、何がいいだろう。

　いつもだったら一も二もなくリッツに会いたいっていうとこだろうけど、昨日お守りを通じてリッツの身の安全と心の安らぎは実感できてる。ここはやっぱり……。

「ニルスとエルンストに、会わせて欲しい」

「あの盗とう賊ぞくの小こ僧ぞうと弓使いか……仕方ない、見るが良い」

　小僧って……自分だってそう変わらない年に見えるのに。ちょっとおかしくなってしまったけど、あたしは笑いをかみ殺し、至って真ま面じ目めな顔で水すい晶しよう玉だまに近づいた。




　あれ？

　どうして？

　ニルスとエルンスト……戦闘、してる？




　水晶玉には、ニルスがたくさんの狼おおかみみたいな魔物と対たい峙じしているのが映っていた。エルンストの姿は見えないけど、多分木こ陰かげにいるのかも。というか、いてくれないと困る。ニルスだけであんなたくさんの魔物、倒せる数じゃない。

　だってアレに、ニルスは死ぬかと思ったくらいの大ケガを負わせられたんだもの。体は普通の狼の三倍くらい大きいくせに、俊しゆん敏びんでずる賢がしこい……群での狩かりに長たけたヤツら。

　ハラハラしながら見ていたけれど、あの時と違ちがって、ニルスの動きはとても落ち着いている。狼の方もウロウロと周りをウロつきながら隙すきを狙ねらってるみたいで、なかなか飛びかかるまでには至らなかった。

　睨み合っていたニルスがふと視線を狼から逸そらした瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな体が地を蹴ける。

　ニルスに飛びかかろうとする狼の巨大な体たい軀く。それを皮切りに周り中から、潜ひそんでいたらしい狼達が一いつ斉せいにニルスに飛びかかって、あたしは声にならない悲鳴をあげた。

「……お願い！　お願い、連れてって！　ニルスが死んじゃう！」

「うわ、ちょっと……！」

　気がついたら自称魔王の胸むなぐらを摑つかんで、ゆさゆさと揺ゆさぶっていた。

「娘むすめ、狼ろう藉ぜきはその程度にしておけ」

　冷えた声と共に頭を鷲わし摑づかみにされて、凄すごい勢いで引き剝はがされた。そのまま壁かべまで吹ふっ飛ぶくらい容よう赦しやのない引き剝がし方に、ファルの苛いら立だちが見て取れる。

　……危なかった、我を忘れて自称魔王に迂う闊かつな事をしたら、確実にファルに殺される。

「まったく、凶きよう暴ぼうな娘だ。心配せずともあやつらも成長している」

「……え？」

「無傷というわけにはいかないが、ちゃんと仕留めたぞ」

　慌あわてて水晶玉に駆かけ寄れば、ニルスの周りには無数の狼達の骸むくろが転がっていた。返り血で血まみれではあるけれど、ニルスの体には深い傷はないみたい。知らず詰つめていた息が、安心と同時に吐はき出される。

　良かった、本当に良かった。

　狼達の骸には切り傷もあるけれど、身体からだに刺ささる矢もまた多い。ニルスを囮おとりに、エルンストが後方から矢を放つ作戦だったのかな。

「お疲つかれ様」

　エルンストが木陰から身を現す。

「戦えるようになったじゃねえか！」

　そして、エルンストとは逆側の木陰から、熊くまみたいな大きな髭ひげもじゃの人が豪ごう快かいに笑いながら現れた。

　だ、誰だれ？

「マジでおっちゃんのお陰だよ。ありがとな！」

「一回の猟りようで仕留められる魔物の量が格段に上がったからお互たがい様だ、気にすんな！」

　ニルスの感謝に、彼の背をバシッと豪快に叩きながら答える髭もじゃさん。……猟師さん、なのかな？

「いや、あなたがいなかったら村の外に出るのも困難だったと思う、本当に感謝している」

「まあな、ここらの魔物はアホみたいに強いからなあ。だがこの先はもっと強いぜ、北に向かうならもうちょいここらで修しゆ行ぎようしてからにしな」

「……わかって、いる」

　猟師さんの言葉に、エルンストは少し悔くやしそうに目を伏ふせた。

「だな、ちったあ強くならねえと追っていく事すら出来ねえしな！　頑がん張ばろうぜ、エルンスト！」

「君はいつも、呆あきれるくらい前向きだな」

　ああ、いつもの、いつも通りの二人の会話。嬉うれしくて嬉しくて涙なみだが出た。

　リッツ達とあんな風に別れたのに、二人はまだ諦あきらめずに強くなろうと努力してたんだ。

　あの村に辿たどり着いた頃ころには、二人はもう戦せん闘とうに参加するどころか身を守るのに精せい一いつ杯ぱいだった筈はずなのに、今ではあの狼達を駆く逐ちくできるほど強くなってる。

　すごい、すごいよ、二人とも。

「お前はよく泣くな」

　隣となりで自じ称しよう魔王が面おも白しろくなさそうに呟つぶやいてるけど、構うもんか。

　ああ、会いたい。二人に会って凄い、って言いたいよ！

「ねえ、早く。早く二人に会わせて」

「ダメだ」

「え……どうして？　あたし確か『二人に会いたい』って」

「なんかムカつくから却きやつ下かだ」

　ちょっとなんでよ！

　だいたいムカつくってどういう理由よ！　ふざけんな、この自称魔王！

　だって会いたいのに。




　だめだ、落ち着けあたし。

　どんなに腹立たしくても、二人のもとにいけるとしたら今のところこの自称魔王の転移しか方法がない。何とか……何とか連れていって貰もらわないと！

「お願い、随ずい分ぶん二人に会ってないんだもの。あたしが無事だってところを見せたいの」

　つーん、とそっぽを向く自称魔王。子供か！　と言いたいのをぐっと堪こらえてあたしはなおも言い募つのった。

「ニルス、ケガをしてるわ。お願い、治ち療りようさせて」

「……たいしたケガじゃない」

「なによ！　あなたが望みを言えって言ったんじゃない！　酷ひどいよ、思わせぶりな事言って」

　つい口から出てしまった。

　だって、会いたい。そう思ったらもう、涙がさらに溢あふれてくるのを止められなかった。

「あんなに頑張ってるのに、会って凄いって言いたい。リッツも無事だって教えたい。あたしも頑張るからって……言いたい、よ……！」

　ボロボロと溢れてくる涙を止める気にもならない。ひっく、ひっく、としゃくりあげるあたしに、ファルの氷のような声が降ってくる。

「娘、どうやら立場というものが分かっておらぬようだな。その煩うるさい口を吹き飛ばしてやってもいいのだぞ」

「ああもう分かった！　私が代行してやろう、それで文句はないであろう」

「ヴェルティ様！」

「ファル、ミリアに手を出すなよ」

「待っ……」

　ファルの制止も虚むなしく、あっという間に自称魔王の姿は部屋から消えてしまった。

　ちょっと、代行ってなに？

　会えないんじゃ意味ないじゃないの！

　しかもファルから尋じん常じようじゃないイラついたオーラが出てるのも怖こわい。もう後ろからどす黒いオーラが来るもんだから、あたしは後ろを振ふり向く事も出来なくて、ただ目の前の水すい晶しよう玉だまに集中する事しか出来なかった。

「小こ僧ぞうども」

「ふぁっ!?」

「な、なんだ!?」

　突とつ然ぜん現れた自称魔王に、ニルスとエルンストは完全に虚きよをつかれた格好だ。うん、そうだよね。いきなり目の前に人が現れたらびっくりするよね。

「お、お前まさか」

「魔王……！」

「はあ!?」

　素す早ばやく戦闘態勢に移って構えるニルスとエルンストと、めんどうそうな顔で腕うで組ぐみしたまま立っている綺き羅ら綺き羅らしい自称魔王を見比べて、猟師さんはひたすらオロオロ。

「お前らごときを害す気などない。不ふ愉ゆ快かいだ、武器を向けるでない」

「ふざけんな！　ミリアを返せ！」

　ニルスが果か敢かんにも自称魔王にくってかかった。

「そのミリアの願いで来ておるのだ、面めん倒どうだからさっさと済ませるぞ」

「えっ？」

　有う無むを言わさず自称魔王がかすかに指を動かせば、柔やわらかな光がニルスの体に降り注ぐ。

　すごい。

　大小様々、無数にあったニルスの傷が一いつ瞬しゆんで消えてしまった。そしてエルンストの体にも光が降ってあの羨うらやましい真っ白ピチピチのお肌はだが蘇よみがえる。

「え、うそ、なんで」

　傷がきれいさっぱり消えた自分の腕や足を見て混乱するニルス達の様子を気にも留めず、自称魔王はちょっと思案してから口を開いた。

「ええと、ミリアは……小僧どもが強くなったと感激しておったぞ？　それから……へっぽこ勇者も無事だとお前らに伝えたいとも言っておったか」

　ちょっと……！

　言葉の端はし々ばしにそこはかとない悪意を感じる！　あたし、そんな言い方してないから。誤解されたらどうしてくれるのよ……！

　ニルスもエルンストも状じよう況きようがさっぱり摑つかめないらしく一応ナイフや弓を向けたまま「小僧ってオレたち？」「多分な」とかヒソヒソ言っている。あたしを連れ去った魔王がいきなり現れたと思ったら傷を治してくれるわ、あたしからの伝言を伝え始めるわで理解が追いつかないんだろう。やがてニルスが意を決したように口を開いた。

「なんなんだ、いったい。なんで魔王サマ自らそれを伝えに来てるんだよ！　ミリアはどこだ！」

「あまりにお前らに会いたがるのでな、腹立たしいゆえ置いてきた。代わりにケガも治ち癒ゆした上に伝言も伝えたぞ？　文句はあるまい」

「大アリだよ！　ミリアを返せ！」

「それは出来ぬなあ、会いたくば魔王城まで来るがよかろう」

　その言葉に、二人は悔しげに顔を歪ゆがめる。

「ちくしょう、行ってやるよ！　そのために実力を上げようって死ぬ気で毎日狩かりに出てるんだ！」

「うむ、その足あ搔がく姿は興が乗る。魔王城に辿り着くことがあれば歓かん待たいしてやろうぞ」

「ナメやがって！」

「ニルス、そこまでだ」

　くってかかるニルスを、エルンストが押し止とどめた。

「魔王、まずは傷を癒いやしてくれた事、感謝します」

「ほう、お前は人らしい反応をするのだな」

「人らしい？」

「うむ、人とは他者からの施ほどこしを受けた場合は礼を述べるものと聞いておったのでな」

　エルンストも呆あつ気けにとられた顔をしたけれど、あたしも相当に驚おどろいた。ファリエル様の教えなんだろうか。

「驚きました、人間の事もよくご存じなんですね」

「うむ、知識は偏かたよっておるかも知れぬがな」

「ミリアは……元気なんでしょうか」

「元気だ、勇者よりもあやつの方が余よ程ほど逞たくましいぞ。人間の女おな子ごというものは侮あなどれぬ」

　腕組みしたまましかつめらしい顔をして、頷うなずきつつ自じ称しよう魔王がそんな事を言い放った。ちょっと酷くない？　エルンストも苦く笑しようしないでよ、なんで若じやつ干かん和やわらいだ雰ふん囲い気きになってるのよ……。

　エルンストと自称魔王が穏おだやかに言葉を交かわすのを、ニルスは凄すごく凄く微び妙みような顔で見ていた。眉まゆが下がり唇くちびるはへの字になって、悔くやしそうな悲しそうな、怒おこってるみたいな。

「なあ、魔王」

　意を決したように、ニルスが一歩前にでる。

「なんだ」

　面おも白しろがるみたいな目をして魔王が答える。

「あんた、一体何がしたいんだよ」

　ニルスの口から出てきたのは、あたしも、きっとリッツも、エルンストだって口にしたかっただろう疑問だった。

「突然王都に魔物を放ったと思ったらミリアを攫さらうし、オレたちがあんたを倒たおすために魔王城に向かってるって分かってるくせに早く来いって言うし。今度はケガまで治すってさ……あんた一体、何がしたいんだよ」

「知りたいか」

「当たり前だろ！　そもそもあんたが王都に魔物を放ったりしなけりゃ、オレたちがこんな離はなれ離ばなれになる事もなかった！」

　絞しぼり出すような叫さけび声。悔しさの全すべてをぶつけているみたい、涙なみだなんか見えないのにあたしにはどうしてか、ニルスが泣いてるみたいに見えて仕方なかった。

「……そうだな、ではお前達もひとつ教えてくれないか」

「なんだよ」

　不ふ機き嫌げんマックスなままのニルスはよくみるとやっぱり目のふちが赤いけど、それでも律りち儀ぎに自称魔王に返事するあたり人がいい。変わらないニルスを感じられて、あたしは少し胸が熱くなった。

「どう見てもお前達に勝ち目などないだろう、なぜ諦あきらめない」

「はあ!?　てめえケンカ売ってんのか！」

「そう怒るな、本当に疑問なのだ。魔ま族ぞくはあっさりしたものだ、お前達人のように足あ搔がいたりはしない。強い者には従うだけだ」

「簡単に諦める方がわけわかんねえよ。努力すりゃ強くなるじゃねえか、現に倒せなかった敵も倒せるようになった」

　足元に転がる大きな狼おおかみっぽい魔物の体を軽く足先で小こ突づいて、ニルスが拗すねたように答える。

「だが生来の力の大きさの差は越こえられないだろう？　お前達が私を越えるには相当うまくいっても五回分程の人生が必要だと思うが」

「ムッカつく野や郎ろうだなてめえは！　ぜってえ倒しに行くから首洗ってまってろ！」

「まあまあ、ニルス」

　見み兼かねたみたいにエルンストがニルスの肩かたをぐっと押さえた。

「種族の違ちがいのせいもあるのかも知れませんね」

　ニルスとは打って変わってエルンストはとても落ち着いた様子で自称魔王に相対している。

「今の話から推察するに、魔族は生まれた時から個体差が大きいのでしょう？　人間は生まれた時はみんな似たようなものなんです。だから能力や技術は後天的に獲かく得とくして努力で伸のばしていくものだという考え方が魔族よりずっと強いんじゃないですかね」

「……赤子が？　みんな似たようなものなのか？」

「今では魔族を見ること自体稀まれですが、魔族は伝承では翼つばさがあったり角があったり、巨きよ大だいな体を持つ者や不死、獣じゆう化かのように肉体的に見ても明らかに差異が大きいでしょう？　能力の幅はばも大きいのではないですか？」

「そんなものだと思っていたが」

「人間は見た目も能力もほぼ同じです。大おお雑ざつ把ぱに言えば顔が違うくらいの差しかないんですよ」

「なんと」

「もちろん才能の差はありますが、後天的に学んだものや力を入れて習得したものが何かによって人生が大きく変わるイメージがありますからね、だから足搔きもするし希望を捨てない個体が多いのだと思いますよ」

「……なるほど、興味深い」

　エルンストの答えを聞いて、なぜか自称魔王はふわりと笑った。

　天使姫ひめみたいに柔やわらかでとても綺き麗れいな笑え顔がおだったけど、ニルス的にはイラッとしただけだったみたいで、口を尖とがらせている。

「もういいだろ、今度はあんたが答える番だ」

「そうだな、私は……」

　自称魔王がいったい何を話すのか。

　あたしは固かた唾ずをのんで水すい晶しよう玉だまを覗のぞき込む。ドキドキと、自分の鼓こ動どうがうるさいくらい緊きん張ちようして待ったというのに。

「いや、やめておこう」

　自称魔王がニヤリと笑う。

「お前達は実に面白い。答えは魔王城に辿たどり着いたら教えてやろう」

「てめえ！」

「だが、お前達のその装備では次の村に辿り着くことさえおぼつかぬだろう」

　そう言って、自称魔王が空に向かって手を差し伸べた。

　そのまま軽く腕うでを振ふる。

　次の瞬しゆん間かんその手には、遠目で見ても素す晴ばらしい武器が握にぎられていた。

「興味深い話を聞かせてもらった礼だ、くれてやろう」

　事も無げに言うけれど、エルンストに渡わたされた弓は白銀に輝かがやいて細かな意い匠しようも凝こらされた見るからに高価そうなものだったし、ニルスに渡された投げナイフのセットは腰よう部ぶを守るホルダーもしっかりとした作りで、中に収まっている漆しつ黒こくのナイフは軽く十本以上あるし刃はも厚くて使い勝手が良さそうだった。

「ほんと何なんだよあんた！　こんなんよりミリアを返せよ！」

「それは自分でとり返せ」

　またもやニヤリと笑った自称魔王は、話は終わりだとばかりに二人の前から姿を消す。

　転移であたしの目の前に戻もどって来た自称魔王は、愉ゆ快かいそうにひとしきり笑った。

「お前の仲間はなかなかに興味深い、いや、有意義な時間だった」

　非常に御ご満まん悦えつなんだけど。

　本当にこの人、何考えてるんだろうなあ……結局ニルスの問いは空から振ぶりで、この自称魔王が何をしたいのか、それは自分で探さぐるしかないみたいだ。




　ああ、ニルスやエルンストに、直接会いたかったなあ……。

　その気持ちはどうしても強くあるけれど、それでもとにかく自称魔王がニルスのケガを完治させてくれたのは確かだ、ここはお礼を言うべきなんだろう。

　ただ、これまで素す直なおにお礼を言った事の方が少ない身としては、けっこう照れる。ちょっとモジモジしながら言う羽目になってしまった。

「えっと……あの、ニルスのケガ、治してくれてありがとう」

　すると自称魔王は、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったようなポカンとした顔をした後、とても嬉うれしそうに破顔する。

「どう致いたしまして」

　完かん璧ぺきだ。ファリエル様、完璧な教育だ。まさか魔王だと自じ称しようする恐おそろしげな存在から、お礼に「どう致しまして」を返してもらう日がこようとは。

　何となく負けたような気がする。

「それでなミリア、できれば今日も噴ふん水すいを動かして貰もらいたいのだが、いいだろうか」

　何事もなかったかのようにさっさと話を変える自称魔王。確かにそれはむしろ願ったり叶かなったりなんだけど……特にファリエル様のお部屋はまだじっくりとは見られていないんだし。たしかお部屋にもいくつか聖気が濃こい物があったと思うんだよね。

　目を盗ぬすんでやるには数があり過ぎるし、きっと自称魔王にとっても懐なつかしい物が多いんじゃないかと思うから。

「もちろんよ、もし良かったらファリエル様のお部屋にもいくつか聖気が濃い物があったから、聖気を流してみるけど」

「そうか！　楽しみだ……！」

　案の定、自称魔王は目を輝かせて喜んでいる。魔族というものは意外と喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしているらしい。……もしかしてリッツも、魔の影えい響きようが強くなってきたら喜怒哀楽がはっきりしてくるのかな。気き性しようが荒あらくなったりしたのも、実はその影響だったりして。

　とても素直に喜んでいる自称魔王を見ながら、あたしはそんな事を考えていた。
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　じゃあ早さつ速そく、という事で朝っぱらからファリエル様のお部屋にやってきたあたし達。

　せっかくだからとチューリも連れてきてあげたら、ファリエル様の暖かくて美しい庭に飛び出して行って嬉しそうに囀さえずり始め、お庭は春感が一気に増す。お庭にはチューリが好きなベリー系もたくさんあるみたいで、枝を渡りながらあっちこっちで赤い実をついばんでいる姿がとっても可愛かわいい。窓からそんな愛らしい姿を眺ながめつつ、あたしは自称魔王に問いかける。

「噴水を動かしましょうか？　それとも部屋の中の物を何か見てみる？」

「そうだな……」

　そう言ったっきり、自称魔王はファリエル様のお部屋をゆっくりと見回した。

　あたしもつられて部屋の中を見回す。前の時は庭からだったし扉とびらの隙すき間まから見える部分が見えただけだったけど、こうして見るとやっぱり凄すごいお部屋だなあ。

　自称魔王の部屋って結構シンプルっていうか実用的っていうか、あんまり飾かざられた感じはしなかったんだけど、ファリエル様のお部屋は違う。全体的に女性らしい、薄うすくて上質なレースカーテンがヒラヒラと舞まって天てん蓋がい付きの大きなベッドにはふわふわの清潔で気持ちよさそうなお布ふ団とんとたくさんのフリルがついたクッション。

　仕方ないけど、あたしのベッドとえらい差だなあ。このベッドなら、ゆっくり座って長時間本を読んでも疲つかれなさそう。その証しよう拠こにベッドの傍そばに山と積まれた本からは大きな聖気が感じられる。そして、等身大ほどの大きさがある肖しよう像ぞう画がには、今日もファリエル様が麗うるわしい笑みを浮うかべていた。

「綺麗ねえ。この肖像画、ファリエル様なんでしょう？」

「ああ、いつ見ても生きているみたいだ」

「そうでしょうね、だって肖像画にも聖気が宿ってるわ。でもそれは微び量りようで絵の具の発色を活性化させる効果があるみたい」

「ほう、あの方らしい」

　急にファルが会話に入ってきた。今まであんまり何も話さないから、空気みたいに思ってた。

「多分実験したんでしょうね。聖魔法がどんな事に使えるのか」

　あ、そういう事？　自分の姿を綺麗に残したいとかじゃなくて？

　ファルから見たファリエル様は何とも現実主義で研究オタクなんだなあ、こんなに綺麗なのに。聖魔法の恩おん恵けいもあってか目は微笑ほほえみを湛たたえているし、頰ほおは薄く上気して唇くちびるは今にも言葉を紡つむぎ出しそう。宝石やティアラまでキラキラと輝くように美しい。

「ティアラまで輝いて見えるわ、ファリエル様って王族だったのね」

　何気ない風を装よそおって軽く聞いてみたら、自称魔王はあたしをじっと見つめてから、ニヤリと笑って見せる。

「……そうだ、お前達ヒト族の王に連なる者だったと聞いておる。なぜ分かった？」

「だって、ティアラに王家の紋もんがあるし、金糸とか銀糸とか、王族以外は使えないものなんですもの」

　そう言ったら、自称魔王もファルもなぜかとても納なつ得とくした顔をした。

「なるほど、さすがヒト族は意味の分からぬルールが多い」

　ファルに呆あきれたみたいに言われたけど、そんなに不思議な事かしら。逆に不思議に思っていたあたしだけど、自称魔王の弾はずむような声に我にかえる。

「そんな事よりもミリア、早く母上の仕し掛かけを発動させてくれ！」

　そうね、とりあえずファリエル様が王族なんじゃないかっていうのは確定に変わったし、今日はまずファリエル様の仕掛けを解くのに集中しよう。こうやってひとつずつ謎なぞを解いていけば、自称魔王が何をやろうとしているかも分かるのかも知れないし。

　ああ、それにしても外からじゃよく分からなかったけれど、ファリエル様のお部屋の中は聖気が込められた物がたくさんあるのね。聖気の量は様々で、その多くはさして大きくはない聖気。

　僅わずかに聖気を送ればポプリからはフローラルな香かおりが匂におい立ち、羽う毛もう布ぶ団とんは見る間にふんわり膨ふくらんでホカホカの幸せな暖かさに変わる。纏まとまった聖気に惹ひかれて衣い装しよう部屋を見れば、美しいドレスは聖気を纏い、触ふれると滑なめらかで上品な光こう沢たくが真しん珠じゆのように煌きらめいた。ライトはふわっと灯あかりが膨らんで、優やさしい光が辺りを照らすのも可愛らしい。

「あれ、これは？」

　テーブルの上に置かれている置物みたいな物にも聖気が宿っているように見えたけど、何故なぜか効果がよく分からない。思わず声が漏もれたところで、自称魔王が「そういえば母上は水を入れていたと思うが」と、手ずから水を注いでくれた。

　すると不思議なことにコップ一いつ杯ぱいの水がその置物らしき物から流れ出ては下の小さな受け皿に落ちて、とめどなく循じゆん環かんするようになった。

　まるでとってもコンパクトな滝たきみたい。

「空気を浄じよう化かすると言っていた」

　ちょっぴり懐かしそうな表情で、ファルが効果を説明してくれる。何がどうなって空気を浄化するのかなんてあたしにはさっぱり分からないけれど、本当にファリエル様って、なんてアイディアに溢あふれた方なんだろう！

　ここはお庭と違ちがって、お子様に見せるための華はな々ばなしい仕掛けというよりは、ファリエル様ご自身が快適に過ごすための小さな仕掛けが随ずい所しよに施ほどこされているみたいだ。

　そしてファルの言葉を信じるならば、この部屋はさしずめファリエル様の小さな実験場でもあったんだろう。

　あの絵の中で微笑む清せい楚そで美しい女性が、そんなマッドサイエンティストみたいな側面を持っているなんて意外ではあるけれど、だからこそ好感が持てる。

「ミリア、これも頼たのめるか？」

　そう言って自称魔王が差し出してきたのは、小さな鉢はちに植えられた可愛らしい蔓つる。確かに割と大きな聖気が感じられる。聖気を送り込んでみたら一気に芽め吹ぶいて花が咲さき、桃ももみたいな見た目の小ぶりな実がたわわに実った。

　なんて甘くていい匂い。もう匂いだけで美味おいしそう。

「おお！　これだ、これ！　懐かしい……！」

「なんですか、子供みたいに」

「仕方ないだろう、同じ果実はあっても母上のところで食べたような甘さは他ほかにはないのだぞ？　お前も好きだったではないか」

「それは、そうですが」

　ファルに窘たしなめられながらも、嬉うれしそうに実をもぎっては口に運ぶ自じ称しよう魔王。ちょっと可愛いかも知れない。

　彼もきっとこの部屋によく居たんだろうと感じさせる子供用のオモチャや小さな椅い子す、おままごとみたいな食器。ファリエル様はきっと、大切に大切にこの自称魔王を育てていたに違いない。

「ほらミリア、お前も食しよくすが良い」

　自称魔王から桃っぽい果物のおすそ分けをもらいながら部屋の中の色々な仕掛けを堪たん能のうし、いよいよあたしは一番大きな聖気を孕はらんでいる本の山に目を向けた。

　さすがファリエル様、書物から感じる聖気は尋じん常じようじゃない。

　ちょっと見るのが怖こわいけど、勇気を出して見てみようか。了りよう承しようを取ろうと自称魔王を振ふり返り、ちょっと困ってしまった。

　……ええと、名前なんだっけ。まさか自称魔王、って呼びかけるわけにもいかないよね。

「……あの、魔王様」

「ヴェルティだ。ヴェルでも良いぞ、母上はそう呼んでいた」

「ヴェルティ様！」

　この世の終わりみたいな声をだしたファルが、自称魔王の後ろからあたしを全力で睨にらみつけてくる。ヴェルなんて呼んだ日にはこま切れにまで切り刻まれそうで怖い。

「じゃあ、あの、ヴェルティ様」

「なんだ、せっかく私の愛あい称しようを呼ぶ機会を与あたえてやったと言うのに」

「いえ、まだ命が惜おしいので」

　あたしの言葉に察するところがあったらしいヴェルティ様は、ジト目で後ろを振り返る。

「ファル、またお前か！　威い嚇かくするなと言うのに」

「ですが愛称で呼ぶなど、家族ほど親しい間あいだ柄がらのみに許されるものです！」

「魔ま族ぞくの間では、だろう。人にまで適用せずとも良いではないか」

　いやいや、そんな畏おそれ多い。ヴェルティ様で充じゆう分ぶんですとも。

「あの、ヴェルティ様。そのベッドのところに積み上がっている書物にも聖気が宿っているようなんですが」

　二人の会話は完全スルーであたしは話を進める事にした。若じやつ干かん、自称魔王改めヴェルティ様が唇を尖とがらせた気がするけど気にしない。たくさんの本の中から聖気が感じられる物を選えり分けて、ヴェルティ様に差し出してみた。

「……ああ、これも懐なつかしいな。母上が私によく読み聞かせてくれた絵本だ」

　絵本！

　本当だ、よく見たら表紙に可愛かわいい絵が描えがかれた薄うすい本がたくさん。ファリエル様が持ってきた本なのかしら。その絵本はファリエル様が何度も手に取って心を込めて読んだんだろう、暖かくて優しい聖気に、挿さし絵えも生き生きとまるで動いているかのように躍やく動どう感かんがあった。

　いくつもの絵本をそうやって楽しんだら、残るは分厚い一冊の本だけ。

　明らかに他の書物とはテイストが違うその本は、重じゆう厚こうな革かわ張ばりの表紙にこの部屋で一番大きく複雑な聖気の鍵かぎが施されているようだった。




「だめか」

「はい……無理みたいです」

　なんという事だ、全然歯が立たなかった。

　だってこれまで聖気の鍵は本当に簡単な仕掛けだったんだよ、物に留とどまってる聖気の量よりも大きな聖気を流し込むと、ピン！　って鍵が開くみたいに仕掛けの封ふう印いんがとけるの。それなのにこの本ときたら、留まってる聖気の量より大きな聖気を流してもビクともしなかった。それどころか少なくてもぴったり同じ量の聖気でもダメ。

　さすがのあたしもお手上げで、悔くやしいけれどギブアップするしかなかった。

「そのように情けない顔をするでない、また挑ちよう戦せんすればよかろう」

　くう、慰なぐさめないでよ自称魔王のくせに。もうそろそろホントに魔王なんじゃないかって薄々思ってるけど。

　その割に全然、邪じや悪あくそうな感じがしないなとも、思ってるけど。

「ほら、もう室内は良いだろう、そろそろ庭の噴ふん水すいを動かしてはくれぬか？　私はあの噴水がいつも一番楽しみだったのだ」

　すごく心残りではあるけれど、ヴェルティ様に促うながされて、あたしはあの美しい春の庭に出た。請こわれるままに三回ほど噴水ショーを繰くり広げたあたりだろうか、クラリと目の前が揺ゆれて、物の輪りん郭かくが曖あい昧まいになる。

　いけない、魔力切れのサインだ。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　ふらついた途と端たんに後ろからしっかりと抱だきとめられて、あたしは少し驚おどろいた。

　心配そうに後ろから覗のぞき込んで来たのは案の定ヴェルティ様。噴水に見み蕩とれてたと思っていたのに、あたしの様子もしっかり把は握あくしていたみたい。

「大丈夫、魔力を使いすぎただけ」

　そう、大したことはない。さっき本を解かい錠じようできなかったのが悔しかったから、ちょっと頑がん張ばり過ぎちゃっただけだもの。

　なのに、ヴェルティ様はまるで叱しかられたかのようにしょんぼりした。

「昨日も倒たおれた。今日は無理をさせぬようにしようと思っていたのに」

　慌あわてたみたいにあたしをさっと抱き上げて、ヴェルティ様はあたしの部屋に転移する。ゆっくりとベッドに降ろされて、心配そうな目で見られて、あたしはいよいよ困ってしまった。

　ヤバい、何なのこの自称魔王。

　なんでそんなに心配そうに見るの……あんまり優やさしくしないでよ、ちゃんと敵だって分かってるんだから。

「あの本……聖気の鍵、開けたかったなあ……」

　心配そうな瞳ひとみで見つめられるのに耐たえられなくなって、小さな声で呟つぶやいたら一いつ瞬しゆん姿が消えて速そつ攻こうであの本を片手に戻もどって来た。

「ここに置いておくが、無理をしてはならぬぞ。ちゃんと眠ねむりにつくまで見ているからな」

　少しだけ厳しい目でそんな事をいうヴェルティ様。そしてその後ろには、そんなヴェルティ様を心配気に見つめるファルの姿があった。

「ヴェルティ様が御おん自みずからなさることでは」

「いや私の責任だからな。読みが甘かった、人族の脆ぜい弱じやくさをナメておった。ファルももう良いぞ、休んでおれ」

　答えを聞いて、ファルは諦あきらめたようにため息をつきながら部屋を後にする。

「まったく、ヴェルティ様の人間好きにも困ったものだ」

　最後にファルが残していった言葉が気になって仕方がなかった。

　ヴェルティ様が、人間好き……？

　だって魔王なんでしょう？　そんなバカな事があるのかしら。

　でも確かにファルがいう通り、ヴェルティ様は基本的に人間に優しい。あたしにだって優しいし、ニルスやエルンストにも簡単に高価そうな武器を与えていた。

　じゃあ、そんな人がどうして王都なんか襲おそったんだろう。

　でも、よく考えたら建物はダメージを負ったものの、驚くほど人的被ひ害がいは少なくて死者は出なかった。王様は討とう伐ばつが迅じん速そくだったのだと褒ほめて下さったけど、本当にそれだけ？

　だって今だって襲おうと思えば襲える筈はずなのに、ヴェルティ様はもはや王都なんて眼中にも無さそう。

　破は壊かいしてスッキリしたとか、そういう事なんだろうか。

　フワフワと疑問やら仮説やらが浮うかんでは消えるけど、急激に侵しん食しよくしてくる眠気に抗あらがえなくて、あたしはそのままゆっくりと眠りに落ちていった。




　あ……なんだろう、あったかい……。

　まどろみの中で、とても暖かい感情が流れてくる。

　すごく、落ち着く……覚えがあるこの暖かい気持ち。これは間ま違ちがいない、リッツの感情だ。

　嬉うれしい、こんなに落ち着いた暖かい気持ちが持続出来るようになったのね、そう思うと心が幸せな気持ちで満たされる。まるで子こ猫ねこを抱っこしたみたい、ふんわりフワフワ気持ちいい感情の塊かたまりを抱っこしたまま、あたしは幸せな眠りを貪むさぼった。




　ああ、随ずい分ぶんとゆっくり寝ねた気がする。

　自然と目が覚めたけれど、どれくらい寝たのか見当がつかない。窓の外を見たら少し薄暗くなってきているから、お昼ご飯も食べずに結構な時間眠ってしまっていたのかも知れない。

　当然だけど部屋にはもう、ヴェルティ様もファルもいなくて、チューリが止まり木で羽に頭を突つっ込んでまあるくなって眠っているだけ。

　チューリを起こさないようにゆっくりと起き上がり、あたしは右手を開いたり閉じたりしながら、聖気の流れをチェックしてみた。

　うん、だいぶ聖気が戻ってる、これなら少しくらいは聖気を使っても大丈夫かな。

　安心したところでヴェルティ様が持ってきてくれた本を手に取ってみたけれど、やっぱり聖気の鍵はかかったまま。

　どうしたらこの鍵は解けるんだろう。

　ほかの本は普ふ通つうに中身を見ることはできていたし、聖気を当てると鍵が開いて特別な仕し掛かけが動き出すっていうだけだった。

　でもこの本だけは、ぴったりと本のページが全部くっついたみたいになっていて、中身が何であるのかすらうかがい知ることができない。

　すごく気になっちゃうし、やっぱりこの本だけ鍵が開かないのってなんだか悔しいじゃない。聖気の量だけじゃダメなんだから、時間とか？　一定時間この本にあるのと同じ量の聖気を当てると解けたりしないかな。

　それか別の何かと連動しないとダメなのかな。

　仮説を立ててはチャレンジしてみるんだけど、それでもなかなか鍵は開かなくて、あたしはその日またも聖気が切れるまで、ファリエル様の本と格かく闘とうしたのだった。
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　朝の気持ちいい光で目が覚める。

　いつも厚い雲で覆おおわれているからか、窓から射さし込む太陽の光はいつもとても柔やわらかい。窓の外は雪が光で煌きらめいて、とても綺き麗れいだ。チューリも心ここ地ちよさそうに囀さえずって、まるで歌ってるみたい。

　ああ、ホント清すが々すがしい朝。昨夜ゆうべは凄すごくいい夢見た気がするし、なんだかとってもいい気分。ちょっと元気が出た気がして、あたしは大きく伸のびをした。

　さて、今日はどうしよう。

　昨日とことん粘ねばったけれど、結局あの分厚い本の鍵かぎは開かなかった。闇やみ雲くもに再チャレンジしたところで、そう簡単にあの鍵が開くとも思えない。なにかヒントを得るためにも、他ほかのアプローチが出来ないものか……。部屋の中で軽く朝ごはんを食べながら、出来ることがないか頭を捻ひねって考える。

　その時、ファリエル様の研究書が目に入った。

　そうか！

　ファリエル様の研究書にも、聖気があったんじゃない！

　灯台下もと暗しとはこの事か。二十冊以上ある内の十冊ほどは既すでに転記して、原書はヴェルティ様に渡わたしてしまったけれど、何か仕掛けがあるかどうかくらいなら残ったものでも充じゆう分ぶんに判別できるだろう。

　暖かいポタージュスープを流し込んでさっさと朝食を終えると、あたしは早さつ速そく薄うすい研究書を積み重ねた。

　研究書を手に取って、その中の一冊にゆっくりと聖気を当てていく。

　思ったとおり、一定量の聖気が注がれると『ピン！』と鍵が開くように冊子に変化が現れる。それはこれまでの絵本のように中身の絵や文字が踊おどり出すような臨場感あるものではなく、意外な変化だった。

「文字……？」

　そう、やっぱり文字だ。

　表紙に大きな文字がひとつ、浮き上がっている。効果が消えてしまわないうちにと、中の方も確かく認にんしてみたけれど、特に変化は起こってないみたい。

　てことは、この文字だけが仕掛けなんだろうけど。

　小首を傾かしげながら、次々と手持ちの研究書に聖気を当ててはみたけれど、どれもこれも仕掛けは同じ、何らかの文字がひとつ浮かぶだけ。

　それでもあたしは、ワクワクした。

　だってこれってどう考えたって暗号じゃない？　手元に原書が残っている研究書には全部、文字が浮かび上がった。それをどうにか繫つなげたら、きっと何某なにがしかのメッセージになるって考えるのが普通だろう。

　どんな順番で文字を繫げるんだろう。

　頭のいい方だから、きっとこの研究書も番号なり何かヒントになるものが書かれている筈だ。少なくとも研究書に番号はふってなかった、そして研究書が置かれていた順番にも規則性はなかったように見える。なにせ研究のテーマごとに分けられていて、進み具合もまちまちだったし。かといって聖気を当てた時に出てきたのも文字がひとつだけだしなあ……。

　すっかり困ってしまってノートの表紙を眺ながめていたら、一冊一冊に愛らしい花が描かかれているのに気がついた。

「これにも……もしかして、全部に描いてある？」

　案の定、どの研究書にも花が描いてあった。こっちはバラ、こっちは百合ゆり、こっちはたんぽぽ。もしかして、これがヒントなんじゃない？

　確か花は暦こよみの日を表してるんじゃなかったっけ。色は曜日、花は日を表していて、貴族の間では贈おくり物の定番だって聞いた事がある。ファリエル様は貴族も貴族、王族なんだから知ってたに違いないけど、惜おしむらくはあたしが全部分かるかどうかってことだ。

　あいにくとそんな風流な風習にはあんまり興味がなかったし、施設育ちで教育なんて最低限も最低限しか受けてない。

　あるのはいくつかのヒントだけ。

　えーと、えーと、何て言ってたかなあ、あの花を売ってくれた人。

　確か意中の人が生まれたのが十五月で赤の曜日、バラの日なら、十五本の赤いバラを贈ったりするんだとか言ってたような。王都ではロマンチックなことが好きな町まち娘むすめの間でも常識なんだと花売りの人にリッツが力説されてたんだよね。

　その時一いつ緒しよにいたのはあたしだったし、誕生日どころか月や年すら定さだかじゃないから、結局リッツはその日の記念にって、白の曜日二十五日を表す白くて可愛かわいいプルメリアを買ってくれたっけ。

　そう、二十五日はプルメリアだった。

　でも、他の日は？

　花売りの人が説明してるの、もっとちゃんと聞いておけば良かった。

　他には……そうだ、なんかお城ではその日を象しよう徴ちようする花が活いけられるってメイドさんが言ってたけど、アイリスがゴージャスに活けられてたのは覚えてるなあ。あと、魔ま王おう討とう伐ばつに出た日はバラだった。

　ってことは、十八日がアイリスで一日がバラってことか。

　こんな飛び飛びじゃラチがあかない。エルンストなら知ってたかなあ……。
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「あの……」

「はっ、ハイいいい！」

　あたしが話しかけた途と端たん、目の前のメイドさんの背筋がビシ！　と伸びた。

　なんでそんなに恐きよう怖ふに満ちた顔してるの。どう考えたってこのメイドさんの方があたしより数倍強いのに。

　魔気の量も凄いけど、見た目だってリザードウーマンと言うべきか、爬は虫ちゆう類るい系のツルッとした白くて光こう沢たくのある肌はだに縦長の細い瞳どう孔こう、ふといシッポが立派で強そう感満まん載さいじゃない。

　それにあたしの質問なんて至ってシンプルだ。

「あたしただ、ヴェルティ様のお部屋のお花、活け方にルールがあるか聞きたいだけなんですけど」

「は、ハイ！」

「なぜに、そんなにビクついてるんでしょうか……」

「お前の不興を買ったらヴェルティ様に殺されるとでも思っているのだろう」

　あたしとメイドさんのやり取りを面おも白しろそうに見ていたファルが、唇くちびるの端はしだけを器用に上げて、フ、と笑いを漏もらした。

　そんなバカな！

　機き嫌げん損そこねただけで殺されるとかあり得ないでしょう！　いや、魔族の間ではあり得るの？　だとしても、少なくともあたしの機嫌を損ねたくらいでは絶対に問題ないと断言できる。

　でも。

　あたしが殺されたってヴェルティ様はなんて事ないと思うよ!?　と正直に言って手て荒あらに扱あつかわれるのも困るわけで。

　勘かん違ちがいされてるなら、それはそれであたしの安全度はかなり増すんじゃないかと思うと、訂てい正せいする気にもなれない。

　あえて否定はしないでおきます。ごめんなさい、リザードなメイドさん。

「それにその娘もファリエル様の面めん倒どうな実験に付き合わされたクチだ。人間の聖せい魔ま導どう師しは何を仕出かすか分からないのは体験済みでな。警けい戒かいするのは仕方ないだろう」

　ううむ、ファリエル様とヴェルティ様、親子で危険人物なわけね。

　この魔王城でもちょっとは話せる人とか出来ればなあって思ってたけど仕方ない、ここはもう情報収集と思って諦あきらめよう。

「ええと、それで。ヴェルティ様のお部屋のお花……」

「ハイっ！　以前ファリエル様からご要望があった通りに活けております！」

　緊きん張ちようのせいなのかそれが彼女のスタンダードなのか、声が大音量すぎて耳を塞ふさいで聞くくらいがちょうどいい。申し訳ないけれど耳が壊こわれそうなので、耳を押さえながらの聞き取りになってしまった。

「その、ご要望の内容が知りたいんですけど」

「ハイっ！」

　そうしてリザードなメイドさんが教えてくれたのは、期待通り……というか、期待よりも若じやつ干かん面倒なご要望だった。

　一日目は一本のバラ、二日目は一本のかすみ草、同じように三日目はガーベラ、四日目はヒヤシンス、五日目はアネモネ……全二十五種類の花を一本ずつ活けるのが一いち巡じゆんしたら、今度は二本ずつ。

　そうしてひたすら三巡、四巡と数を増やしながら活けていって、十五本ずつ活ける一巡が終わったら、また一本のバラからスタートするらしい。

　リザードなメイドさんは、その厄やつ介かいなご要望をファリエル様が亡なくなってからはヴェルティ様のために、ずっとずっと続けているのだという。

　その事にも驚おどろいたけれど、あたしは素す直なおに感心した。

　一ひと月つきは二十五日、一年は十五カ月。花の巡めぐりで一年が分かるようにしていたとしか思えない。お城の習慣を持ち込んだにしては少々手が込んでいて疑問に思う。そして、ひとつの可能性に行き着いた。

「ねえ、魔族の暦って人とは違うの？」

　ファルに聞いてみたら「知るか、興味がない」と返された。本当にこの人、興味ない事にはとことん興味がないんだなあ。

「なんだその顔は。我々魔族は人のように短い時を生き急ぐ必要もないからな、暦など気にしたこともない」

　ファルの主張に絶句する。時の概がい念ねんもさほどなく長い長い時を生きてるって言うの？

　なんじゃそりゃと思ったけれど、そう言われれば脳のう裏りにフッと書庫の光景が浮うかんできて、あたしはなんとなく納なつ得とくした。

　だってあんなに広い書庫なのに分類すらする気がないのが丸わかりで、どう見ても適当に収められた感満載の、大量の本達。時間だって掃はいて捨てるほどあるだろうに、整理しようと思い立った奴やつはいないのかとちょっと問い詰めたいと思ってたんだ。

　つまり魔族の皆みなさんは、かなり大おお雑ざつ把ぱだという種族特性があるんじゃないだろうか。

「ちなみに、このお城には暦はないの？」

「どこかにはあるだろう」

　頭が痛い。

　なるほどこの現状を鑑かんがみるに、ファリエル様はきっと、暦もままならないこの城で月日の経過を確かめる術すべを構築したのだろう。花を利用するなんて、なんとも風流だけど。

　とりあえずは部屋に戻もどってこの花の暦の順番にファリエル様の研究書を並べてみよう。半分ほどはヴェルティ様に返しちゃってるけど残ってる物だけでも何か分かるかもしれないし。

　もしダメならヴェルティ様にいったん、返した分を見せて貰もらわなきゃいけないよね。

　この仮説が合っているのかどうか。あたしは期待に胸を膨ふくらませ、ウキウキと自分の部屋に戻った。




　ダメだ、分かんない……。

　部屋に戻って早さつ速そく、リザードなメイドさんが教えてくれた通りに研究書を並べてはみたものの、歯は抜ぬけがすごくて内容が読み取れない。半分はヴェルティ様に返しちゃってるんだもんね、仕方ないっちゃ仕方ないか。かくなる上は、申し訳ないけれど返した分をもう一回見せてもらうしかない。

　でもなあ。

　ついさっき無理言ってリザードなメイドさんに会わせてもらったばっかりだ。続けて言うのはさすがになんだか気が引ける。

　それに十冊あまりの研究書を解かい錠じようするために結構聖気も使っちゃって、怠だるいし眠ねむい。夢中になってたから気づかなかったけれど、外もかなり暗くなってるからいつの間にか結構な時間が経たってしまっていたらしい。

　ちょっと、疲つかれたかも。

　ふうっとひとつ大きく息をついて、あたしはベッドに横になった。すっかり馴な染じんだクッションを抱だっこして目を閉じると、すぐさま眠気がやってくる。
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　きらきら。

　きらきら。




　うつらうつら、起きているのか眠っているのかも定さだかでない瞼まぶたの裏で光が舞まった。

　ああ、久しぶり。

　子供の頃ころから時々こんな風に眠りに落ちる直前に瞼の裏に柔やわらかな不思議な光が舞うことがあった。何だろうって思ってたけど今ならわかる、これってきっと生命の衣ころもなんだわ。生けるものの体を覆おおう、温かく美しい生命力の輝かがやき。それがきらきらと瞼の裏で躍おどっている。

　次いで自分の体がどこまでも大きくなったような、急に小さくなったような、自分と世界との境界が不確かになったみたいな感覚が訪おとずれて、手足の感覚までもがなくなっていく。世界の一部になったみたいな不思議な感覚。




　いつもだったら急に不安になって、飛び起きるの。でも今日はなんだかこの感覚に身を委ゆだねてみたかった。

　だって昔は起きてる時には見えてなかった生命の衣が、眠りに落ちる瞬しゆん間かんだけは見えてたって事でしょう？　その瞬間が一番感覚が研とぎ澄すまされてたって事じゃないかしら。

　もしかしたらこの世界とひとつになったみたいな不思議な感覚も、そういう事じゃないの？

　覚かく醒せいしないようにボンヤリふんわりしたまま、世界に溶とけていく感覚を追っていく。

　夜の空みたいに暗い闇やみの中に、光の粒りゆう子しが幻まぼろしのようにあちらこちらで揺ゆらめいて、そこは幻げん想そう的てきな美しさ。淡あわい緑色の光が連なって優やさしく揺れているのは森なんだろうか。すぐ傍そばにある眩まばゆいばかりの清せい冽れつな気は間ま違ちがいなくチューリね、とても澄んでいて綺き麗れいな聖気だわ。

　暗い闇に身を任せゆらゆらと漂ただよって行くと、沢たく山さんの生命の衣が通り過ぎて行く。強い光を放つものもあれば弱々しく明めい滅めつするものも、ただ佇たたずむものもあれば勢いよく動いているものも。

　ああ、この動いているのはきっと魔ま族ぞくね。

　そういえば、もう日も落ちて魔族が活動しやすい時間だもの、あちらでもこちらでも忙せわしなく動き始めたわ。

　……不思議、生命の衣からなんだか感情まで漂ってくるみたい。明確に考えが読めるわけじゃないけど、嬉うれしいとか楽しいとか怠だるい感じとか、ひとつひとつの生命の衣から僅わずかにそれぞれの感情が伝わってくる。

　今まで生命の衣から感情が読めるだなんて思ってなかった。そりゃリッツの感情はこのところお守りを通して感じるようになっていたけれど、それ以外では感情まで読み取れたことなんてかつてない。暗闇の中で見えるのは生命の衣だけ、視覚が制限されているからこそ肌はだで感じているのだろうか。

　どれだけそうして漂っていたのだろう。時間の感覚も曖あい昧まいで、考える事さえ放ほう棄きしてゆったりと浮ふ遊ゆうしていたあたしの前に、突とつ如じよ、驚きの光景が現れた。




「ヴェルティ様？」

　なんと、明らかに姿形を保ったままのヴェルティ様が現れた。

　これまでは生命の衣だけしか見えていなかったのに、どうしてヴェルティ様だけが、普ふ通つうの姿で見えるんだろう。魔力の大きさのせい？　だとすると、さすが魔王といったところか。

　思わず呼びかけたけれど、ヴェルティ様はあたしに気づいた様子はない。なぜだかただひたすらに、体中の埃ほこりを払はらうような仕草を続けている。

「ヴェルティ様」

　もう一度呼びかけても、答えてくれない。あたしの存在にはこれっぽっちも気づかずに、一心不乱に同じ動作を繰くり返すヴェルティ様はちょっと不気味だ。

「……あれ？　これって」

　よくよく目を凝こらして見てみれば、ヴェルティ様が叩たたき落としているのはなんと、魔素のようだった。

　ヴェルティ様が服を叩くたびに魔素はキラキラとこぼれ落ち、それに伴ともなって少しずつヴェルティ様の体を取り巻く生命の衣が色を僅かに変えて行く。

　魔の色がだいぶ薄うすくなった時、あたしはヴェルティ様の生命の衣が実は三層構造だったことに気がついた。強すぎる魔素が落とされて、境界線がくっきりしたからこそ気づけたこと。




　ああ、そうか。

　彼は。

　三つの属性を持っているんだ。




　父親から受け継ついだであろう、魔の属性。これが一番大きい、キラキラの魔素。

　そしてきっと、ファリエル様から受け継いだ属性が二つあるんだわ。この金色は生命の衣。

　そして、それを縁ふち取どるような銀色は、これは聖気だ。

　そう思い至ったところに、見慣れた聖気があたしの横を行き過ぎる。

　ヴェルティ様の肩かたに降りたった聖気の塊かたまりは、もちろんチューリ。ふわりと翼つばさを動かすようなそぶりをするたびに、チューリの小さな体から、銀色の聖気がヴェルティ様に降り注ぐ。

　ヴェルティ様の銀色が少し濃こくなったところで、チューリがふわりと宙に舞う。

　名残なごり惜おしそうに視線を彷徨さまよわせたヴェルティ様と、瞬間、目が合った。




　呆あつ気けにとられたような顔であたしをじっと凝ぎよう視しするヴェルティ様。視線を外すのもなんとなく躊躇ためらわれて、あたしもじっとヴェルティ様のブルーアイズを見返した。

「……ヴェルティ様？」

　声をかけた瞬間、ビクッと弾はじかれたように肩を揺らしたヴェルティ様は、急に赤くなったり青くなったりと忙いそがしい。

「な、なぜお前がここに!?」

「分からないけど……うたた寝ねしてたら、いつの間にかここにいて」

「な、何か見たか？」

「……」

　見たっちゃ見たけど、何してるかは分からなかったよ？

　魔素を体から叩き落としてるみたいには見えたけど、本当にそうなのか、別の意味がある事なのか分からない。第一こんなにあたふたしてるって事は、なんであれ人には見られたくない事なんだろう。

　うん、見なかった事にしよう。

「さあ、あたし今来たばっかりだから」

「そ、そうか。なら良い」

「それよりここって何なの？　もしかして夢？」

　何食わぬ顔でそう聞けば、ヴェルティ様はハッとしたような顔をした後、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ああ、そう、そうだ！　夢の中だ」

　握にぎりこぶしで力説されたけど、今ので絶対に夢じゃないって確信できたんですけど。

　でも、夢だと言いくるめる事に決めたらしいヴェルティ様は漸ようやく落ち着いてきたらしい。落ち着きなく動いていた腕うでもゆったりとした動きを取り戻もどし、表情もこちらをからかうような余よ裕ゆうあるものに変わる。

「夢路を通ってまで私に逢あいたかったとは可愛かわいいものだな」

　目を細めて笑うけど、それでごまかせてると思っているヴェルティ様の方が可愛いものだ。

　言わないけど。

「寂さびしかったのか？　明日からは食事は共にとるようにしよう」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ボロがでそうで怖こわいもの。

「遠えん慮りよするな……あ、まずい」

「え？」

「これ以上ここにいるとファルに気取られる。面めん倒どうなことになるのは御ご免めんだ、戻るがよい」

　それは確かに面倒そうだ。でも、そんなこと言われても戻り方なんかわからないんだけど。

「早く、もたもたするでない」

「どうすればいいの？」

「なんと、戻り方もわからぬのか」

　呆あきれたみたいに言われても。そもそも夢だと思わせようとしてなかったっけ？

「だって、夢なんでしょ？　どうやったら起きられるの？」

「む……」

　とたんに歯切れが悪くなったヴェルティ様は、あごに手を当てたまま視線を彷徨わせる。

　まさかとは思うけど、偉えらそうに言っといて、ヴェルティ様も戻り方がわからないとは言わないよね？

「ええい、致いたし方かたあるまい！」

　言うが早いか、ヴェルティ様の姿がフッと眼前から消える。そして、後ろから抱だきかかえられていた。

「おお、精神体でも触さわれるものだな」

「精神体？」

「そうだ、ここは肉体を脱ぬぎ捨てた精神の世界だ。お前達ヒトが言うところの夢に近いかも知れぬ」

　なんと、そんな所にいつの間にか入り込んでいたのか。

「見よ、私達の他ほかに姿を保てている者などおるまい。普段はこの精神世界の事など誰だれもが意識せずに暮らしている。故ゆえに泡沫うたかたの場所であり、ここで明確な姿を持つものは少ないのだ」

　精神世界。そんな場所があるなんて、思いもしなかった。

「こんな場所でお前に会うとはいささか驚おどろいたぞ。この場所で意思をもち姿を保ったまま動けるのは、余よ程ほど強い精神の力を持つ者だけだ。そういった強つわ者ものでも明確な目的がない限りこの世界で動こうなどとは思わぬ」

「どうして？」

「精神とは肉体という鎧よろいを纏まとわぬ生身の心のようなものだ、精神だけで動くのはリスクが高い。ここで何かを成すよりは普ふ通つうに体を動かして事を成す方が早いからな。この場でしかできぬ事をする以外には入り込まぬものだ。それを……無意識にここまでしかと姿を保ってうろつき回るとは」

「だって、知らなかったもの」

　そう答えたあたしに、しばらくヴェルティ様は何も言わなかった。

　沈ちん黙もくが落ちると、途と端たんに気になるのがこの体勢だ。後ろから抱きつかれているわけで、なんとも居い心ごこ地ちが悪い。っていうか、かなり恥はずかしい。

　いつものごとく転移をするのかと思いきや、この状じよう況きようはいったい。

「ミリア、まったくお前は面おも白しろい」

「!?」

　突とつ然ぜんヴェルティ様の腕にギュッと力が入って余計に密着が強くなる。しかも頭の上にコツンと顎あごを乗せられて、あたしの心しん拍ぱく数すうは一気に急きゆう上じよう昇しようした。

　だって、リッツにだってこんな風に密着された事なんて、かつてない。

　今の流れで、なんでこうなるの？

「あ、あのっ」
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　ジタバタもがくあたしの抵てい抗こうなんかヴェルティ様にはそよ風程ほどの影えい響きようもないらしく、あたしを捕とらえている腕はビクともしない。

「精神体だからか、いつもよりも温かく感じるな」

　それは単に転移の時より密着度が高いからよ！

　テンパるあまり心の中でツッコミを入れつつ、あたしはさらにジタバタもがいた。

「は、放して！」

「嫌いやだ、心ここ地ち好よい。ヒトは魔ま族ぞくより体温が高いからな、この温かさは久方ぶりだ」

　スリスリと頭に顔を寄せてくるヴェルティ様に、さらに居たたまれなくなったあたしは必死で抵抗した。

「こらこら、暴れるでない。減るものでもないだろう」

　しかし何ということだろう、どんなにもがいてもヴェルティ様はどこ吹ふく風。

「ははは、馴なれぬ猫ねこのようだな、大人しくしていろ」

　むしろ楽しそうなのはなぜなの。くそう、力じゃ無理だ。

　ええと、ええと。

　あっ！　そうだ！

「ファル！」

「なに!?」

　効果覿てき面めん。ヴェルティ様の腕から力が抜ぬける。今だけはファルに感謝したい。

「ファルに気付かれたら、まずいんでしょ？」

「……」

　わずかな沈黙の後、重いため息が聞こえる。

「仕方ない、戻るか」

　その言葉と共に、視界が揺ゆれて……あたしは、部屋のベッドの上で目を開けた。
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　キョロキョロ辺りを見回してみたものの、一いつ緒しよに転移した筈はずのヴェルティ様の姿は何処どこにもない。さっきヴェルティ様が言ったとおりあの空間は精神だけが行ける世界だという事なら、ヴェルティ様はきっと彼の体がある場所で目を覚ましたんだろう。

　ああ、それにしてもびっくりした。

　男の人に抱きつかれるなんてついぞ無かったから心底驚いて慌あわてふためいてしまったけれど、よくよく思い出せばそんなに焦あせる事も無かったのかな。

　ヴェルティ様は確か「この温かさは久方ぶりだ」って言ってたもの。魔族よりヒトの方が体温が高いとも言ってた気がする。

　もしかしてお母様の温ぬくもりを思い出していたのかな。

　そう思うと、少しだけ許せる気になってくるのが不思議だ。

　あたしには、お父さんの記き憶おくもお母さんの記憶も何もない。だからこそ、ヴェルティ様がお母様の思い出を大事に大事にしていることは、羨うらやましくもあり、微笑ほほえましくもある。

　なんだか自分が持っていない宝物を持っているみたいで、できればそのまま大切にして欲しいなあと思ってしまうんだよね……。

「娘むすめ、起きろ」

　底冷えのする声に、一気に目が覚めた。昨夜ゆうべはあのまま眠ねむってしまったみたい。

　目を開ければ不ふ機き嫌げん丸出しのファルの顔が目に入る。眉み間けんの深い皺しわもへの字に曲がった口元も威い圧あつするような仁に王おう立だちも怖いけど、何よりあたしを震ふるえ上がらせたのは殺気とも言えそうな禍まが々まがしい魔のオーラだ。うねってこっちを攻こう撃げきしてきそうなくらい。

　なんなの、怖い。

　空気が薄うすくなったみたい、肺に充じゆう分ぶんな酸素が入っていかない息苦しさを感じて、あたしは震える唇くちびるを何度も開け閉めした。

「……ふん、さすがにこのレベルであれば気配も読めるか」

　さもバカにしたみたいに口の端はしで笑って、ファルは踵きびすを返す。途端に威圧感も急激に薄れて、あたしは大きく息をつく。

「さっさと来い、ヴェルティ様と朝食だ」

　なんで。

　なんで朝食だって呼びにくるのに、あんなに殺気立ってたの!?

　純じゆん粋すいな恐きよう怖ふが遠のくと、徐じよ々じよに割り切れない怒いかりの感情が込み上げてきた。何事もなかったかのように平然と前を歩いていくファルの背中が憎にくらしい。

「娘、そんな脆ぜい弱じやくな殺気ではそこらのベアウルフすら倒たおせぬぞ」

「殺気じゃないわよ。ムカつくなあ、って睨にらんでただけだもの」

「……先程まで歯の根が合わなかった癖くせに、無む駄だに勇ましいことだ」

　怒りの念をファルの背中に送りながら歩いていたら、もうヴェルティ様の部屋につこうかというところで、ついにファルに指し摘てきされてしまった。

　思わず憎まれ口をたたけば、ピタリとファルの歩みが止まる。ちょっとだけ緊きん張ちようしてしまうのは、やっぱりさっきの禍々しい雰ふん囲い気きが怖こわすぎたせいだろうか。

　ゆっくりと身体からだをこちらに向けたファルは、僅わずかに顎をあげてあたしを一いち瞥べつする。

「悪態をついたかと思えば僅かな動きで委縮する。やれやれ、こんな小娘のどこがいいのか」

「な、なによ」

　しょうがないじゃない、だって体が勝手にこわばるんだもの。

　それでも目をそらさずに堪こらえていたら、ファルが急にググッと顔を寄せてきた。

「娘、お前ヴェルティ様に何を吹き込んだ？」

「え……？」

　鼻がくっつきそうな至近距きよ離りで見つめられ、急速に意識に霞かすみがかかっていくような不思議な感覚にとらわれる。

　なに……？




　ファルの瞳ひとみ、赤く光って……

　赤い光が、強く、弱く、何度も明めい滅めつを繰くり返し……




「ファル！　何をしている！」

　怒ど鳴なり声にハッとした。

　あたし今、なんかおかしくなかった？

　一いつ瞬しゆん、意識がなかった気がする。

「ふん、本当に思い当たるふしはないようだな」

　言い捨てて、ファルは何事もなかったようにヴェルティ様に向き直った。

「遅おそくなって申し訳ありません、この娘が寝い汚ぎたないもので」

　ちょっ！　酷ひどくない？

「大だい丈じよう夫ぶかミリア！」

「え、あ、たぶん大丈夫……？」

「何もしてはおりません、この娘がヴェルティ様に害をなしていないかを確かく認にんしたまでです」

「問題ないと言っただろう、今日はちょっと調子が悪いだけだ」

「ならいいのですが。このところ魔気が落ちておいでです、あまりヒトごときにかまけてお力を落とされませぬよう」

「わかって、いる」

　複雑な表情でファルのお小言を聞いているヴェルティ様。ちらりとあたしを見る目は少しだけ申し訳なさそうな気配が感じられた。

　でも、魔気が落ちてるって……それでファルの機嫌が悪かったの？

　そう思った時、突とつ然ぜん昨夜の光景が瞼まぶたに浮うかんだ。

　泡沫うたかたの、精神だけが行ける世界だと言ったあの場所で、ヴェルティ様……魔ま素そを体から払はらい落としているように見えた。

　キラキラと魔素が剝はがれて落ちて、とても綺き麗れいだった。ヴェルティ様の体から魔素が少なくなってるんだったら、あれは本当に魔素を落としてたんだ。

　でも、どうして？

　ヴェルティ様が自ら力を落とすようなことをしている意味がわからない。しかも、それをファルには隠かくしている様子なのも気にかかる。

　ますます謎なぞが深まるなあ、ヴェルティ様っていったい何を考えてるんだろう。




　なんとなく陰いん鬱うつな空気のまま、やっと朝食をとることになった。

　あまり話も弾はずまなくて黙もく々もくと食事を口に運ぶけど、いつになく不機嫌そうなヴェルティ様を思わずチラチラ見てしまう。常なら沈ちん黙もくが落ちてもヴェルティ様の雰囲気は魔王のくせにとても柔やわらかい。でも今日だけは話しかけるのも憚はばかられるほど。しかも今日はすぐ傍そばに置いてある水すい晶しよう玉だますら見ようともしない。

　ああ、こんな事なら自室で食べたかったなあ、気まずいよ……。

　と、何度目かのチラ見をした時、水晶玉から何か大きめの声があがった。

　シーンと静まりかえった室内に思いのほか響ひびき渡わたった声に、思わずあたしの視線もヴェルティ様の視線も水晶玉に集まった。

　あたしの席からじゃ、話の内容までは聞き取れない。でも、ヴェルティ様が真しん剣けんな顔で水晶玉を見ているから、気になって仕方ない。だって、どう考えてもその水晶玉に映ってるのってリッツでしょう？

　何？　何が起こってるの？

「あの……」

　おずおずとヴェルティ様に話しかける。ヴェルティ様はちょっと考えるように口を閉じていたけれど、結局は「見ても良いぞ」とあたしの方に水晶玉を押してくれた。




　覗のぞき込むと、そこには真剣な表情のリッツがアーサーさん達に対たい峙じしている光景が映し出されていた。

「リッツ……」

　やっぱり、姿を見るだけで心臓がキュンと跳はねる気がする。

　……そうだよね。だって、こんなに離はなれた時間が長いだなんて初めての事だもの。会いたいけど……でも、お守りを通してリッツの落ち着いた気持ちが伝わって来てるから大丈夫。

「それでは私達だけで魔物と戦えと？」

　水晶玉の向こうでは、アーサーさんが厳しい表情でリッツと言葉を交かわしている。

「ああ、昨日の様子を見ても、もう三人で戦えるレベルだと思う」

「それはそうだけど、でも」

　スカーレットさんが言い澱よどむ。眼めを伏ふせて帽ぼう子しのつばを弄いじる姿が、スカーレットさんの不安な気持ちを表しているようだった。

「俺が休みなしで飛ばせば多分十日もあれば行って戻もどってこられる筈はずだ。その間アーサー達はここでレベル上げをしていて欲しいんだ」

　リッツとアーサーさん達がいったい何を話しているのかわからなくて、あたしは首を捻ひねってしまった。

「先刻勇者が、あの盗とう賊ぞくと弓使いの様子を見てきたい、というような事を言っていた」

「えっ!?」

　盗賊と弓使いって……ニルスとエルンストよね？

　まさかリッツ、今いるアッテスト村から、ニルス達がいる村まで戻ろうとしているの!?

　待って、ニルス達がいる村って、あたしがヴェルティ様に攫さらわれたあのキユタ村よね？

　だってあたしが攫われてからもう一カ月近くが経たっている。ここ数日リッツ達はアッテスト村でレベル上げをしていたけれど、それまではずっと魔物を討とう伐ばつしながら先に先にと進んで来ていた。普ふ通つうなら戦せん闘とうなしでも歩いて半月はかかるだろうあの村まで、リッツは一人で行こうと思っているの？

　特にリッツ達が今留とどまっているアッテスト村近辺は、魔物も尋じん常じようじゃなく強いみたいでアーサーさん達ですら相当苦戦してるんじゃなかったっけ？

　そんなところを、一人で？

　あたしはリッツの事が心配で仕方ないのに、アーサーさん達は無理をしようとしているリッツの心配よりも、むしろ自分達の戦力に不安を覚えているみたいだ。

　ついそう呟つぶやけば、ヴェルティ様は「それは当然だ、もはやそれくらいの実力差がついている」としたり顔。リッツはそんなにもメキメキと強くなっているのかな。

「行ってどうする気だ」

「手前の村まで送っていく」

　それまで壁かべに背をあて腕うで組ぐみしたまま事の成り行きを見守っていたクワイトさんが、抑よく揚ようのない声で尋たずねた。リッツは、少しだけ寂さびしそうな顔をしてポツリと呟く。

「前にクワイトが言ってただろう？　こんな一戦しただけで死にかけるような場所じゃ、安全な土地まで戻る事もできない、って」

「事実だ」

「ああ、俺あれがずっと気になってて……少し手前の村まで護衛しながら送って行こうと思うんだ」

　僅わずかな沈黙が落ちた。

「……十日で足りるのか」

「ああ、問題ない」

　リッツの目を数秒、窺うかがうように見ていたクワイトさんは、気が済んだのかゆっくりと瞑めい目もくした。その様子にアーサーさんとスカーレットさんは困ったように目を合わせて、互たがいに小さく首を横に振ふる。

「でも、私達三人で、十日もここでレベル上げをするのは厳しいわ」

「まだギリギリ負傷せずに済む程度だ、危険すぎる」

「では、今日まではリッツに同行して貰もらいましょう、それで充じゆう分ぶんな筈では」

　薄うすく目を開けて、クワイトさんが珍めずらしく意見した。驚おどろいた事にクワイトさんはリッツがニルス達のところに行く事に賛成みたい。

「十日あればこちらの戦力もかなり上がるでしょう、どの道今後の旅の過か酷こくさを考えれば必要な時間です」

「それは、そうだが」

　クワイトさんが淡たん々たんと紡つむぐ言葉に、アーサーさんは歯切れ悪く答える。

「リッツの足なら本当に十日で済む。信じましょう、ミリアが魔王城に囚とらわれている限り問題ありません」

「……それは、そうだろうが」

　？？？

　なんでいきなり、あたしの話が出るんだろう？

　意味が分からないと思ったけれど、アーサーさんの気まずげな顔は、クワイトさんの言葉が的外れではなかった事を暗に物語っていた。リッツも苦く笑しようしているし、彼らの中では通じているんだろう。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。必ず戻る、心配しないでくれ」

「こやつら、十日もの足止めをよくも了りよう承しようしたな。これまでは一いつ切さいの時間的無む駄だを許さぬ構えだったと思うが」

「まあ、強くは言えぬのでしょう。なんせ勇者の実力と彼ら三人の実力は、目に見えて差が開いていますから」

　ヴェルティ様が問えば、さも当然というようにファルが答える。陰鬱な空気なんかなかったみたいに言葉を交わす二人に、あたしは啞あ然ぜんとするしかなかった。

　なんかちょっと険悪な雰ふん囲い気きだったじゃない。いつの間に仲直りしたのよ、いったい。

「ふん、先だっての勇者の言い様ではないが、都合の良い事だ。だが十日程度では焼け石に水であろうな」

「無論です。何せ勇者は単身で行動するのですし、勇者の方が難局を多く経験するでしょう。むしろ実力差は開く一方では？」

　淡々と意見を述べ合う二人。

　きっとあたしがこの魔ま王おう城に連れて来られるまでも、こうして水すい晶しよう玉だまを見て二人であーだこーだ言っていたに違ちがいない。どう考えても悪あく趣しゆ味みだ。憤いきどおる気持ちもあるけれど、二人の会話でどうしても気になる事がある。

「ねえ、リッツとアーサーさん達って、そんなに実力差があるの？」

　だって一いつ緒しよにいた頃ころは、そこまで顕けん著ちよな差はなかったと思うんだけど。少なくとも、そんな取り戻せないくらい差が開くなんて考えにくい。

　そう思うのに。

　ファルには思いっきり冷たい目で見られてしまった。

「聞くまでもないだろう。……ヒト族はなぜにこうも強弱の力の差を見分ける能力が低いのか」

「仕方がないだろう、種族特性だ」

　苦笑しながらヴェルティ様が庇かばってくれるけど、要は二人には歴然と力の差が見て取れるって事だよね。そう言われたってあたしにはちっとも分からないけれど。

「簡単に言うと、現時点で勇者の方が倍は強い」

「倍!?」

　面めん倒どうそうにファルが口にした言葉を聞いて、あたしは思わず叫さけんでしまった。

　倍って。倍って、あんまりじゃない!?

「そう驚く事もあるまい、勇者は半魔だからな」

　事も無げにヴェルティ様は言うけれど、いやいや、だって。そんなに違うものなの？

「何度か力が解放されかかっているからな、これからどんどん力を増す筈だ」

「もっと……差がつくっていうの？」

　強くはなって欲しいけど、そんなにあからさまに力が増したら、そのうちアーサーさん達に不ふ審しんがられてしまうんじゃないかと、急に怖こわくなってしまった。そんなあたしの心の揺ゆれにも全く動じる事のないファルは、畳たたみかけるように言う。

「無論だ。日一日と差は開いていくだろう」

「……」

　不安で、心臓がバクバクと早はや鐘がねを打つ。

　アーサーさん達と既すでに溝みぞがある状態だというのに、リッツが半魔だと知られてしまったら……一緒に旅を続けていけるかだって怪あやしい。

「なんだ、その不景気な顔は。勇者が強くなるのはお前にとって好都合だろうに」

　ファルが怪け訝げんな顔でこちらを見てくるけれど、あたしは強がりで笑う、という事すらできなかった。

「おお！　もしやミリアよ、私の心配をしているのか？」

「へ？」

「大丈夫だ。勇者がそうそう強くなったところで、私には傷ひとつつけられぬ！」

　な……なんだって……？

　誰だれが！　誰がそんな事言ったのよ！

「おお、青くなったり赤くなったり忙いそがしいな。少し落ち着かぬと心臓に悪かろう」

「あんたがべらぼうに強いって事くらい、嫌いやって程分かってるわよ！　あたしはリッツの心配をしてるの！」

「良い良い、照れるな。ほら、顔が真っ赤だ、少し冷やした方がいい」

「ちょっと！　触さわらないでよ！」

　冷やそうとしているのか気安くほっぺたを触ろうとするから、すんでのところで避よけた。

　言っとくけど、顔が赤いのは怒いかりだ！

「ははは、ただの戯たわむれだ。なにも猫ねこのように毛を逆立てずとも良かろう」

　何が楽しいのか、機き嫌げん良よく笑い始めるヴェルティ様。クールな瞳ひとみで状じよう況きようを淡々と見ているファルとのギャップが凄すごいんだけど。

　楽しげに目を細めたまま、ヴェルティ様は上機嫌でファルに指令を出す。

「ファル、冷やした茶を持て。少しはミリアも落ち着くだろう」

「……御ぎよ意い」

　ヴェルティ様を呆あきれ顔で一いち瞥べつしたファルは、ため息をつきつつ部屋を辞す。その背中を見送るあたしに、ヴェルティ様は水晶玉を見るように促うながした。

「ほら戦せん闘とうが始まったぞ。見てみるが良い」

　戦闘？　まださっきからさほど時も経たっていないのに、リッツ達、もう魔物と遭そう遇ぐうするような場所まで移動したんだ。

　覗のぞき込めば、リッツ達は大型の熊くまのような魔ま獣じゆうと交戦していた。

「どうだ、これならお前にも実力の差が分かるであろう」

「……！」

　そこでは、予想外の戦いが展開されていた。

「う……そ」

　アーサーさん達が、まるでお荷物だったあたし達みたいに見える。

　延えん焼しようしやすい森の中だという事もあるんだろう、スカーレットさんは本領を発揮できないようだ。魔ま導どう師しという職しよく業ぎよう柄がら、体力的には他ほかの三人より劣おとるからか、魔獣の攻こう撃げきは主にスカーレットさんを狙ねらって繰くり出されている。

　それを庇うように守りに徹てつするアーサーさん。

　クワイトさんはその敏びん捷しよう性を活いかして守りに入ったり、余よ裕ゆうがあれば攻撃に入ったりしているけれど、なかなか熊のような魔獣の巨きよ大だいな体たい軀くには効果的にダメージを与あたえることができないでいる。

　その中で、確かにリッツの動きだけは余裕があった。

　あえて敵に致ち命めい傷しようを与えるのを避さけているかのように、リッツは防ぼう御ぎよに徹していた。凶きよう暴ぼうな熊の腕うでが振ふり下ろされてきても、軽く剣けん先さきでいなし距きよ離りをとる。そうしてできた隙すきに、クワイトさんが蹴けり技わざを叩たたき込むその戦法は、リッツがニルスやエルンストに仕留めさせようとする時の、あの動きだ。

「勇者なら本気を出せばあの程度の獲え物もの、数秒あれば仕留められよう」

　ヴェルティ様が言う通り、リッツはあの巨大な熊になんの危険も感じてはいないみたい。冷静な瞳で熊の動きを見ていたリッツは、ひとつ頷うなずくと素す早ばやく跳ちよう躍やくし高い木の枝に身を置いた。

「……っ」

　リッツが急に戦線を離り脱だつした事で、一気に苦しくなったのはクワイトさんだ。大おお振ぶりしてくる熊の剛ごう腕わんをなんとか躱かわし後ろから蹴りつけるけれど、大したダメージにはなっていない。

　リッツの威い圧あつ感かんが遠のいたからか急に動きが良くなった熊は、そのままスカーレットさん目指して突とつ進しんした。

「くっ……避けろ！」

　アーサーさんに突つき飛ばされたスカーレットさんは、叢くさむらの中に倒たおれこむ。すんでのところでアーサーさんも熊を躱し、あたしはつめていた息をやっと吐はき出した。

　熊って、こんなに動きが速いの？

　狼おおかみの魔物ほどではないけれど、巨大でパワーがある上に、あたし達人間よりも俊しゆん敏びん性が高いなんて。

　しかも、これは魔獣だ。

　魔力を浴びて強化されたその体は、一いつ般ぱん的てきな熊よりもすべてにおいて格段の性能を持っている。ほら、さっき躱されたばかりだというのに、一いつ瞬しゆんでスカーレットさんにむかって距離を詰つめてる。どうしよう、アーサーさんはまだ体勢が整ってないのに。

　このままじゃスカーレットさんが……！

　誰か！

　水すい晶しよう玉だまにむかって祈いのった瞬間、スカーレットさんと熊の間に、黒い影かげが走った。

「クワイト！」

　スカーレットさんが叫ぶ。

　彼女の窮きゆう地ちを救ったのはクワイトさんだった。熊の凶暴な爪つめを、なんと隠かくし持っていたナイフで止めている。でも、力の差は大きいようで、その腕はぶるぶると震ふるえて今にも熊の魔獣に押し切られてしまいそう。見ていられなくて目を背そむけようとしたその時、スカーレットさんの鋭するどい声が飛んだ。

「クワイト、頭を下げて！」

　声と同時にクワイトさんの黒い頭がフッと下がった。

　クワイトさんの頭の上を頭の二倍はあろうかという火球が通り抜ぬける。熊の大きな顔に命中した火球が、音を立ててはじけ、熊の顔を焼いた。

　グギャアアア、と苦し気な声をあげ、熊の体が大きくのけぞる。よろりと後ろによろめいたその巨体に、後ろからアーサーさんの長ちよう剣けんが一いつ閃せん。

　背中に負った傷は深く、熊は痛さからか両手を大きく振り回した。

「いまだ！」

　アーサーさんの声に、クワイトさんの体がふわりと舞まう。熊のどてっ腹に強力な蹴りが突き刺ささり、反動でその巨体が大きく後ろに揺ゆらいだ。瞬間、背中からアーサーさんの立派な剣が熊の心臓を貫つらぬいて、太い毛むくじゃらの腕が二度、三度、空を搔かき……やがて、力なく垂れた。

　それを見届けたアーサーさんがゆっくりと剣を抜くと、熊の体はドウ、と重い音をたてて崩くずれ落ちる。動かない熊の体を見つめ、三人がようやく深い息を吐いた。

　あたしも水晶玉ごしに、思わず安あん堵どのため息をつく。

　良かった、誰も死ななかった。深い傷も負わなかった。それが、どんなに稀け有うなことかを、改めて思い知る。リッツ達は今、あんなに強いアーサーさん達ですら生き延びるのも大変な、そんな場所を進んでいるんだ。




「素す晴ばらしい連れん繫けいだった」

　そう賞賛しながら、ひらりと木の枝からリッツが舞い降りた。

「素晴らしい連繫だった、じゃないわよ！　死ぬとこだったじゃないの！」

「大だい丈じよう夫ぶ、リッツはいつでもあの魔獣を瞬殺できた」

　スカーレットさんが涙なみだ目めで訴うつたえたけれど、クワイトさんがそっけなくその言を封ふうじる。即そく座ざに反論されたスカーレットさんは、理解できない、という表情でクワイトさんの言葉を反はん芻すうした。

「瞬殺……？」

「ああ、リッツは樹上からいつでも両断できる体勢で待機していたからね。本当にピンチの時は助けてくれただろう」

　アーサーさんの言葉に、クワイトさんも「お気づきでしたか」と首しゆ肯こうする。

「無論だ。私達が三人で魔獣を倒せる事が肝かん要ようだ。今日はこのスタンスで魔獣を討とう伐ばつする方がいいだろう」

「そうですね。しかしやはり自分の打撃だけでは仕留めるには時間がかかります」

「そうだな……」

　ぽかんとしているスカーレットさんを他所よそに、アーサーさんとクワイトさんは、早さつ速そく今回の戦いを振り返って議論を始めてしまった。

「な……なによなによ！　ちょっと、私も話に交ぜなさいよ！」

「入ってくればいいだろう」
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「だ……だって、難しい顔するから」

　ちょっと膨ふくれるスカーレットさん。

「でもさっきの戦闘もスカーレットさんの魔ま法ほうから突とつ破ぱ口こうが見えた。単発の魔法をうまく取り入れると勝算があがるんじゃないかな」

　見み兼かねたリッツが助け船をだして、気をよくしたスカーレットさんも含ふくめ、全員が今後の戦せん闘とうのフォーメーションについて意見出しを始める。

　リッツも違い和わ感かんなく議論に参加しているというそれだけで、あたしはとても安心した。だってこれまで、アーサーさん達とは心がすれ違ちがってばかりいるみたいで、リッツはずっと独りぼっちのような、寂さびしい気持ちでいるんじゃないかって心配だったの。

　だから、こうして真しん剣けんに議論したり、屈くつ託たくなく笑いあったりしているリッツが、あたしは見たかった。アーサーさん達とも心が通じて、ニルスやエルンストとも会って。そうしたらリッツの心もきっと、もっと落ち着くんじゃないかな。

　リッツの明るい表情を見ながら、あたしはジーンと胸が熱くなった。
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　リッツの様子を見て安心したからか、俄が然ぜんやる気が湧わいてきた！

　この調子ならリッツも大丈夫だろうし、あたしはあたしのやるべき事をきちんと済ませていくべきだろう。

　そう思って、あたしはおもむろにヴェルティ様に向き直る。まだ水晶玉を熱心に見つめているヴェルティ様に思い切って声をかけた。

「ヴェルティ様、実はお願いがあって」

　ゆっくりと水晶玉から顔をあげ、ヴェルティ様は意味ありげに笑う。

「……ほう」

「今度は何を企たくらんでいる？」

　詰きつ問もん口調のファルの眉み間けんには深い皺しわが寄ってるし、声にも険が含まれている。でも、ヴェルティ様が楽しそうだから、あたしは気にしない事にした。

「昨日お前の要望を聞いて、メイドから話をさせたばかりではなかったか？」

「その通りです、ヴェルティ様。この娘むすめ、まったく身の程ほどを知らぬというか……自由にさせすぎるのも考えものだと思いますが」

　う……まあ確かに、ちょっと間をおくべきかとはあたしも思ったけど。

　でもリッツだって頑がん張ばってるのに、あたしだけ悠ゆう長ちように様子見しておこうなんて、そんな気になれなかったんだもの。

「まあ良い、言ってみろ」

　憤ふん然ぜんとするファルを抑おさえて、ヴェルティ様が促うながしてくれる。一いつ瞬しゆん迷ったけれど、あたしは素す直なおにヴェルティ様に話す事にした。

「実はファリエル様の研究書に暗号があるんじゃないかと思ってるの」

「暗号？」

　僅わずかに目を見開いたヴェルティ様は、そのまま自然にファルに視線を送る。

「存じません。……しかし、あのお方のやりそうなことではありますね」

「ファリエル様のお庭の噴ふん水すいや薔ば薇らみたいに、聖属性の仕し掛かけがあるみたいで、聖気をあてると文字が浮うかび上がってきて」

「ほう……！」

　一転、急に楽しそうに瞳ひとみを輝かがやかせ始めたヴェルティ様。これはいける気がしてきた！

「面おも白しろい、それは誠まことか」

「ええ、なんならここでやって見せたっていいわ」

「ファル」

「御ぎよ意い」

　ヴェルティ様の視線ひとつでファルは颯さつ爽そうと部屋を後にする。多分、ファリエル様の研究書を持ってきてくれるんだろう。

　うまくいった、と安堵する反面、少しだけ綴つづられる暗号の中身が不安でもある。

　だってこの暗号は聖属性の人でないと解けないものだ。きっと魔ま族ぞくに読まれる事はファリエル様も想定してはいないだろう。幸い本に浮かび上がるのは文字だけだ。

　それをどう並べるのかは、仮説はあるけれどまだそれが正しいとも限らない。内容がヴェルティ様達に伝えても問題ないものであれば伝えるし、そうでなければ全力でごまかす！　内心でそう決意し、あたしはファルの到とう着ちやくを粛しゆく々しゆくと待った。




　バサバサバサッと無造作に積み上げられる、ファリエル様の研究書。

「ファル、母上の遺品だぞ。もう少し丁てい重ちように扱あつかえ」

「そうしたいのはやまやまですが、貴方あなたの母上の遺品は聖気が強すぎて、我らの体には毒なのです」

「む……そうで、あったな。すまぬ」

　ちょっとヴェルティ様ったら、本当に素直だな。ファルのこのしたり顔、絶対大げさに言ってると思うんだけど。

「娘、なにか無礼な事を考えていると顔に書いてあるが」

　憮ぶ然ぜんとした顔をしながら、それでもファルはヴェルティ様にさりげなく食後の紅茶を淹いれる。その袖そでからチラリと火傷やけどのような痕あとが見えて、あたしは一瞬ぎょっとした。

　え……これってまさか、さっきのファリエル様の研究書を触さわったせいとか、言わないよね。あたしの視線に気づいたらしいファルが、ふん、と鼻を鳴らして自身の腕うでを軽く撫なでると、火傷のような痕は一瞬にして消え去った。

「まさか、それ」

「言っておくが、お前程度の力でこのような痕をつけられると思うなよ」

　お、思ってないわよ！

　でも、つまりそれって、ファリエル様の聖気でできた火傷痕ってことよね。そういえば、以前もあたしの部屋からこの研究書をもってくるの嫌いやがってたっけ。研究書に残っている聖気だけであんな傷がつくほど、やっぱり聖気とは相いれないんだと思うと、純じゆん粋すいに驚おどろきだった。

「ミリア、早さつ速そくやって見せてくれ」

　しびれを切らしたように、ヴェルティ様が研究書を差し出す。

　あたしは気持ちをきりかえて、目の前の研究書に意識を集中した。あたしの聖気と研究書に残されたファリエル様の聖気が共鳴し、ぼんやりと光が灯ともり始める。

　研究書が光を放った瞬間、カチリと鍵かぎが開くような手ごたえがあって、研究書の表紙にはまたひとつ、文字が浮かび上がった。

「おお……！」

「なるほど、確かに」

　子供のように表情を輝かせるヴェルティ様と、感心したようにため息を漏もらすファル。反応は違うけれど、それでもこの仕掛けを納なつ得とくしてもらえたようだ。

「見ての通りよ。全部の研究書に文字が浮かぶかはわからないけれど、とりあえず試ためしてみたいと思ってるの」

「おお。早速次の書を開かい錠じようするがよい」

「え、でも自室の方が集中できる……」

　言ってはみたものの、ファルのひとにらみが怖こわすぎて、あたしは早々に諦あきらめた。紙とペンを所しよ望もうし、浮かび上がった文字と本の表紙を簡単に模写していく。

　本当は浮かび上がった文字と表紙に書かれた花だけで別に問題ないんだけど、それだけ控ひかえると暗号の解き方をあたしがどう仮説だてているか、一発でバレちゃうから、時間はかかるけれどここは我が慢まんだ。

「おお、すごいなミリア！　早く、早く次の書だ」

　わくわくが止まらないらしいヴェルティ様に急せかされて、次から次に聖気を当てては文字を浮かび上がらせていくけれど、自分の中の聖気がみるみる目減りしていくのを如によ実じつに感じる。まさかこれ気絶コースじゃないよね。

　ヒヤヒヤしたけれど、なんとか気絶せずに最後の一冊までやり終えた時には、自分をめちゃくちゃ褒ほめたい気分だった。

　ヴェルティ様もこの上なくご満まん悦えつな様子で何よりだ。

「よくぞこの仕掛けに気付いた、ミリアよ。褒めてやろう」

　……今さら重々しく言っても無む駄だですから、ヴェルティ様。

「それで？」

「はい？」

「暗号だと言っただろう、何と書いてあったのだ？」

　そんなワクワクした眼めで見られても。

「まだ、内容はなんとも。それに、聖気を使いすぎて、あたし……」

　ちょっとフラフラするから、後にしてほしい。そう伝えたら、ヴェルティ様が少し慌あわてたように部屋に戻もどしてくれた。




　本当はすぐにでも、ファリエル様が遺のこしたメッセージを解いてしまいたいけれど、今はさすがに少し休みたいかも。

「ピチュ～……」

　フラフラとベッドに歩み寄れば、チューリが心配そうに覗のぞき込んでくる。

　うふふ、可愛かわいい。

　胸むな元もとのふわふわな羽う毛もうをゆるゆると撫でていたら、ゆっくりと眠ねむ気けが襲おそってきた。
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　結局、目が覚めた時には夕暮れ時だった。

　あたりが薄うす闇やみに包まれているからか、チューリは止まり木の上でうつらうつら、船をこいでいる。そんな姿もすごく可愛い、なんだかとっても癒いやされるんだけど。

　結構寝ねちゃったなあと思ったけれど、それだけ聖気を使ってしまったという事だろう。たっぷり寝たから、頭もスッキリ。これならファリエル様の遺したメッセージもしっかり解読できるかも。

　あたしは、ドキドキとはやる胸を抑えて、再び自室に残る研究書の山に向き合った。

　手元にある十冊あまりには、それぞれに浮かび上がった文字を小さな紙し片へんに記き載さいして栞しおりのように挟はさんである。あたしは、その栞を引き抜ぬいて、ノートに書き写していった。

　えーっと、花の暦こよみの順番に、だから……。

　一日目はバラ、二日目はかすみ草、三日目はガーベラ、四日目はヒヤシンス、五日目はアネモネだったよね。さっきヴェルティ様のところで手に入れた文字を記載していけば、段々と言葉らしき文字列にまとまっていく。

　全二十五種類の日付を表す花の順番に文字を記載し終わると、そこにはなんとも明確なメッセージが綴られていた。




『日記を開きたくばラームを唱えよ』




　日記……あの分厚い本は、ファリエル様の日記なのだろうか。

　ヴェルティ様がファリエル様のお部屋から、わざわざ取って来てくれていた鍵が開かない分厚い本を手に取って、しげしげと見つめる。装そう丁ていはとてもしっかりとしているけれど、確かにタイトルはない。

　この開かずの本がファリエル様の日記だとしたら、話は簡単。『ラーム』の呪じゆ文もんを唱えれば開く、ということだろうけど。なんてこった、あたし、まだ『ラーム』が唱えられないんだけど。

　確か『ラーム』は、この旅に出る前に、王都でパルムお婆ばあちゃんに教えを請こうた時に耳にした。攻こう撃げき魔ま法ほうを習いたいというあたしに、色々試してみようって教えてくれた魔法のひとつ、それが『ラーム』だ。

　魂たましいを浄じよう化かするという聖属性の中でもかなり高位の魔法で、アンデッド系には絶大な効果を発揮する。魔族にもダメージを与あたえられるのだとパルムお婆ちゃんは言っていた。

　ただ、高位の呪文である上にあたしにはかなり適性がなくて、悲しいけれど早々に断念したのだった。

　ファリエル様は、一定の力を提示して見せよと、そう仰おつしやっているのだろうか。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、あたしは自分の右手をじっと見つめた。聖気の循じゆん環かんを確かめてみれば、しっかり寝たせいか、半分くらいは聖気が戻ってきている。これなら、少しくらいやってみても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　あの時、パルムお婆ちゃんが教えてくれた呪文……どんなだったっけ。

　一いつ生しよう懸けん命めいに思い出しながら、ぶつぶつと詠えい唱しようを練習する。少しだけ聖気を流してみたけれど、完全に不発だった。

　そりゃあ、そうだよね。

　教えて貰もらいながらでもできなかった呪文だ、うろ覚えで簡単に発動できるはずがない。でも、今ここにはパルムお婆ちゃんはいない。改めて教えて貰いたくても、そんなの無理な相談だ。

　考えて考えて、あたしは書物に頼たよることにした。

　そう、あの膨ぼう大だいな書物が収められている書庫なら、きっとこの『ラーム』の魔法についての記述がある本があるんじゃないだろうか。いきなり『ラーム』は難しいかも知れないから、その系統の下位魔法が分かれば、そっちを先に覚えてもいい。

　パルムお婆ちゃんが確か、魔法には系統があって、下位魔法のほうが構造が簡単だから、それで慣れると上位魔法を覚えるのが手っとり早いって言ってた気がする。

　確か、聖魔法に関する本もあたし、あの書庫から持ってきてたよね？

　他ほかの事に忙いそがしくて、まだ書庫から借りてきてた本には手を付けていないけれど、あの中にヒントが載のっている本があるかも知れない。一歩一歩前進している感覚に、思わず興奮を覚える。

　リッツもアーサーさん達となんだかうまくやれたみたいだし、あたしも悩なやんでた暗号が解けたし、今日はなんだかすごくいい日だなぁ。

　はっと気づけばいつの間にか夜も深まり、魔王城には魔物や魔族の発する仄ほの暗ぐらい魔気がそこここでうごめき始めた。

　夜は魔族たちの時間だ、ヒトであるあたしはそろそろ眠るとしよう。

　ちょっと昼に寝すぎたから熟じゆく睡すいできるか心配だけど、それなりにあれからも頭脳労働したし、いくばくかの聖気も使ったし、なんとかなるだろう。

　やり遂とげたような充じゆう実じつ感かんを胸に、あたしはその日も心ここ地ちよい眠りについた。
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「ピュ─────ピュルルッピピュウ♪」

「ピチュピチュピチュピチュピュ───ルルゥ♪」




　楽しそうなチューリの囀さえずりで目が覚めた。

　ああ、今日も窓の外は雪の白さがまぶしい、魔王城の癖くせにホント爽さわやかな朝だわ。

　なんか、よく寝たなあ。久しぶりにリッツの感情やヴェルティ様いわくの夢の狭はざ間まを感じない、ごくごく普ふ通つうの眠りだったかも。

　きっとリッツも昨夜ゆうべは心が穏おだやかだったのね。

　そう思うと自分まで落ちついてくるから不思議だ。リッツの手にある筈はずのお守りを通じて、リッツが今日も心穏やかでありますようにと一心に念じる。

　あれから順調にアーサーさん達は魔物を倒たおせるようになったんだろうか。リッツはニルス達のところへ向けて、旅立てたかな。

　ニルス達に会ったら、きっとリッツ、びっくりするよね。だって二人ともあんなに強くなってるんだもの。もしかしたら、あれからもっと強くなってるかも。

　驚おどろいた表情のリッツや、得意満面のニルスのやんちゃな顔がすぐさま思い浮うかぶ。エルンストは……どうかなあ、当然って顔するかな。直接褒ほめられるのは苦手だから、照れちゃうかもね。

　懐なつかしさが込み上げてきて、ついでにちょっとだけ涙なみだも込み上げてきた。ずっと家族みたいに一いつ緒しよに居たから、離はなれてるとやっぱり寂さびしいよ……。

　……はっ！

　ばかだなあたし、泣いてる場合じゃないじゃない！

　うっかりシンミリしてしまった事に気が付いて、自分で自分の両りよう頰ほおを、パシッと音がするくらい叩たたいてみた。リッツも、ニルスも、エルンストも。皆みんな、頑がん張ばってるんじゃない。まだまだあたしにだってやれる事があるんだから、思い出して泣いてる暇ひまがあったら一歩でも前に進まないと。

　呼び鈴りんを鳴らして食事を手早く摂とったあたしは、人の気配がなくなったのを確かく認にんしてから、よし！　と気合を入れ、部屋の隅すみに積み上げていたたくさんの本たちを、ベッドの上にぶちまけた。

　読もうと思って書庫から拝借したのに、まだ読めていないたくさんの本たち。まずはその中から、聖属性の魔法が掲けい載さいされていそうな本を探す。タイトルだけでも、三つに分類できるものね。

　『魔具のすべて』だったり『愛らしい魔ま獣じゆう達』的な、絶対に聖魔法が載ってなさそうな本は右に。『聖魔法』とか『聖属性』とかがタイトルに入っている本は左に。『魔法論』みたいな、どっちかわかんないなって本は中央に。

　元々そんなにべらぼうな数は持ってきていない。分類作業はものの三十分ほどで完かん了りようした。サクサクと分類を済ませて不要と判断した本を部屋の片隅に戻もどすと、あたしは『実じつ践せん！　よくわかる聖魔法』という本を早さつ速そく手にする。全部をじっくり読んでる暇はないからね、こういう時は掲載されてる可能性が高い本の目次を追うのが一番だろう。

　パルムお婆ちゃんに習った時ですらろくに発動できなかった魔法だから、できれば易しく解説してある本がいいな……と思ったんだけど、割と初級の呪文についての指南が丁寧に書いてあって、残念ながら目的の呪文は見つからなかった。

　そうだよね……そう簡単には、いかないよね。

　気を取り直して次の本の目次をめくりざっと中身を確かめてはまた次の本を手に取る。何冊目かの本で、ついにあたしは『ラーム』という聖魔法の記述を見つけた。

　『聖魔法のすべて』という持ち上げるのも億おつ劫くうになる程ほど分厚い本で、聖魔法の系統図から個々の呪じゆ文もんの詠唱内容、イントネーション、発動のポイントまでが詳くわしく記き載さいされている。

　これなら、いけるかも知れない！




　どれくらい、一心不乱に呪文を唱えていたんだろう。

　まったく、発動しない。

　うう……こんなに事細かに記載されてるのに、どうして発動できないんだろう。

　発動しないから大きな魔力は食わないけれど、精神的疲ひ労ろうだけは容よう赦しやなくやって来ていた。自分のふがいなさに思わずしょんぼりしてしまったけれど、首を振ふって悲しい気持ちを吹ふき飛ばす。

　環かん境きようを変えればいいんだわ。

　こんな石造りの牢ろう獄ごくみたいな部屋で鬱うつ々うつと一人呪文唱えてばっかりだから、こんなに滅め入いってくるのよ、きっと！　ちょっと気持ちをきりかえなくちゃ。

　そう決心したあたしは、意を決して呼び鈴を鳴らす。

　これを鳴らすとファルがやってくるわけだけど……このごろやたら不ふ機き嫌げんだから、ちょっと怖こわいんだよね。前はあたしの事なんかそこらへんの蟻ありんこ見てるくらいの興味のなさだったのに、この頃ごろはなんか、警けい戒かいされてる気がするのはなんでなんだろう。

　そうとは言え、呼ばないわけにもいかない。なんせ食事みたいなあたしの世話をしてくれるのも、ヴェルティ様に取り次いでくれるのも、今のところファルしかいないわけだし。機嫌が悪かろうと、呼ぶしかないよね。

「なんだ、小こ娘むすめ。我も暇ではないのだが」

　うわ、やっぱり不機嫌全開だわ。片かた眉まゆだけを器用に上げて眇すがめた目で見つめられると、ファルの禍まが々まがしい魔力と相まって、とっても怖い。

　ヴェルティ様と同じくらいとまではいかずとも、もうちょっと笑ってくれればこっちだって気楽なのに。そう思いつつも、あたしは軽いジャブのつもりでこう切り出した。

「ごめんなさい、でもお腹なかすいちゃって」

　その言葉を聞いたファルは、意外にも『しまった』とでも言いたげな、微び妙みような表情を浮かべた。

「……ああ、もうそんな時間か。どうしても昼は疎おろそかになってしまうな」

　そっか、ファルってお昼ご飯を食べない事も多いんだっけ。

　納なつ得とくしたように頷うなずくファルを見て、ヴェルティ様が言っていた事をふと思い出した。ファルは魔族の例にもれず夜型らしく、お昼はちょっとうつらうつらしていることも多いらしい。不機嫌な顔か無表情ばっかりのファルの、そんな無防備な姿なんて想像もできないけど、それだけになんだかちょっと笑えてしまう。

　食事も睡すい眠みんも人間よりもはるかに少なくて済む低燃費の魔族ゆえに、睡眠もとったりとらなかったり。食事に至っては朝と夜は時間の区切りで習慣的に食べるけど、お昼ご飯は人間でいうところのおやつのような扱あつかいらしい。食べても食べなくてもいい。

　ちょっとしたことでも習慣や体の作りの違ちがいを感じるなぁ、なんて思っていたら、いつものように完かん璧ぺきな所作でファルが食事を持ってきてくれた。

「食え」

　残念ながら言葉は乱暴だ。この完璧な所作が生来のものなのか、ヴェルティ様に仕えるために習得したものなのかは分からないけれど、言葉ももうちょっと丁寧にしてほしかった。

　もちろんそんな心の声はおくびにも出さず、ファルにお礼を言って、ありがたくお食事を頂ちよう戴だいする。さすがに魔王城といえどお城。お食事はいつも豪ごう華かでとても美味おいしい。これ、普通に食べてたら太っちゃうパターンじゃないだろうか。

「食い終わったら呼び鈴を鳴らせ。食器を下げに来る」

「あっ！　ちょっと待って」

　さっさと出て行こうとするファルを、あたしは慌あわてて呼び止めた。まだ本題にも入ってないんだってば。

「なんだ、まだ何か用か」

　面めん倒どうそうに振り返るファルに、あたしは端たん的てきに用件を伝える事にした。

「ちょっとのんびりしたいの。ファリエル様のお庭に行ってもいいかしら」

「先日ヴェルティ様が直々に許可されたのだ、問題あるまい」

　やった！　と心の中でガッツポーズを決める。

　ファリエル様のお庭が素す敵てきだ、綺き麗れいだ、また行きたい、と褒めちぎったら、ヴェルティ様が「許可をとりさえすれば、いつでも行っていい」と約束してくれたのだ。

　この陰いん鬱うつなお城の中で、本当に夢みたいに綺麗で心ここ地ちいい場所だから、心から言っているのがなんとなく伝わったんだろう。

「ヴェルティ様には伝えておく。鍵かぎを開けておくから食事を終えたら行くがいい」

「ありがとう、ファル！」

「礼ならヴェルティ様に言うべきだろう」

　どこまでもそっけなく、ファルは去っていった。

　でも、あの庭に行けるなら、そんな事はもう気にもならない。嬉うれしい気持ちで食事の美味しさも倍増、あたしはサラダに入っている色とりどりの果物やナッツ類をチューリの口にも運んであげながら、とても楽しい食事を終えた。
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　そして早速ファリエル様のお庭に来てみたわけだけど。




　あああ～～～……、なんという開放感！




　何処どこから吹くのかそよそよと風がそよぎ、薔ば薇らの自然な芳ほう香こうが柔やわらかく辺りを包む。お部屋よりは幾いく分ぶんか暖かくて、まるでポカポカと暖かい春の陽ひ射ざしのよう。庭を存分に眺ながめられるベンチにゆったりと座って、あたしはのんびりとその風景を堪たん能のうした。




　うう～～～ん、と大きく伸のびをする。




　チューリは楽しそうに囀さえずりながら、あっちこっちと飛び回っては木の実をついばんだり、花びらをちぎってみたりと忙いそがしい。今度は噴ふん水すいの方に飛んで行ったかと思ったら、噴水の下になみなみと湛たたえられた水で水浴びを始めてしまった。

　チューリったら、満まん喫きつしてるなあ。

「ピチュッ!?」

　微笑ほほえましくってぼんやり見つめていたら、突とつ然ぜんチューリが水の中で大きくもがいた。

　慌てたみたいにバタついて、派手に水しぶきをあげている様は、どう見たって水浴びの延長線上じゃない。あたしはベンチから勢いよく立ち上がり、猛もうダッシュで噴水に駆かけ寄った。

「チューリ！　どうしたの!?」

　水の中から引っ張り出して抱だき上げる。チューリはピィ……ピィ……と、不安そうな声をあげて、あたしになにやら訴うつたえているけれど。

　ごめん、チューリ。

　あたしはヴェルティ様と違ってチューリの言葉はわかんないんだよ……。申し訳なく思いつつも、こればっかりはどうしようもない。

　とにかく落ち着かせてあげなくっちゃ。ああもうビショビショになっちゃって……と、服の裾すそでふいてやろうとして、あたしは我が目を疑った。

「何コレ」

　チューリの細い足に、ひっかかるみたいにくっついている……この半はん透とう明めいなものは。

「す、スライム!?」

　あたしが知ってるのより、幾分か小ぶりだけど。なんか白く光ってるけど。この透明感とプヨプヨ加減は間違いない。どう見たってスライムだ。

　若じやつ干かん混乱しつつも、チューリの足からスライムを引っぺがし、くっついてたあたりを必死で見る。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　チューリ、痛くない!?　溶とけてたりしない!?」

「ピイ！　ピイ！」

　あ……大丈夫だ。良かった、溶けてはいないみたい。スライムがくっついていたところにも別に傷はないし、チューリも驚おどろいただけみたいで、機嫌よく鳴き始めた。




　安心のあまり、ほうっと息を吐はき出したあたしを、いきなりピカッと眩まばゆい光が襲おそう。

「……!?」

　瞬しゆん間かん、目を瞑つぶってしまったけれど、状じよう況きようがつかめないのが怖くって、あたしは無理に目を開けた。その眼めに映ったのはなんとも意外な光景で、二度見、三度見してしまう。

　さっきの眩い光は優やさしい淡あわい光となってチューリをふんわりと包んでいた。光がチューリの聖気と混ざり合い、生命の衣ころもを増ぞう幅ふくしていく。

　驚きのあまり溺おぼれかかったチューリは、少し体力が削けずれていたんだけれど、それすらもみるみる回復するのが驚きだ。その光景を、あたしは信じられない思いで見ていた。

　まさかこのスライムが、チューリを回復してくれたっていうの？

　冷静になってスライムの生命の衣を見てみれば、小さなぷるぷるゼリーの体から感じられるのは、魔気ではなくて、純じゆん粋すいな聖気。

　ああ。この子、聖属性の持ち主なんだ……！

　なんともファリエル様のお庭に相応ふさわしい番人。チューリを治ち療りようしてくれたってことは、敵意がないと思っていいんだろうか。

　さっきは乱暴にチューリから引きはがしちゃったけど、怒おこってないかな。おずおずと手を差し伸べたら、白いスライムはスリ……と優しく体を寄せてくれる。




　か……可愛かわいい！！！！！

　なにこれ、超ちようカワイイんですけど！！！




　よしよしと優しく撫なでれば、応こたえてくれるみたいにスリスリと身を寄せてくれる。もちろん手が溶けたりなんかしない、なんならスベスベになるかもしれないって期待しちゃうようなツルスベの手て触ざわりだった。

　もしかしてこの子、ファリエル様を知っていたりするのかしら。乱暴にしたのに許してくれたし、チューリだって回復してくれた、きっと優しい子なんだろう。

　すっかりこの子を気に入ってしまったあたしは、ひとしきりぷにぷにを楽しんでから、噴水に戻もどしてあげた。またこの庭に来たら、出てきてくれるだろうか。

　ああ、楽しみがまたひとつ増えたなあ。




「ミリア」

「はい!?」

　可愛いスライムちゃんに気を取られて、完全に無防備なところに突然話しかけられて、あたしは面おも白しろいくらい驚いてしまった。

「ヴェ、ヴェルティ様」

「噴水なんか覗のぞき込んで、何をしているんだ」

　呆あきれた顔で問い詰つめられる。

「あ、この噴水の中に、白い聖属性のスライムがいたの。可愛くって」

「ああ、ホーリースライムか。母上が飼っていた」

　なんと、ペット扱あつかい!?

「フッ……お前のように、可愛いと愛めでていたな」

「確かに可愛かった……！　それに、ツルスベで気持ち良いの」

「うむ、母上もホーリースライムに迷めい惑わくがられるくらいに撫でまわしていたな。可か哀わい想そうだからほどほどにしてやってくれ」

　思いもかけない注意事じ項こうだ。さっきは一応遠えん慮りよして撫でたから、多分嫌いやがられる程ほどではなかったと信じたい。っていうか、もしかして。

「ヴェルティ様って、魔ま物ものの言葉も分かるの？」

　チューリの言ってることもわかってるみたいだし、魔王ならではの特とく殊しゆ能力なのかしら。不思議に思って尋たずねたら、ヴェルティ様も虚きよを衝つかれたような顔で黙だまり込む。どうやら今まで気にしたこともなかったみたい。

　僅わずかな間の後、「全部では、ないようだ」と小首を傾かしげながら答えてくれた。

「あまり考えた事も無かったが、会話をしているように考えが分かる種族もあれば、ただ唸うなり声に聞こえるものもあるな。母上に愛でられていたスライムも、言葉まではわからぬが、不思議と感情くらいはうっすらと読み取れた……と思う」

「凄すごい……！」

「！　そうか、凄いか！」

　思わず凄いと呟つぶやいたら、ヴェルティ様はとても嬉うれしそうに破顔した。

　ちょっとだけ頰ほおが上気しているところをみるに、あんまり褒ほめられ慣れてないのかも知れないな。ファルとか、そう簡単に褒めてくれなそうだもんね。

　ていうか……そうか、ヴェルティ様って、多分本当に魔王だよね。

　王というからには、部下を褒める事はあっても、褒められるなんて事ないのかも。そう考えるとあたしは急に『魔王』という肩かた書がきが、思いのほか寂さびしくて窮きゆう屈くつなものに感じられた。

「楽しそうですね、ヴェルティ様」

　背後から、不ふ機き嫌げん全開の声が降ってきた。恐おそる恐る振ふり返ると、冷気を纏まとったファルが、赤い目を光らせながらこっちを見下ろしている。

[image: ]

　こ、こわっ!!

「どこに行かれたかと思えば、やはりこの小こ娘むすめのところでしたか。小娘がファリエル様の寝しん所じよへ赴おもむいたなどと、報告すべきではありませんでした」

「別に問題ないだろう、ちゃんと今日の分は済ませたぞ」

「ほう、ではこの未決済の書類の束は何ですか？」

「明日でもいい分だ！」

　胸を張って言ってるけど、ファルはこれ見よがしに深いため息をついている。

「ちょっと息いき抜ぬきするくらい、いいだろう」

　ヴェルティ様がむくれても、もちろんファルは全然動じない。

「近ちか頃ごろのヴェルティ様は息抜きしすぎです。水すい晶しよう玉だまを見ているお時間も相当なものです、少しは集中してください」

　うーむ、有能な秘書さんみたい。旅の途と中ちゆうで立ち寄ったギルドのマスターさんがしょっちゅうフラフラ遊びにいっちゃう人で、綺き麗れいなメガネのお姉さんが、ちょうどファルみたいに厳しく時間管理していたっけ。「優ゆう秀しゆうなトップには優秀な秘書が付きものなんだよ」なんて、あの時のギルドマスターさんは笑ってたけど、ヴェルティ様にとってはファルがちょうどそんな存在なんだろう。

　あたしには結構辛しん辣らつで怖こわいところもあるけれど、ファルは本当にヴェルティ様至上主義、って感じだもんね。さっき「魔王ってちょっと孤こ独どくなのかな」って思ったけど、少なくともファルがいればそんな事ないんだね。

　半ば引きずられるようにファルに連行されていくヴェルティ様を生暖かい目で見ながらも、あたしはちょっとだけほっこりした気持ちになった。
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　ファリエル様のお庭でホーリースライムを見つけてから二日後、あたしはまたお庭を散策していた。

　だって、聖魔法『ラーム』がなかなか発動しないんだよ……。

　昨日丸一日『聖魔法のすべて』に記き載さいがある通りに何度も何度もチャレンジしたけれど結局ダメで、すっかり行き詰づまってしまったあたしは、今日はちょっと方向転てん換かんしてみようと思い至ったんだ。

　系統図を遡さかのぼったら、『ラーム』はさすがに高位の魔法だけあって、その下位魔法、そのまた下位魔法、さらにそのまた下位魔法があった。そのひとつひとつの呪じゆ文もんの組成を調べては、下位魔法の中でどれが一番ラームに組成が近いのかを比ひ較かくする。一番近い呪文で練習した方が効果的だからだ。

　魂たましいを浄じよう化かするという聖魔法『ラーム』。

　源をたどれば一番下位の魔法はなんと、お肉とか水とかを浄化する、あのやりなれた『浄化』だった。確かに系統としては同じ浄化だから、さもありなん、だ。




　でも、残念ながら結構呪文の組成が違ちがう。

　あたしが今までやってきていた『浄化』は、物理というか、細さい胞ぼうとか生命の衣ころもに働きかけるもの。同じ系統の中でも特に『ラーム』に似たものを厳選した結果、『浄化』のひとつ上位の『ソルツィ』という呪文をやってみることにした。浄化とはちょっと違って、イメージ的には『退魔』に近い魔法だ。

　しかもこれなら初級者向けの教本『実じつ践せん！　よくわかる聖魔法』の方にもめちゃくちゃ親切に記載がある。良かった、なんとかなりそうだ。

　あたしはようやくちょっとだけ安心した。

　だってあたし、そもそも呪文を唱えること自体が不慣れなんだ。だから余計に教本での魔法習得に躓つまずいてるんだよね。今までイメージだけで聖魔法を発動してきたから、難易度の高い魔法になればなるほどイメージが煩はん雑ざつになって、発動に至る程まで聖気を練り上げられない。

　教本の『聖魔法のすべて』の冒ぼう頭とうにも書いてあったんだけど、「聖魔法は、本来呪文がなくとも発動できるもの」なんだって。呪文はイメージで発動する時の無む駄だなイメージのふくらみを抑よく制せいして、力を凝ぎよう縮しゆくするような効果があるみたい。

　せっかく突とつ破ぱ口こうになりそうな魔法も見つかったし、どうせならファリエル様のお庭で練習させてもらおうかな。なんだかあの明るいお庭の方が開放感があって、断然できる気がする。いや、まあ気分だけなんだけど。

　そう思い立ったあたしは、善は急げとばかりに早さつ速そく呼び鈴りんを鳴らしてファルを呼び出し、こうしてファリエル様のお庭にお邪じや魔ましたのだった。




　今日も明るくてほんわか暖かいファリエル様のお庭。あたしはベンチに座って大きく伸のびをした。

　ひとしきり薔ば薇らの華はなやかな美しさやキラキラと光る噴ふん水すいを楽しんだら、本来の目的である呪文の練習に取り掛かかる。『実践！　よくわかる聖魔法』を片手にイントネーションやら息いき継つぎやらにも注意して、何度も何度も呪文を口にする。

　反復練習を続けているうちに、何者かにチョンチョンと足先をつつかれた。でも、チューリは楽しそうにあっちこっちの枝を渡わたっては木の実をついばんでいる。

　じゃあ、何が……？

　不思議に思って足元を見てみたら、この前見かけたホーリースライムがチョコンとくっついていた。




　かーわーいーいー！！！！

　なにこの子！　可愛かわいいんですけど！




　心なしか小首を傾かしげて見上げてるみたいに見えるの、なんでなんだろう。普ふ通つうのぽよんとした不定形のゼリーなのに！

　嬉しくなってしゃがみこんだら、スリ……とすり寄って来てくれた。

　そっか、もしかして。

　この前ヴェルティ様、ファリエル様がこの子をよく撫なでてたって言ってたよね。もしかして私の聖気に寄って来てるんじゃないかしら。この前噴水の水の中でチューリに触さわってきたのも、聖気に惹ひかれてのことだったのかも。

「ねえ、ファリエル様が懐なつかしいの？」

　話しかけながら、そのプルンとした表面を撫でる。ひんやりとして、ちょっぴり押しても指を離はなせばプルンと揺ゆれる。

　なんかこう、癒いやされるなあ……。

　ファリエル様がこの子から若じやつ干かん嫌いやがられるくらい触り倒たおしてたってのも納なつ得とく。よしよしと優やさしく撫でれば、この前みたいにスリスリと身を寄せてくれる。きっとこの子もファリエル様にナデナデされるの好きだったんじゃないかなあ。

「お名前が分かればいいのにね」

　今度、ヴェルティ様に聞いてみようかな。

　ひとしきりホーリースライムちゃんをナデナデして満足したあたしは、改めてベンチにゆっくり腰こしかけて『ソルツィ』の呪文の練習を再開した。

　何度も何度も呪文を繰くり返すあたしを、ホーリースライムちゃんは不思議そうにプルン、プルンと揺れながら見ていたけれど、飽あきたのかポヨン！　と勢いをつけてベンチの上までジャンプで上ってきた。

　ふふ、チューリの羽う毛もうのふわふわも可愛いけど、このツルスベも素す敵てきだなぁ。ついついまたツンツンとつついてから、ハッとする。

　いかん、魔ま性しようのプルプルツルスベボディ……。

　首をぶんぶんと振ふって、また一心に呪文を唱える。ホーリースライムちゃんがお膝ひざにのってきたけど、ここで誘ゆう惑わくに負けてはいけない。なんせこの下位の方の呪文ですら、出来そうで出来ないんだから。

　無心に呪文を唱えていたら、一いつ瞬しゆん、ホーリースライムちゃんがピカリと光る。

　その瞬間。

　初めて、魔法が紡つむがれた。

「できた!?」

　え、今……え!?

　驚おどろきのあまり立ち上がったら、ホーリースライムちゃんがお膝からコロリと転がり落ちる。おっと、と掬すくい上げてベンチの上に戻もどしてあげてから、あたしはまた呪文を試みた。

　感覚を忘れないうちに、今のうちに慣れておかなくちゃ。

　そう思うのに、成功できたのはさっきの一回だけ。がっくりと肩かたを落として、ホーリースライムちゃんをお膝にのせ、悲しい心をプヨプヨボディに癒やしてもらう。

「ピュール……ピュピュ？」

　あたしがあまりにも落らく胆たんして見えたのか、チューリまでもが心配そうに降りてきて、肩にとまってくれた。小首を傾げてピチュピチュと囀さえずる様は、なんとも言えず愛らしい。

　やだ、ちょっとしたハーレム気分なんだけど。




　可愛いハーレムに癒やされて、またちょっとだけ元気を取り戻したあたしは、改めて『ソルツィ』を唱えてみた。それと同時に膝の上でホーリースライムちゃんがまたもやピカリと光る。

　そしてまた、『ソルツィ』は発動した。

「今のって」

　あたしは、信じられない気持ちでホーリースライムちゃんを見つめる。さっきから、この子が光ると、魔法が成功してる気がするんだけど……、ひょっとしてこの子、あたしの魔法の発動を助けてくれてる？

「ね、ねえ。もう一回魔法を唱えるから、助けてくれる？」

　スライムにあたしの言葉が通じるのかなんて分からないけど、念のためにそう言って、あたしはもう一度『ソルツィ』を唱えた。膝の上のホーリースライムちゃんはあたしの言う事が分かったのか、ちゃんとタイミングよく光ってくれて『ソルツィ』はしっかりと発動する。

「すごい！　すごいよ、そんな特技があるなんて！」

　すっかり嬉うれしくなってホーリースライムちゃんを抱だき上げ、あたしはくるくると踊おどるように回転した。

「ピチュ～～～ピッピピッチュチュピィ」

　なんだか抗こう議ぎされてる気がしたから、慌あわててチューリも腕うでに呼んで背中をゆっくりと撫でてあげる。チューリだって応おう援えんしてくれてたんだもんね、ごめんごめん。

　でも、まさか偶ぐう然ぜん出会ったホーリースライムちゃんが、魔法の補助をしてくれるなんて考えもしなかった。いつもチューリにベリーをあげてるみたいに、なにかお礼ができればいいのに。ふとそう考えて、あたしはヴェルティ様の言葉を思い出す。そういえば「聖気を与あたえると喜ぶ」とか、言ってなかったかしら。

　ツルスベのプヨプヨボディを撫でながら、あたしはやってみるか、と心を固めた。

「ねえ、ホーリースライムちゃん。たぶんファリエル様ほど上質じゃないんだけど、お礼に聖気をあげるわね」

　どれくらいあげればいいのか分からないけど。

　自分の中の聖気を手のひらに集めて、ゆっくりとホーリースライムちゃんの白いツルスベボディに注いでいく。このところファリエル様の聖気の仕し掛かけを解くために何度もやっている作業なだけに、聖気を送るのなんてお手の物だ。

　透とう明めいなホーリースライムちゃんのボディがぼんやりと発光する。その光が全部その半透明なボディに吸収されてしまった時、ホーリースライムちゃんはスリスリと身体からだを寄せてきた。

「うわ、くすぐったい。喜んで、くれたのかな？」

「嬉しいようだぞ」

　後ろから声をかけられて、飛び上がるほど驚いた。

「ヴェ、ヴェルティ様！　びっくりさせないでよ、もう」

「フン、そんな事を言っていいのか？」

　ヴェルティ様が右の口角だけを上げて、ニンマリと笑う。何だかわからないけれど、こんな風に意味ありげに笑っている時のヴェルティ様は要注意だ。あたしは、言葉を発さずに小首を傾げるだけにとどめて、ヴェルティ様の言葉を待った。

　どうやらその選せん択たくは正しかったようで、ヴェルティ様の笑えみが深くなる。

「喜べ。勇者が、あの小こ僧ぞうどもが居る村に向かっていたのだが……どうやらあと数分ほどで、合流しそうだ」
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「！！！」

　驚きのあまり立ち上がったら、ホーリースライムちゃんがまた転がり落ちてしまった。

　ごめん、ホーリースライムちゃん。

　拾い上げてベンチの上にのせてあげつつ、あたしはヴェルティ様の言葉を待った。だって、わざわざ言いに来てくれたってことは、あたしにも見せてくれる気があるってことよね？

　ご機き嫌げんを損そこねずに、なんとか見せて貰もらわなくっちゃ。

「なんだ、反応が薄うすいな」

「ちが、驚きすぎて」

　もちろん様子をうかがってたなんて言えない。魔王の癖くせに素す直なおなヴェルティ様は、どうやらあたしの言葉を信じてくれたらしく、うむうむと満足げに頷うなずいた。

「ああ、確かに想定よりもさらに早いからな、驚くのも無理はあるまい。どうだミリア、見たいか？」

「見たい！　見たいわ。だって、あの三人が揃そろっているところなんて、もう随ずい分ぶんと見てないんだもの」

　そう答えれば、ヴェルティ様はさらに満足げに頷いて、あたしの目の前に小さな卵を差し出した。

「ひとつだけ条件を吞のんでくれれば、見せてやろう」

　そう言ってヴェルティ様が提示したのは、その小さな卵に、毎日寝ねる前に残っている聖気を注入してから眠ねむるっていう、訳の分からないもの。

　迷ったのは一瞬だけで、あたしはその条件を吞むことにした。だってそれであたしに実害があるわけじゃないし。

　あたしの手のひらの中に握にぎりこめてしまうくらい、小さな卵。

　それをあたしが受け取ると、なんとなく腹に一物ありそうな顔でヴェルティ様が笑う。

「ミリアよ、このことはファルには内ない緒しよだ」

「え、でもこれから水すい晶しようのある部屋にいくんでしょう？」

　どう考えてもバレるだろう。そう思ったのに。

「大だい丈じよう夫ぶだ。その卵はお前にしか見えぬ。そのような術を施ほどこした。それに、見かけは卵だがちょっとやそっとの衝しよう撃げきでは割れぬ、安心して扱あつかうがいい」

　さすがに驚いた。本気でファルに内緒にする気なんだ。この卵っていったい何なのかしら。

「さあ、行くぞ。貴重な再会の場面を見み逃のがしては興ざめだ」

　残念な事に、その疑問を解く時間は与えられなかった。

　差し伸のべられた手をとった瞬間、ぐっと体が引き寄せられたかと思うと、もうそこはヴェルティ様の私室。近い場所への転移なら、ぐらつくような暇ひまさえない。ヴェルティ様の転移は、空間を圧縮するようなそんな転移なのかしら。そんな事を考えている間にも、もう、ヴェルティ様はまっしぐらに水晶玉の方へと歩んでいく。よっぽど続きが見たかったらしい。

「うむ、素す晴ばらしい速度だ。勇者の進みが速かったのでな、あるいは今日中にも合流できるのではないかとふんで、執しつ務むを早くに終わらせて時間を捻ねん出しゆつしたのだ」

　ヴェルティ様の熱意、確かにハンパないな。ファルが苦い顔をするのも頷ける。でも、そのおかげであたしもこうしてリッツ達の姿を見ることができるんだから、あたしにとってはありがたい話だ。

「さあこちらへ来い、ミリア。じっくりと観覧しようではないか」

　いそいそと水晶玉に向かい、しかも手ずから椅い子すを引いて、あたしを手招きするヴェルティ様を、ファルは苦虫をかみつぶしたような目で見ている。心中お察しするけれど、そんな中でも無言でお茶の用意をしているのはさすがだ。

　面おも白しろく無い、と顔に書いてあるけれど、ヴェルティ様が言うように執務は済ませてあるらしいから、文句をいう事もできないんだろう。あたしになんてお茶も淹いれたくないだろうに、ヴェルティ様自らが連れてきたとあっちゃ給きゆう仕じせざるを得ないのか、あたしの目の前には淹れたばかりの温かい紅茶と可愛かわいらしいお菓か子しが準備された。

「見ろ、ミリア！　いよいよ近づいて来たぞ！　この速度ならあと数秒だ」

　なんですと────!?

　ダッシュで水晶玉に近づいた。

　隣となりから、うおっ!?　という、ヴェルティ様の驚おどろいた声が聞こえたけど、気にしちゃいられない。あたしは、必死で水晶玉を覗のぞき込んだ。

「リッツ……！」

　水晶玉に映し出されたリッツは、驚くような速度で、まさに飛ぶように移動している。

　なんていうかこの水晶玉、どんな仕掛けだか分からないけれど、リッツに焦しよう点てんが合っていてずっとリッツを追っているみたい。リッツの背景の森が、形をなさないくらいの速度で後ろに流れていくの。

　もう、正直に言って人間の出せる速度じゃない。

　馬を全速力で走らせたって、きっとこんな速度はでないと思う。それくらいに速かった。

　せっかく感情面では落ち着いてきているというのに、肉体的には明らかに魔ま族ぞくとしての資質を表し始めているのが、なんとも辛つらい。

　リッツは、この体の変化にどれくらい気が付いているんだろうか。悩なやんだり、していないだろうか。心配で、あたしの心はまた少しジクジクとうずいた。




「！」

　驚いたような顔で、リッツが急に立ち止まる。顔の前で何かを払はらうように瞬しゆん時じに動いたその手には、美しい矢が握りこまれていた。

「なんだ、この矢は……。変な、波動を感じる」

　飛んで来た矢を素す手でで捕とらえたらしいリッツは、その矢をしげしげと見つめてそう唸うなった。

　隣でヴェルティ様が「お、魔気を感じ取ったか。感心感心」と一人ほくそ笑んでいるけれど、あたしは水晶玉に映る光景にくぎ付けだった。

　だって。

「人の声!?」

「すまない、魔物かと……大丈夫か、ケガは？」

　そう言ってリッツに近づいて来る声は、紛まぎれもない。

「ニルス！　エルンスト！」

　リッツが叫さけんだ。そう、間ま違ちがいようがない。この真っ赤で元気にはねてる髪かみはニルスだ。森の中にまるでエルフみたいに溶とけ込んでいる銀ぎん髪ぱつはエルンストだ。駆かけ寄ってくるリッツを、二人は一瞬ポカンとしたような顔で見つめ、次いでくしゃっと顔を歪ゆがめた。

「マジかよ……リッツ」

「本物なのか、なぜ君が、ここに」

　それだけ口にしたら、あとは言葉にならなかったらしく、三人はただ無言で肩かたを叩たたきあっている。泣きそうなのに、目に涙なみだを溜ためていても男の子って涙をこぼさないもんなんだなあって、ちょっと感心した。

「感動の再会だな」

「相も変わらずヒトは感動屋ですね。すぐ死ぬからですかね」

　隣でヴェルティ様とファルの声が邪じや魔まをする。ちょっと黙だまっててくれないかな。

「お、やっと少し落ち着いたようだぞ」

「そうですね、むしろここからが見ものですが。主張が食い違うでしょうし」

　地味にファルも楽しんで見てるっぽいのが、微び妙みように腹立たしいんですけど。




　でも、ファルのいう事も一理あるようで、水晶玉の向こうでは早さつ速そくちょっとした口論になっていた。

「ばか言うなよ！　ぜってーイヤだ！」

「でも、危険だ。今ならもっと麓ふもとの村まで送っていける」

　ニルスが眉まゆを吊つり上げて怒おこっているのは、リッツが二人をもっと危険が少ない村まで送り届けると言い出したからだ。

　リッツにしてみれば、魔物が強すぎて村から出る事もできないような危険な場所に二人を置いてきたことが、ずっと気にかかっていたからこそ、こうして二人のもとまで危険を冒おかして来たわけだし、主張せざるを得ないだろう。魔王討とう伐ばつにこれからどれくらいの時間を要するのか分からないだけに、二人をもっと安全な場所に連れて行きたいというリッツの気持ちは、あたしにだって痛いほどよく分かった。

　リッツらしい考えだと思う。

　一方で、ニルスやエルンストの言い分だって、分かってしまうんだ。

「リッツ」

　エルンストが、ゆっくりと口を開いた。

「リッツが僕達の身の安全を考えて言ってくれているのはよく分かる」

「エルンスト……」

「でも僕達も、ただここで震ふるえてたわけじゃない」

　きっぱりとそう言ったエルンストを、リッツは少し驚いたように見つめた。

　一方エルンストは、少し誇ほこらしげに微笑ほほえんでいる。

　ふふ、ちょっと得意げに顎あごをあげるの、エルンストの癖くせだよね。一瞬だけニルスと目を合わせて頷うなずきあったのがなんだか微笑ましい。

「ニルスに瀕ひん死しの重傷を負わせたあの狼おおかみのような魔物、あれも今では僕達だけで難なく倒たおせるようになったんだよ」

「！」

「なんだよリッツ、そのまんまるな目は！　驚き過ぎだっての。オレ達だってやるときゃやるんだぜ？」

　呆あつ気けにとられたような顔のリッツに、ニルスがウインクしながらニカッと笑った。

「本当か、凄すごいな！　こんな短期間で一体どうやったんだ」

「村の猟りよう師しのおっちゃんが凄すご腕うででさぁ、狩かりのイロハを教えてくれたんだよ」

　驚きの表情のまま率そつ直ちよくに尋たずねるリッツに、ニルスが屈くつ託たくなく答える。良かったね、ニルス。エルンスト。だってすごく頑がん張ばってたもの。成果を褒ほめられるのって嬉うれしいよね。

「猟師……」

「魔物の弱点の見分け方や、習性にも詳くわしい御ご仁じんでね。熊くまのような危険な魔ま獣じゆうの倒し方から貴重な薬草の採取方法まで、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれたんだ」

「まあ本人も熊みたいな感じのおっちゃんなんだけどな！」

　エルンストのわかりやすい説明に、いつもみたいにニルスが軽口を叩いてちゃちゃをいれる。あきれるくらいに懐なつかしい光景で、すっかり場がなごんだと思ったんだけど。




　急に、三人の間に緊きん張ちようが走った。

　瞬時に顔を見合わせた三人が、険しい顔で頷きあう。

「六匹ぴきいる」

　ニルスが小さく呟つぶやいて、エルンストがコクリと頷く。

「風下の三匹びきからいこう、ニルスが引き付けてくれ」

「わかった。ちょうどいいや、リッツは見ててくれよ」

「えっ？」

「オレ達本当に、結構成長したんだぜ」

　なぜか嬉しそうに笑ったニルスが、あっという間に樹き々ぎの間に姿を消す。

　次いで、音もたてずに器用に木の枝に飛び乗ったエルンストが、木の枝伝いにニルスを追っていった。素す早ばやさこそニルスには敵かなわないけれど、こういう器用さとか森との馴な染じみ感って、本当にエルフの末まつ裔えいって言われてるのが納なつ得とくっていつも思うんだよね。

　結局ものの数分で、本当にあの大きな狼のような魔物をあっさり倒したニルス達を見て、リッツは心底嬉しそうに笑った。

「二人とも凄いな！　ちょっと離はなれてる間にこんなに強くなってるなんて、正直驚おどろいた」

「だろー!?　もっと褒めてもいいんだぜ」

「リッツに褒められるとさすがに悪い気はしないな」

　ニルスとエルンストは、これも猟師さんに教わったのか、リッツと会話を交かわしながらもテキパキと魔物を解体していく。エルンストが次々と血ち抜ぬきしてニルスに渡わたすと、ニルスは毛皮をささっと剝はいで、骨から肉を削そぎとった。邪魔な筋まであっという間に切除して、驚くほど手て際ぎわがいい。感心しながらその手元を見ていたリッツがひとりごちる。

「ミリアの言った通りだったな」

「え？　なんか言ったか？」

　額に滲にじんだ汗あせを袖そでで拭ぬぐいながら、ニルスが聞き返した。リッツは眉まゆ毛げを下げたまま、口元だけで薄うすく笑う。なぜかその表情は、泣くのを堪こらえているみたいにも見えて、あたしは少しだけ胸が痛んだ。

「ごめんな、二人とも」

「は？　なんだよ急に」

「俺さ、ミリアに言われたことがあったんだ。『なんで闇やみ雲くもに先を急ぐんだ』って」

　うん、言った事あったね。リッツ、覚えていてくれたんだ。あの時のことが思い出されて、あたしはちょっぴり面おも映はゆかった。

「こうやって実力を高めながら、一歩一歩進んでいくべきだったんだな」

「リッツ」

「焦あせりすぎてたんだ……バカだな、俺。ごめん。ごめんな」

　心底二人に申し訳ないと思っているのが、水すい晶しよう玉だまごしでも見て取れる。過去の自分に憤いきどおっているような、情けないと思っているような。そんな顔をしていた。

　ニルスとエルンストはお互たがいに顔を見合わせてから、目を細めて頷きあう。その顔には優やさしい笑えみが浮うかんでいた。

「いーんだって！　顔あげろよリッツ、しょうがねえさ」

「あの時は仕方がない判断だったと思う。僕もニルスも納得しているよ」

　ニルスは景気づけのつもりなのかリッツの肩かたをバンバン叩たたいてるし、一方のエルンストは優しく背中を撫なでている。リッツの方が慰なぐさめられてるだなんて、ある意味新しん鮮せんだわ。

「そーそー、オレ達は知らなかったけどさ、お前アーサー達に結構言われてたんだろ？」

「えっ」

「クワイトに言われたんだよ。オレ達を置いてけって、連日アーサーがお前に進言してるって」

「あれはちょっとショックだった」

　二人が知っているとは思っていなかったらしいリッツが頭を抱かかえた。「そんなことまで知ってたのか」なんて唸うなってるけど、クワイトさんがあれこれぶっちゃけてくれたもんだから、否いや応おうなく知ってしまった、というのが正しい。

　あたしも……リッツの枷かせになってる、って言われたなあ。

　あたしがいるから、勇者になる事もお姫ひめ様さまとの婚こん約やくも、辞退し続けたって。

　うう、せっかく忘れてたのに。今さら思い出して、勝手に悲しい気持ちになってしまうとは。あたしの気持ちが通じたわけでもないだろうけど、水晶玉の向こうでリッツもとても複雑な表情をしていた。

「ま、それは置いといてさ！　なあリッツ、オレ達強くなっただろ？」

　気まずそうなリッツの肩を、さらにバンバンと叩きながらニルスが笑う。エルンストもさらに畳たたみかけるようにこう言った。

「どうだい？　いい師に教えをうけたし、図はからずも装備もグレードアップしてるし、戦力にはなると思うんだが」

「ああ、もちろん。ただ、そう、さっきから気になってたんだけど、その武具っていったい」

　武具って……あれだよね。ヴェルティ様がニルスとエルンストにあげたヤツ。

　案の定、リッツの視線はその武器にまっすぐ注がれている。

「見た事ない武具だよな。この村にそんな凄い武器を売ってるような武器屋あったか？　それになんか……なんていうかそれ、変な感じがするんだけど」

　訝いぶかし気にエルンストの弓をじっと見つめるリッツの瞳ひとみは、なにかを見通そうとするように、真しん剣けんだった。

「この弓からも、ニルスのそのナイフからも。なんだろう、なんか嫌いやな気配がするんだよな。この感じ、どこかで……」

　瞳を閉じて眉まゆ根ねをよせたまま弓に触ふれたリッツは、驚くような勢いで顔をあげる。

「……魔王!!」

　突とつ然ぜんのリッツの鋭するどい声に、あたしの横でヴェルティ様がちょっとだけビクッとした。

　うん、今のはちょっと驚くよね。

　ただ本人はビクッとしてしまったことが不本意らしく、ほんのりほっぺたが紅あかくなったんだけど、ここは見て見ぬフリをしてあげよう。

「すげーなリッツ、分かるのか！」

「なんとなく。でもなんでこの武具から魔王の気配がするんだよ」

　腑ふに落ちない、と言いたげにツンツンとエルンストの弓をつつくリッツ。いかにも不ふ審しんなものを触さわっているみたいで面おも白しろい。確かに魔王の気配がする武器なんて不審極きわまりないよね。

「オレたちもよく分かんねえんだけどさ、この前いきなり魔王が来たんだよな」

「ああ、なんの脈みやく絡らくもなく」

「なんだそれ」

　二人の言い分に、リッツはポカンと口を開けた。

「ミリアに頼たのまれたって言ってさ、オレのケガ治してくれたんだよ。意味わかんねえだろ？」

「その時になぜかこの白銀の弓と漆しつ黒こくの投げナイフを置いていったんだが」

「どうして魔王が武具なんかおいていくんだよ」

　リッツの疑問はもっともだ。

　でもニルス達だって答えられるほどの情報はもっていない。っていうか、あたしだって本当は何を考えてヴェルティ様があんなに立派な武器をあげたのかなんて分からないもの。

「僕達にも魔王の意図など分からない。だが呪のろいも無いし、性能が驚くほど良くてね」

「なー、アイツ謎なぞだよな！　こう偉えらそうに、興味深い話を聞かせてもらった礼だ、くれてやろう……なんつってさ」

　ヴェルティ様の真ま似ねなのか、腕うで組ぐみして若じやつ干かん顎あごをあげて見下ろすみたいな姿勢をとるニルス。でもリッツが気になったのはどうやら別のところみたいだ。

「興味深い話？　何を話したんだ？」

「それが大した事話したわけでもないんだよなー」

「ああ、僕達が諦あきらめ悪く魔ま物もの討とう伐ばつなんかしていたからかも知れないが……勝ち目などないのになぜ諦めないのかと聞かれてね」

「カチンとくるよなー、ちょっと強いからってよ」

　思い出したのかニルスが唇くちびるを尖とがらせた。どうやらヴェルティ様の質問は、彼のプライドをいたく傷つけたらしい。そういえばあの時もニルス、思いっきり突つっかかっていたっけ。

「魔族は強い者には従うだけだ、生来の力の差はどう足あ搔がいても越こえられないだろうに、人間はなぜ諦めが悪いのかってね」

「なんて答えたんだ？」

「魔族は生来の肉体的特とく徴ちようや能力の差が大きいんだろうけれど、人間は後天的に培つちかった能力で差異が広がるから、希望を捨てないのではないかと答えた」

「なるほど……」

　エルンストの説明にリッツが感心したみたいに声をあげている横で、ニルスはまだプリプリ怒おこっている。

「なるほど興味深い、とかなんとか言っちゃってさ。ヤな奴やつだぜ、あいつ！」

　なんともニルスらしい物言いだけれど、水晶玉を挟はさんだこちらでは、彼の態度に若干お冠かんむりな方もいらっしゃるわけで、ゆらりと立ちのぼった黒い魔のオーラが強まるのが怖こわい。

「魔王に対し随ずい分ぶんと不ふ遜そんな事を言いますね。無礼な小こ僧ぞうだ、軽く殺やってきましょうか？」

「良い良い、子犬がキャンキャン騒さわいでいるようなものだ、元気が良くていいではないか」

　軽い調子で物ぶつ騒そうな事を言うファルをヴェルティ様が鷹おう揚ように抑おさえるのは、このところたまに見る光景だ。それでもファルは不満らしくて、カップに紅茶を注ぎながら言葉を継つぐ。

「ヴェルティ様はヒトに寛かん大だいすぎます。そんな事だからあの小僧もそこの小こ娘むすめも、実力もわきまえずに調子に乗るのですよ」

　少々痛い目に遭あわせてやれば、身の程ほどをわきまえるのでは？　とチラリと見られて、あたしはちょっぴりだけ身を縮めた。

「ファル、そう脅おどかすな。それよりも見てみるがいい、どうやら勇者と一いつ緒しよにあの小僧達もこの城に向けて旅立つ事で話がついたようだぞ」

「そのようですね。一度村に戻もどるなどと言っていますが、なにか目的でもあるのでしょうか」

　ヴェルティ様とファルの言葉に、あたしは改めて水すい晶しよう玉だまを注視した。
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　それからしばらくの間、似たような木々ばかりの森の中を黙もく々もくと歩いて、ついにリッツ達三人は小さな村に辿たどり着いた。

　ああ、確かにこれは懐なつかしいキユタの村だわ。あたしにも見覚えがある村の畑の傍そばを抜ぬけて、エルンストの先導で迷いなく進んでいく先は、あたしが行ったことがないくらい、村の奥まったところにある丸太小屋だった。

「ここが、エルンスト達がお世話になったっていう師し匠しようの家なのか？」

「ああ、もう狩かりから戻っているころだと思う」

　エルンストとリッツがそう話す間に、ニルスは二人の脇わきをすり抜けて、小屋の扉とびらをバーン！　と勢いよく開け放った。

「おっちゃーん！　居る!?」

　なんの遠えん慮りよもない、彼らと師匠との近しさが分かる屈くつ託たくのない行動だった。

「うおっ!?　なんだよクソガキ、人様ん家ちに入る時にはノックしろって言っただろうが！」

　扉の向こうには、熊くまみたいな人がいた。この前チラッと見たときは自じ称しよう魔王：ヴェルティ様に思いっきりビビりまくっている感じだったから、なんとなく大きく見えなかったけど、こうしてみるととても体格のいいオジサマだ。

　立派な髭ひげに丸太みたいに太い腕。弓よりアックスが似合いそうだけど、なんなら素す手でで少々の魔物なら仕留められそう。

　猟りよう師しさんは左手でニルスのあちこちはねた赤毛をグイッと押さえ込んだ上で、右手でニルスの小ぶりな鼻をピンッと弾はじいた。

「～～～～～～っ！！！」

「どうぞって言われてから入るのよ？　ってママから習わなかったのか？」

　鼻を押さえて痛がるニルスの頭をぐりぐりかき混ぜ、猟師さんは豪ごう快かいに笑う。二人を呆あきれたみたいに眺ながめていたエルンストはひとつため息をつくと折り目正しく頭を下げた。

「すみません、うちの落ち着きのないのが失礼しました」

　エルンストったら、まるでニルスの保護者みたい。咎とがめるように睨にらむエルンストをぶーたれた顔で見ていたニルスは「だってよぉ、一刻も早くリッツを紹しよう介かいしたいじゃん」と、小声でぶつくさ言っている。あたしはちょっと笑ってしまった。

「お、なんだ？　クソガキどもの仲間かぁ？」

　リッツを見て大らかに笑った猟師さんは、フ、と眉まゆ根ねを寄せる。そしてそのままリッツを穴が開く程見つめて明らかに怪け訝げんな顔をした。

「そーだよ、オレたちの仲間のリッツっていうんだ。王都が魔物に襲おそわれた時に大だい活かつ躍やくしてさ、今や『勇者さま』なんて呼ばれてるんだぜ」

　なぜかニルスが得意げにそう言って、胸を張るのが面白い。だけど猟師さんはますます眉根を寄せて「勇者……？」と明らかに一歩後ろに退いた。

「本当かよ。確かにべらぼうに強いが、その割には気配が……あの、魔王に似ている気がするんだが」

　険しい顔で呟つぶやく猟師さんを、水晶玉ごしに見ながら、ヴェルティ様が感かん嘆たんの声をあげる。

「ほう、勇者の魔の気に気付くとは。日ごろから魔物と対たい峙じしている賜たま物ものか」

「ヒトにも、それなりの資質を持つ者がいるものですね」

　ファルまで感心しているなんて、こっちがびっくりなんだけど。

　ヴェルティ様達は吞のん気きというか楽しそうに談だん笑しようしているけれど、猟師さんの言葉に、リッツは目に見えて顔色が悪くなった。もしかしてリッツは、自分の中に芽生える凶きよう暴ぼうさや暗い感情が、『魔』を内包しているのだと気づき始めているんだろうか。

　不安気に揺ゆれるリッツの瞳ひとみを見るだけで、あたしまで不安になってしまう。

「まーな！　リッツは勇者だぜ？　魔王に匹ひつ敵てきするくらい強いんだ、そりゃあ常人とは気配も違ちがうさ」

　ニルスの明るい声に、猟師さんの眉み間けんの皺しわも、リッツの表情もフッと和やわらいだ。それを見て、あたしもほうっと息をつく。知らず、息を詰つめて見守っていたみたいだ。

　ニルスのこういうとこってほんと感心する。

　重くなった場を明るくするのって、そういえばいつもニルスだった気がする。あまり気にした事なかったけど、こうやっていつも助けてもらっていたんだなあ。

「おっちゃん。リッツが迎むかえに来たからさ、オレ達行くよ」

「行くって……おいおいお前ら、まさか本気で魔王を倒たおそうってのか？」

　あきれたみたいに言われるのは、ある意味仕方がない。

「ああ、仲間が攫さらわれたんだ。絶対に助けたい」

「そうか、あんま無む茶ちやすんじゃねえぞ。魔王っつったら魔族の王なんだろ？　俺たちゃ魔族なんざほとんど見たこともねえが、魔物とは比べもんにならねえ強さだっていうぞ」

　猟師さんは、神しん妙みような顔で言葉を繫つなぐ。

「この前お前らに武器もってきたヤツ……あれが本当に魔王だっつうんなら、悪いこたあ言わねえ。尻尾しつぽ巻いて逃にげ帰った方が身のためだ。勇者だっつうアンタでも、おそらく小指で弾かれるだろうよ」

「力の差はわかっているつもりです。何度か相対していますが、相手は本気なんか出してもいないのに一ひと太た刀ち浴びせる事もできない」

「それでも行くのかい」

　苦い顔を隠かくそうともしない猟師さんの問いに、リッツもニルス達も無言で深く頷うなずいた。

「そんじゃあ餞せん別べつだ、これ持ってけ」

　小屋の隅すみをごそごそと物色していた猟師さんから手て渡わたされたのは、銀色の毛並みが美しい毛皮だった。なんの魔ま物もののものなのか、マントが二、三枚は作れそうな、巨きよ大だいな皮。

「俺が持ってる中で、最高の皮だ。まあこの皮だって、魔王なんちゅうすげえのと戦うのに役に立つか分からねえがよ、無いよりゃマシだろ」

「うわ、すっげえふかふか。超ちようあったかい」

　ニルスが銀色の毛並みに手を突つっ込んだら、手のひらが埋うもれるくらいに毛足が長い。たしかに気持ちよさそう。

「この村からさらに北に行ったところに、ルトって小せえ村がある。その村から西の岩山ん中に氷ひよう湖こって湖があってな。そのほとりに腕うで利ききの鍛か冶じ屋やが隠れ住んでる。俺の倍くらい生きてそうなジジイだが腕は確かだ。ジジイに、お前らに合う防具でも作って貰もらえ」

　ぶっきらぼうにそれだけ言って、猟師さんはフイ、と背を向ける。大きな背中が、なんだか寂さびしそうに見えた。

「おっちゃん、この皮なんかすげえってオレでもわかるぜ、サンキューな！」

　ニルスがドシン、と大きな背中に飛びついた。

「絶対魔王に勝って、戻ってくるから！　土産みやげ話ばなし、楽しみにしててくれよ」

　感情表現がストレートなニルスの横で、エルンストは猟師さんに折り目正しくお礼を言う。

「貴重なものをありがとうございます。これまで教えてくださったこと、絶対に忘れません」

　背中を向けたまま、猟師さんの太い腕がエルンストの頭に降りてくる。乱暴に頭を撫なでて、猟師さんはポツリと「死ぬなよ」と呟いた。
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「いやはや、ヒトとは本当に、どこまでも足搔くものだな」

「理解できません」

　なぜか愛いとおしいものを見るように目を細めるヴェルティ様と、正反対に憮ぶ然ぜんとした表情のファルの対比が面おも白しろい。

「しかしあの毛皮、グランドティエラの獣じゆう毛もうだろう。一体どうやって手に入れたのやら」

「確かに。鈍どん重じゆうですが、魔ま獣じゆうの爪つめでも傷ひとつ付かぬ程ほど、強きよう靭じんな外皮を持つというのに」

　そんなに貴重な皮なんだ……。水すい晶しよう玉だまの向こうでは、持って歩くのも邪じや魔まになると思ったのか、件くだんの獣毛をニルスが紐ひもであちこち簡易的に縛しばって体に巻きつけ、あっという間に装着している。さすが盗とう賊ぞく、手先が器用だ。

「うっわ、すげえ！　やっぱこれ、めっちゃ暖かい！」

　目をどんぐりみたいにまんまるにして、ニルスが叫さけぶ。

「ほら！　ほら、手え突っ込んでみ？　めっちゃあったかくない!?」

　興奮のあまり、リッツとエルンストの手をとってはお腹なかのあたりに手を入れさせている様は、相変わらず子供っぽい。でも、ニルスの驚おどろきようも決して大げさではなかったみたい。

「うわ、ホントだ。凄すごいな」

「確かに、まったく冷気を感じない。汗あせが出そうなくらい暖かいね」

　リッツが驚けば、エルンストも真しん剣けんな表情で同意する。

「こりゃあリッツがお姫ひめ様さまから貰ったアンダーより貴重品かも知れねえな！」

　ニルスが何の気なしに放ったらしいその言葉は、久しぶりにあたしの繊せん細さいな胸を抉えぐってくれた。くそう、ニルスめ……やっとその事は思い出さなくなっていたというのに。

「そういえばこのアンダーも、どうやら冷気遮しや断だんの魔法が込められてるみたいなんだ。皆みんなと比べて寒さを感じないからおかしいとは思ってたんだけど」

「マジか！　お姫様の愛、ハンパねえな」

「いや、愛じゃなくて魔法がハンパないんだと思うけど」

　そう言ってリッツは可笑おかしそうに笑っている……いいなあお姫様、話題にのぼって。

「でも、冷気を遮断するだけだからこんなに暖かくはない」

「そうだろう、そうだろう」

　自じ慢まんげに鼻高々の様子のニルス。あたしの微び妙みような心境も知らず、したり顔の笑え顔がおが憎にくい。

「オヤジさんの気持ちもこもっているからな。余計に暖かく感じるんだろう」

「そう言われるとなんかキモいな」

「失礼なヤツだな」

　今度はエルンストと漫まん才ざい始めちゃった。やっぱり、この空気感いいなあ。ほら、リッツだって凄く楽しそう。そうだよね、あたし達の旅ってこんな感じだった。

「でもさ、こんなあったかいならエルンストが着といた方が良くないか？　オレは大体いっつも動いてるけど、エルンストは射る瞬しゆん間かんを狙ねらってジッとしてる事も多いだろ？　オレよかよっぽど寒いんじゃねえの？」

「バカだな、君は」

「何だと!?」

　言うが早いか早さつ速そく脱ぬぎかけているニルスの手を押さえて、エルンストは呆あきれたような声を出す。でも、何故なぜかしら。エルンストの口元が嬉うれしそうに少しだけ綻ほころんで見えるんだけど。

「どう考えたってこれは君が着るべきだろう」

「なんでだよ！」

「暖かさに着目すれば君の言う事も一理あるが、魔物と常に接近戦せざるを得ないのは君の方だ。囮おとりになる事だって多いんだ、身を守る事の方が優先に決まっているだろう」

「あ、そっか」

　あっさりとニルスが認め、リッツも深く頷いている。

「確かに、さっき二つに切り分けようとしても、剣けん先さきすら刺ささらなかったもんな。防ぼう御ぎよ力は折り紙つきだ」

「当面はニルスが着るべきだと思う」

「そうだな、エルンスト。防具にしてもらう時に、ちゃんと二人ぶん作ってもらおう」

　エルンストとリッツが頷きあい、ニルスは小首を傾かしげている。

「え、リッツは要いらねえの？　これめっちゃあったかいのに」

「確かに毛皮の量もたっぷりあるから、頼たのめば三人分くらいいけるかもね」

　同意を示すエルンスト。でもリッツはすぐさま頭かぶりを振ふった。

「いや、俺はいい。俺のより二人が全身守れるような防具を作って貰った方が安心できる」

　きっぱりとそう言ったリッツは、少しだけ迷ったあと、「ただ……」と口にした。

「何？」

「それでも毛皮が余ったら、アンダー作って貰えると嬉しいかな」

「ゼータク者め！」

　呟つぶやいたリッツに、ニルスが冗じよう談だんめかしてタックルする。

「お姫様お手製のアンダーじゃ不満か？　いいから手て袋ぶくろとか腹巻きとかにしとけ！」

「いや、なんて言うかさ。ちょっと怖こわいんだよ、このアンダー」

「は!?」

　リッツの思いがけない言葉に、ニルスとエルンストの驚きの声がハモった。

「いや……このアンダーさ、冷気遮断効果があるみたいだって、さっき言っただろう？　あと、僅わずかに回復効果もある」

「何よりじゃないか」

「ただ、他ほかにもその……意識阻そ害がい系の魔法がかかってる気がして、しょうがないんだ」

「い、意識阻害!?」

　二人の口があんぐりと開く。もちろん、あたしだって水晶玉のこっち側でおんなじように口をあんぐりと開けてしまった。

「おいおい、穏おだやかじゃねえな」

「下手へたしたら不敬罪で斬きられるぞ」

　思わず、といった感じでそれぞれが呟くけれど、リッツの顔が真剣なのを見て口をつぐむ。苦い表情を浮うかべていたエルンストは、訝いぶかしむように疑問を口にした。

「そんな様子には見えなかったが」

「うん、周りからは分からないと思う。俺だって時々あれ？　って思う事はあったんだけど、本気で疑いだしたのは最近なんだ。ミリアが攫さらわれてから、特に疑問が湧わいたっていうか」

「アーサー達に言ってねえだろうな」

「さすがに言ってない」

「良かった、ホッとしたよ。でも意識阻害系だなんて、勇者にそんな物渡わたすかい？」

「そーだよ、いったいどんな感じなんだ？」

　険しい顔で詰つめ寄る二人に、リッツは眉まゆを下げた情けない顔で小さく答える。

「ミリアの事考えてると、いきなり思考が遮さえぎられて……バーンと姫の顔が出てくる」

　二人の目が、点になった。

「は……？　え、どういう事だい？」

　わけが分からない、といった風ふ情ぜいのエルンストの横で、ニルスは堪こらえ切れずにブハッと噴ふき出す。次いでそこら辺の木の幹をバンバン叩たたきながら笑い出した。

「すげー！　お姫様すげー！　軽い洗脳だろそれ、どんだけリッツが好きなんだ」

「せ、洗脳!?　笑ってる場合か！」

　エルンストがニルスを一いつ喝かつする。それでもニルスは笑いを抑おさえられないみたいで、困り顔のリッツを見てはなおも楽しげに木を叩いていた。エルンストはいよいよ呆れ顔で、指先でニルスのおでこを弾はじく。

「君はよくも笑えるものだな、洗脳だなんて物ぶつ騒そうな事を言っておいて」

「いやだってさ、女の子のおまじないの強力版みたいなモンだろ？　リッツが気付けたってことは気持ちまで操あやつってる訳じゃないみたいだし、可愛かわいいモンじゃん」

　おのれニルス。お姫ひめ様さまの回し者か！

　思わずニルスに八つ当たり。できればこっちの乙おと女め心ごころも応おう援えんして欲しいんですけど。

「しかし、よく気が付いたな」

「うん。最初はさ、なんかしょっちゅう姫の顔思い出すよな、って不思議に思ってただけだったんだよ」

　笑っているだけのニルスに比べ、エルンストは落ち着いて親身になって聞いてくれる姿勢だ。リッツも言葉を選びながら説明していく。

「でも、ミリアが攫われてからさ、ミリアの事を考えたいのに毎回急に遮られて姫の顔がバーンと出てくるんだぞ？　気付かない訳ないだろう」

「それは確かに。だがそのアンダーに魔ま法ほうが掛かけられていると思ったのは何か理由があるんだろう？　思い当たる事でもあったのかい？」

「それは……」

　エルンストの質問に、リッツは急に言い淀よどんだ。エルンストも急せかすことなく、リッツの考えがまとまるのを待っている。少しの間のあと、リッツはゆっくりと口を開いた。

「前々から、皆が寒い寒いって言うのに、俺だけあんまり寒さ感じなくてさ。もしかしたら聞かされてない効果が付ふ与よされてるのかなって、ちょっと気になってはいたんだ」

「へえ、いいなー」

　ニルスもやっと笑いが収まったらしく、会話に参戦してくる。

「まあでも、別に困る事でもないし、放置してたんだ。ただ」

「ただ？」

「ミリアが攫われてから俺、急に苦しいくらい凶きよう暴ぼうな気分になる事が増えて……」

「あー、なんかクワイト半殺しにしてたもんな、あれはオレでも怖かった」

「自分でも怖くなってさ。もしかしたらって、一日このアンダーを脱いで試ためしてみたんだ」

　自分の変化に気が付いて、リッツはリッツなりに色々悩なやんでいたんだな。アーサーさん達には相談できなかったんだろう、今こうして素す直なおにニルスやエルンストにあけすけに話せているという事が、リッツにとってどれほど大事な時間かが偲しのばれる。

「それで、結果は」

　エルンストが、冷静に聞き返した。

「まず、死ぬかと思うくらい寒かった。冷気遮しや断だんの魔法がかかっている事は確実だと思った」

「ちくしょう、マジで羨うらやましい」

「ニルス、君はちょっと黙だまっててくれないか。それで、洗脳の件は」

「うん、まあ洗脳っていう程ほどおおがかりじゃなさそうだけど……アンダーを脱ぐと姫の顔は出てこなくなったから、これも魔法がかけられてたんだと思う」

「うーん、祝福のアンダーととるか、呪のろわれたアンダーととるか」

　ぶつぶつと呟くニルスの横で、リッツは沈ちん痛つうな表情で地面に視線を落とす。

「ただ、凶暴な気持ちは収まらなかった。これだけは、姫のアンダーとは関係ない」

「今も、苦しいのか？」

　心配そうに尋たずねるエルンストに、リッツはゆっくりと頭を振る。

「いや、この間ミリアがお守りをくれたんだ。それを持ってると、凶暴な気持ちが不思議なくらいおさまって、今はすっかり落ち着いてる」

「……そうか、良かった」

　ほっと息をつくエルンスト。一方ニルスは、ニカッと屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。

「そんじゃ、問題ねーじゃん。結果そのアンダーで良くね？　お姫様の顔が出てくるくらい実害ねーじゃん」
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　ニルス～～～！　そうかも知れないけど、なんかヤダ！　止やめてよ頼むから！

「そのアンダーって確か、プチ回復効果があるんだろ？　自動で浄じよう化か・補修もついてて防寒もできるってめっちゃいい防具じゃん。お姫様の顔がでてくるなら、ありがとーって思っとけ」

「分かってるんだけど、でも俺はミリアが」

　その瞬しゆん間かん。

　急にリッツの声が聞こえなくなった。

「うひゃ!?」

　しかも座っていたのに急に椅い子すがなくなって、支えを失い空間に投げ出されたあたしは勢いよくすっ転ぶ。

「痛いったぁ……」

　何が起こったのかも分からず、とりあえず起き上がろうとしたあたしは、左手が捉とらえられているのに気がついた。……うん、納なつ得とく。ヴェルティ様があたしを連れて転移したんだわ。

「んもう、なんなの急に！」

「うむ、いや、なんだか良くない話の流れになりそうな予感がした」

「何よ、それ」

「分からぬのなら良いのだ。何はともあれ、勇者もどうやら仲間を得て落ち着いたようだ。ミリアももう、勇者の事は心配せずに、この城でゆるりと奴やつらの到とう着ちやくを待てば良い」

　うん、確かにリッツ、久しぶりに凄すごくリラックスした表情だった。やっぱりニルスやエルンストの存在って大きいんだなって、再さい認にん識しきしたよ。三人とも楽しそうで、あたしはやっと心から安心できた。

　嬉うれしくてつい口元が緩ゆるんでしまう。困った、ニヤニヤが止まらないんだけど。

　なんだか視線を感じて見上げたら、ヴェルティ様が寂さびしそうに視線をそらす。口がモゴモゴと動いたのが見えて聞き返してはみたものの「いや、いい」とそっけなく返されてしまった。

　気にはなるけれど、あんまり追つい及きゆうされるのも嫌いやかしら。

　一応気を遣つかって黙ったら、ヴェルティ様も考え込むように黙ってしまう。あたしの狭せまい石造りの部屋には、重たい沈ちん黙もくが落ちた。




　気まずい。超ちよう気まずい。

　何故なぜかあたしの部屋に転移してくれちゃってるもんだから、ヴェルティ様が考え込んでいても、部屋を辞する訳にもいかない。かといって、おもてなしができるような設備などある訳がない。手持ち無ぶ沙さ汰た過ぎて、ファルを呼んじゃおうかと思ったけど、ヴェルティ様に怒おこられる気がして呼べなかった。




　ぽっかり空いた時間に、さっきのリッツ達の会話が思い出される。まさか、あのアンダーにあんなにたくさんの魔法がかけられていただなんて。

　そういえばリッツ、あたしが寒いって言うたびに不思議そうな顔していたっけ。あの時はお姫様お手製アンダーだから寒くないとでも言いたいのか、って腹が立ったけど、そんな理由があっただなんて。しかも、お姫様の顔が自動的に思い浮うかぶような仕し掛かけがアンダーにしてあるだなんて。それって、お姫様もリッツの事、好きって事だよね。

　リッツはお姫様の事、どう思っているのかな。さっきの様子を見る限り、リッツはまだお姫様に首ったけって印象じゃなかった。むしろちょっと怖こわいって言ってたくらいなんだもの、あたしにだってまだチャンスはあるはず。

　ただ。最初にお姫様に会ってリッツが見み蕩とれてた時って、確かアンダーはまだ授じゆ与よされていなかったよね。少なくとも、リッツはあの時、本当にお姫様に目を奪うばわれていたはずだ。そう思い出してしまうと、途と端たんに気持ちがしおしおと萎しぼむ。

　お姫様のキラキラした笑顔が思い出されてナーバスになってきた。しかも目の前にはかなりお姫様に路線が似ている、キラキラ金きん髪ぱつの麗うるわしいお顔があるわけで。

　助けて、チューリ。どうしたらいいの？

　癒いやしを求めて、窓まど際ぎわの止まり木でいい子にしているチューリの胸を、そろそろと撫なであげる。たんぽぽの綿毛みたいに柔やわらかくってふわふわな羽う毛もうは、触さわるだけでも癒やし効果抜ばつ群ぐんなのだ。

　いつもだったらヴェルティ様の肩かたに飛んでいって、ピチュピチュと何か語りかけている筈はずのチューリは、不思議と今日は大人しくしている。ヴェルティ様が考え事をしているから、もしかして気を遣ってる？

　ほとほと困り果てた頃ころ、ようやくヴェルティ様からお声がかかった。

「……ミリア、先さき程ほど渡わたした卵は、ちゃんと大事に持っているだろうな？」

「え、あ、もちろん」

　手のひらを開いて見せれば、ヴェルティ様はとても大切そうに、卵をそっと指先で撫でる。なんでだろう、なんとなく卵も嬉しそうに見える気がするんだけど。本当に、なんなのかしら、この卵。

「くれぐれもファルには見つからぬようにな」

「ええ、でもそもそもファルには見えないんでしょう？」

「うむ、ただ不ふ審しんな動きをすると、感づかれる恐おそれがある。興味がないようなそぶりの癖くせに妙みように勘かんがいいのだ、あやつは。噓うそをつくといつだってすぐにバレる」

　うっかり笑いそうになった。多分それは、ファルがヴェルティ様の事をよく見ているからだろうと思うけど。不満そうなヴェルティ様には言わないでおこう。

「それはそうとミリア、この城で困っている事はないか？」

　いきなりだな。でも突とつ然ぜんそう聞かれてもちょっと困る。魔ま族ぞくの皆みなさんとは思ったよりも全然遭そう遇ぐうしなくて平和だし、ご飯もおいしい。城内もそれなりに動き回る事を許されているから、監かん禁きんされているような息苦しさもない。

　捕ほ虜りよとしては破格の待たい遇ぐう過ぎて、自分でもおかしいと思うくらいだ。

「困ってる事……は特にないけど、やっぱりリッツ達のところに帰りたい」

「それはダメだ！」

　即そく答とうだった。まあ、そりゃそうだよね。あたしだってダメもとで言ってみただけだからダメージはないけど。

「それはダメだが、この城の中の事であれば、善処する」

　重ねて問われて、ある事が思い浮かぶ。そう言えば困ったこと、ひとつだけあるかも。

「あの、それならあたしのお世話……女の人にお願いできないかな」

「ファルでは不足か？」

　割と怖いです……とも言いづらい。

「ええと、やっぱり男の人に寝ねてるところを起こされたり、問答無用で部屋の中に居られたりするのは、ちょっと嫌だから」

「なるほど。即そつ刻こく手配しよう」

　やった！　言ってみるものね。でも、気がかりなことがひとつ。

「ただ、この前メイドさんに会った時、ものすごく怖がられたの。可か哀わい想そうだから、あんまりびくびくしない方だととても嬉しい」

「む、それは少し難題だな」

「やっぱりそうなの？　ファルにもお願いしてみたことがあるんだけど、みんな人間を怖がるから無理だって言われたの」

　あの言い回しだと、ファリエル様が昔なんかやらかしたせいで、この魔王城においては人間のイメージがかなり偏かたよって伝わっている、って気がする。だけどヴェルティ様にそうはっきり言う訳にもいかず、真綿でくるんだような表現にとどめておいた。

「うむ、めぼしいところからは断られた」

　ちょっとショックだ。ファルが言うように絶対に人間の方が弱いのに。

「まったく怖がらない上に、我こそはと腕うでまくりしている輩やからに心あたりがない事もないのだが」

「じゃあ、その人で」

「いや……」

　なんだろう、歯切れが悪いな。

「女のひとなんでしょう？」

「ううむ、女だともいえるが男だともいえる」

　なんだそりゃ、と思ったけれど、次のヴェルティ様の言葉で謎なぞが解けた。

「姿を自由に変えられるタイプだからな、ミリアが望めば女の姿をとれるだろう」

　なるほど、さすが魔族はデタラメだなぁ。でも、それならまぁいいかな。ファルだって忙いそがしそうだもの、他ほかの方かたで代われるならば、その方ほうがいいに違ちがいないし。

「だが、あやつは魔族には珍めずらしく、人間に興味津しん々しんなのだ。なにせ暫しばらく人間に紛まぎれて暮らしていたくらいだからな。戻もどってきたのも百年程ほど前じゃなかったか」

「え!?　ますますその方だと嬉うれしい」

「いや、かなり特とく殊しゆだぞ？　ファルですら『あれが一いつ般ぱん的てきな魔族だと思われるのは業ごう腹はらです、我が直々に小こ娘むすめの面めん倒どうを見ましょう』と申し出る程には、薦すすめられぬのだが」

　むしろ興味が湧わいて来たんですけど。渋しぶるヴェルティ様を説き伏ふせて、あたしはそのアンダルトンという魔族さんを紹しよう介かいして貰もらう事にした。
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　それから四、五日がたった頃だろうか。なぜかわざわざ部屋まで来てくれたヴェルティ様達の紹介であたしは、見慣れない魔族と顔を合わせていた。

「初めまして、ミリアちゃん」

　語ご尾びにハートマークがつきそうな声が、目の前の男性から放たれる。

　そう、どう見ても男性だ。

　いや、綺き麗れいなのはすごく綺麗だよ？　腰こしまで届きそうなサラサラの銀ぎん髪ぱつも、優やさし気なアメジストの瞳ひとみも、とても麗しい。見上げるくらい背は高いけれど、全体にたおやかで儚はかなげな印象の人だ。

「女の姿で来いと言ったであろう」

「あら、だって初めて会うのよ？　一番素す敵てきな姿で会いたいじゃない」

　唇くちびるに指を当て、困ったように身をくねらせる姿も、姿形が整っているせいか妙に似合っている。美形って得だな。

　ただ、ヴェルティ様とファルは、大変お気に召めさないご様子だ。ヴェルティ様は額に手を当てたまま天を仰あおいでいるし、ファルに至っては射殺すような目で睨にらんでいる。

「ヴェルティ様、やはりこの者を任につけるのは賛成出来かねます」

「うむ、そうだな」

　渋い顔でそう言いあう二人に、アンダルトンさんは頰ほおを膨ふくらませて反論する。

「んもー、いやぁね。大だい丈じよう夫ぶ、しっかりやるわ」

「信じられん」

「ファリエルとだって仲良しだったの知ってるじゃない、きっとミリアちゃんとだって仲良くなれるわ」

「だから不安なんだろうが」

　珍しい、ファルが漫まん才ざいしてるみたいに見える。っていうか、アンダルトンさんもファリエル様を知ってるんだ。色々お話が聞けそうで、なんだかすごく楽しみなんだけど。

「あの、あたしアンダルトンさんとお話してみたい」

　そう言ったら、ファルは信じられないものを見たような顔をしたけれど、アンダルトンさんには飛び跳はねるみたいに喜ばれた。

「ほらぁ、こう言ってるじゃない！　人間って素す直なおだから好きよ、誰だれかさんと違って」

「くっ……勝ち誇ほこる程の事でもないだろう」

「さ、行った行った。後は任せてちょうだい、きっとこの子が快適に暮らせるようにしてみせるわよ」

　ファル達を追い払はらうように、シッシッと手を振ふるアンダルトンさん。ファルはともかくヴェルティ様をそんなぞんざいに扱あつかってもいいのだろうか。

「いや、やっぱり貴様には任せられん。ヴェルティ様、我が」

「何言ってるのよ。何？　この部屋。まるで牢ろう獄ごくじゃないの」

「な、何が悪いのだ。暮らせるだけの要件は満たしているだろう」

　うわぁ、初めてファルが狼狽うろたえたところ見たかも。もしかしてファルって普ふ通つうにアンダルトンさんが苦手だったりするんだろうか。

「ああもう、これだから気の利きかない男って嫌いやだわ。この部屋、鏡すらないじゃない。女の子が快適に暮らせるとは微み塵じんも思えないわ」

「む……必要ないだろう」

「必ひつ需じゆ品よ！　女と鏡はワンセット、はい復唱」

「しないからな」

　すごい、完全にファルが押されてる。圧あつ倒とうされているファルが物もの珍めずらしくて、つい二人をじっと見ていたら、振り返ったアンダルトンさんと目が合った。

　バチン、とウインクされてたじろいだけれど、意訳するなら多分「この場は任せて」だろう。ここまでのやり取りを見ても、任せる以外の選せん択たく肢しが思い浮うかばない。

　よろしくお願いします。

「とにかく、ミリアちゃんはヴェルティ様の大切な客人だって聞いたんだけど、とてもそんな扱いには見えないわ。ねぇミリアちゃん、鏡欲しいわよね？」

「は、はい」

「お花とかあると嬉しい？」

「嬉しいです」

「せめて部屋にティーセットくらいは欲しいんじゃない？」

「あると、ありがたいです」

　ただあたしは捕ほ虜りよのようなものだから、そこまでは望めないと言うか。内心そう思ったけれど、アンダルトンさんのしたり顔を見たら、何も言えなかった。

「ほら、ごらんなさい！」

「く……！」

　ファルに呪のろい殺す勢いで睨まれる。ごめんなさい、でも本心なんです……。

「おやめなさい、怯おびえているじゃないの」

「うむ、ミリアを睨んでも仕方あるまい」

　驚おどろいたことに、ヴェルティ様がさっとあたしの前に出て、ファルの視線から庇かばってくれた。あたしの中でちょっと好感度が上がったんだけど。

「まぁ、ヴェルティ様はちょっとは紳しん士しの心得が分かったようね」

「ふん、人間ごときの心得など知る必要もないだろう。ヴェルティ様もこやつに毒される必要はありません」

　ヴェルティ様の背中に阻はばまれて見えないけれど、ファルの声は不ふ機き嫌げん全開だ。さぞや苦々しい顔をしている事だろう。

「まぁ、そうかしら」

　ずっとにこやかだったアンダルトンさんの目が、僅わずかに挑ちよう戦せん的てきな光を放っている。ファルを見つめる瞳は真しん剣けんそのものだった。

「貴方あなたはいつもそう言うけれど、永遠に意見が対立するところよね。ヴェルティ様は半分は人間よ？　その心も理解してあげて欲しいの」

「別に、そこは否定していない」

「してるわ。ヴェルティ様にとって、人間のマナーを理解することも、人間を愛めでることも普通のことよ？　貴方はもう少しその部分を大事にすべきだわ」

「しているだろう」

「いいえ、してない。魔ま族ぞくの事だけ教え込んで人間への関心を削そごうとしてるじゃない」

「なんだと……！」

　ファルの激げき昂こうした声こわ色いろが響ひびいた途と端たん、真っ黒な魔気が膨れ上がる。ファルの魔気だと気づいて、あたしは背筋が寒くなった。

　こんなに魔気が強いだなんて。相当強くなったリッツでも、傷がつけられるかすら怪あやしい。ヴェルティ様はこれよりも強いと言うの？




「もうよい！」

　ヴェルティ様の一いつ喝かつで、膨れ上がっていた魔気が霧む散さんする。ヴェルティ様の声で、きっとファルが我に返ったんだろう。

「……！　失礼、無ぶ粋すいな真ま似ねを」

　急にファルの声のトーンが落ちた。いつになく魔気がしおしおと萎しぼんでいって、渦うず巻まくようだった魔気がチロチロと消えかけの火みたいに下火になった。

　……もしかしてファル、落ち込んでる？

「よい、二人とも私のためを思って言ってくれている事は重々理解している」

「悪かったわ」

「申し訳ありません」

　二人が膝ひざを折って詫わびると、ヴェルティ様はほっとしたように息をついて、笑えみを浮かべる。とても恐きよう怖ふの代名詞『魔王』だとは思えないんだけど。

「許す、だがその話は後で別室で心ゆくまで話し合うがよい。そもそもミリアの前で話す事でもあるまい」

「御ぎよ意い」

　すっかり大人しくなったファルに鷹おう揚ように頷うなずくと、ヴェルティ様はあたしにもすまなそうに微笑ほほえんでくれる。

「すまなかったな、ミリア」

「い、いえ」

　アンダルトンさんとファルの小こ競ぜり合いをしっかりとまとめたヴェルティ様は、いつもよりずっと落ち着いて頼たのもしく見えて、少しだけドキリとしてしまった。

　ヴェルティ様がそのまま踵きびすを返すと、ファルは心得たように前へ出て、すっと扉とびらを開ける。それに無言で頷いて、ヴェルティ様はこちらにもう一度視線を投げた。

「私達が居ると落ち着かぬだろう。ファルと私は執しつ務む室に戻もどる。まだ急ぎの案件があったはずだからな。アンダルトン、ミリアの事は頼んだぞ」

「ええ、任せといて」

　アンダルトンさんが真ま面じ目めな顔で請うけ合うのを確かめ、ヴェルティ様はファルを伴ともなってゆっくりと部屋を出て行った。




　思わず、長く息を吐はいてしまった。

　さっきのファルの魔気が怖こわかったのか、それとも二人の言い合いに気を張ってしまったのか、それとも思わぬヴェルティ様の包容力に動どう揺ようしたのか。自分でもわからない。でも、とにかく知らないうちに緊きん張ちようしていたみたいだ。

　アンダルトンさんが、あたしのそんな姿を見て、本当に申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさいね、つい熱くなっちゃって。嫌いやな思いをさせてしまったわね」

「いえ、二人ともヴェルティ様のこと、大切に思っているんですね」

　そう言ったら、なぜかアンダルトンさんの目が、大きく見開かれる。次いで、嬉うれしそうに抱だきしめられてしまった。

「まぁ、可愛かわいい子！」

　感激されてしまった。ぎゅうっと強く抱きしめられても不思議と嫌けん悪お感かんがない。ドキドキもしないから、アンダルトンさんはあたしの中で、しっかりお姉さん認にん定ていされたらしい。

「ファルもこんな風に素す直なおだったら可愛いのに」

　あの子ったらすぐに突つっかかってくるのよ、反はん抗こう期なのかしら、とアンダルトンさん。いつもクールなファルがやり込められている姿はちょっと可愛かった。アンダルトンさんの方が年上なのかな、なんとなく貫かん禄ろくがあるというか。

　ひとしきり文句を言ってから、アンダルトンさんは一人のメイドさんを呼び寄せてあれこれと指示を出す。おどおどと怯えていたけれど、それでも呼べばメイドさんはやってくる。かわいい猫ねこの頭の獣じゆう人じんさんだった。話には聞いたことがあるけれど、見たのは初めて。人間の世界では魔獣はちょいちょいいても、魔族を見ることはほとんどない。少なくとも、あたしは魔王城にくるまで魔族なんて見たこともなかったんだから。

　メイドさんが持ってきてくれたテーブルクロスやティーセット、花か瓶びんにお花に鏡台に絨じゆう毯たん……窓には可愛らしいレースのカーテンがかけられて、石造りの殺風景だったあたしの部屋は、見る間に居い心ごこ地ちが良くなった。

「素す敵てき……」

「ごめんなさいね、あんな味気もそっけもない部屋に。寂さびしかったでしょう？」

　思わずつぶやいたら、アンダルトンさんが眉まゆ根ねを下げて謝ってくれた。むしろこんなに良くしてもらうと逆に申し訳ないくらいだ。

　まるでファリエル様のお部屋みたいに優やさしい雰ふん囲い気き。あの部屋も、アンダルトンさんがこうして居心地よく設しつらえたんだろうか。

「こんなに素敵な部屋になるなんて……ありがとうございます」

　本心からお礼を言うと、アンダルトンさんは照れたように笑ってくれた。

「気に入ってくれたみたいで嬉しいわ。だけど、ファルのことも悪く思わないでちょうだいね。ファルったら女心がわからない朴ぼく念ねん仁じんなのよ。あの子の部屋もあんな感じだから、おかしいとも思わなかったんでしょうけど」

　アンダルトンさんの言葉に少しほっこりした。さっきまでファルと喧けん嘩かごしで話していたのに、こうやって庇うところを見るに、二人の仲は別に悪いわけでもないんだろう。魔族も、人間とあまり変わらないのかも知れないな。

　それにしても、まさかファルの部屋もこんな感じだなんて。そういえば暦こよみも興味ないって言ってたし、あの人ヴェルティ様以外の事で興味ある事なんてあるのかしら。仕事一筋って言ってもほどがあると思うんだけど。

　あたしはますます、ファルの事がよく分からなくなった。




「まぁ懐なつかしい。どうしたの、これ」

　僅わずかに考え込んだ間に、アンダルトンさんが部屋で何かを見つけたらしい。弾はずんだ声に何かと思ってみてみたら、それはファリエル様の研究書だった。

「あ、ファリエル様の……書庫で見つけたんです」

「まあ、あんなところに。道理で部屋を探してもないはずだわ」

「アンダルトンさん、ファリエル様をご存じなんですよね。素す晴ばらしい研究ばかりだから、どんな方だったのか、お話を聞きたいと思っていたんです」

「アンでいいわ。長ったらしい名前、嫌きらいなの」

「アンさん」

「呼び捨てでどうぞ。ミリアちゃん、ファリエルのことが聞きたいの？」

「はい、お部屋で肖しよう像ぞう画がを見たんですけど、凄すごくお綺き麗れいで優しそうでした」

「見た目は本当にお姫ひめ様さまですものね。実際は結構じゃじゃ馬だったわよ？　でもそうよねぇ、ファリエルはヴェルティ様の母親ですもの、そりゃ気になるわよね」

　妙みように納なつ得とくしたような顔で、アンは大きくひとつ頷いた。

「いいわ、なんでも聞いてちょうだい。アタシ、ヴェルティ様と先代様の次に、ファリエルと仲良しだったんだから」

　誇ほこらしげに胸を張る姿は、とても綺麗だけれどなんだか可愛らしくもある。魔ま族ぞくだというのに怖さはまったく感じない、不思議な人だ。

　そして、あっさりと先代の魔王様とファリエル様がやっぱりとても仲が良かったんだと分かって、心がふわっと温かくなる。やっぱり、ファリエル様は大事にされていたんだわ。

「アタシ、ファリエルがこの城に来た時の世話係だったのよ。あの頃ころは、人間に敵意を持っている魔族が大半だったから、アタシなら害をなさないだろうって」

　そういわれるのも納得、先代魔王様、お目が高いです。

「お茶を淹いれるわ。ここではきっと話し相手も少なかったのでしょう？　ミリアちゃんの事も色々と聞きたいし、ちょっとゆっくりしましょう」

　手慣れた様子でお茶の用意をするアンの背中を見ながら、あたしはなんだかすごく安心していた。
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　それからどれくらいの間話し込んでいたのか。何度かお茶のお代わりをし、用意されていたお菓か子しもあらかた食べつくしてしまった頃、ようやくあたし達は話に一区切りをつけた。

「あら、すっかり話し込んじゃったわね。外が真っ暗」

　え、本当？　と外を見たら、確かに森の輪りん郭かくも見えないくらいに真っ暗になっていた。チューリも止まり木でうとうとしている。本当にこんなにおしゃべりしたのなんて久しぶり。しゃべり疲つかれた感じもあるのに、それよりも気持ちのスッキリ感の方が強い。

　アンの口調のせいか、女の子同士で語り合った時みたいに素直に楽しかった。

「いけない、お腹なかすいてるんじゃない？　ミリアちゃん」

「お菓子食べてたからか、そんなにお腹はすいてないかも」

「そう、じゃあ軽い物持ってきましょうね。食べないと夜中に変にお腹がすくかも知れないから。夜の間食はレディの大敵よ」

　アンの言いっぷりに、あたしは笑ってしまった。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶです。もしお腹空いても、食べるものないもの」

　それを聞いて、逆にアンは悲しそうに顔を顰しかめる。

「本当にごめんなさいね。これまで不自由させてしまって。これからは困ったことはちゃんと言ってちょうだいね」

「あ、そんなつもりじゃ」

「いいえ、あの仏ぶつ頂ちよう面づらの朴念仁が相手じゃ、言いたいことも言えなかったに違ちがいないわ！」

　力強く言い切られちゃったけど、確かに、どうしてもっていう時しか、ファルを呼んだことはない。その分自由にできたともいえるから、それはそれでよかったんだけど。

　アンの思いやりがつまった、スープパスタと小さなケーキをおいしくいただく。多すぎず、目にも楽しい、なんというかさすがだった。さらに寝ねる前に焚たいてくれたアロマも、真っ暗にならないように燭しよく台だいに灯ともしてくれた灯あかりも、すべてが心ここ地ちよい。

　まさか魔王城でこんなに気持ちよく眠ねむれる日がくるなんて。

　幸せなような、でもそれが怖こわいような気持ちで、その夜はとても気持ちよく眠りについた。
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「まぁ、ファリエルの庭に？」

　翌朝食事を持ってきてくれたアンに、あたしは早さつ速そくお願いしてみた。

　この前ちょっと仲良くなったホーリースライムちゃんともっと仲良くなりたいし、何よりその力を借りて日記の封ふう印いんを解いてみたかったからだ。

「いいわよ、ミリアちゃんが望むなら、いつでも行っていいってヴェルティ様に言われているの。いつがいいかしら」

「食事が終わったらすぐにでも」

「そう、アタシにも他ほかの仕事があるからずっとついてはいられないけれど、大丈夫？」

「大丈夫です。これまでも一人だったし」

　むしろありがたい。ファリエル様の日記の封印は、やっぱり一人の時に開けたいし。

「それにしても、ファリエルの部屋に一人で入る事を許すだなんて、ミリアちゃん、よっぽどヴェルティ様に信用されているのねぇ」

「えっ」

「だって、魔族の中でもあの部屋に入るのを許されているのなんて、ごく一部なのよ。況ましてや一人で自由にあの部屋に、なんて専属のメイドでもない限り聞いたことがないわ」

　そんなに稀け有うな事なのか。確かにあの部屋に何度か訪おとずれたけれど、ヴェルティ様とファルにしか会ったことはない。そう口にしたら、アンは少しだけ面おも白しろそうに笑った。

「まぁ、そもそも魔族が好むところでもないわね。あの場所は今でも、ファリエルの聖気で満ち満ちているから」

　確かに。そうか、あの場所が心地いいのって、もしかして雰ふん囲い気きや庭が気持ちいいだけじゃなくて、この城で唯ゆい一いつ、聖気が満ちている場所だからって事かもしれないな。

「あ、もしかしたら、あたしがファリエル様の聖魔法の仕し掛かけを発動できるからかも」

「噴ふん水すいとか？」

「はい、ヴェルティ様がものすごく喜んでくれてたから」

「あれは聖属性の魔力がキーだものね。それはミリアちゃんじゃないとできないわ」

　納得、となぜかアンは深く深く頷うなずいていた。




　食事を終えて必要なものを取りまとめると、あたしはアンに連れられてファリエル様のお部屋にお邪じや魔ました。部屋に入るなりチューリは開け放たれた窓から庭へ飛び出していく。きっと、この庭の新しん鮮せんな果実が気に入っているんだろう。

「ああ、懐かしい。ファリエルの聖気に包まれているようだわ」

　ため息と共に漏もれ出たアンの言葉に、あたしは少なからず驚おどろいてしまった。

「久しぶりに来たんですか？」

「ええ、もう百年ぶりくらいかしら」

　さすが魔族、スケールが違う。

「ファリエルがあんまり面白い子だったから、人間に興味が湧わいちゃってね。お暇ひまを貰もらってしばらく人間の街を転々としながら暮らしてたの。久しぶりに戻もどってみたら、ファリエルも魔王も死んだって聞かされて代だい替がわりしていてね。あの時は衝しよう撃げきだったわ」

[image: ]

「しばらくって……どれくらいですか？」

「さぁ、せいぜい二百年かそこらだと思うんだけど」

「普ふ通つう人間は死にます」

「そうよね、うっかりしてたわ。ファリエルは聖魔法で活性化してたから普通の人間よりかは長生きしただろうと思うけど、それでも死ぬわよね」

　さすがファリエル様。彼女の研究は寿じゆ命みようを延ばす方向でも成果をだしていたのか。でも、夫や子供が魔族で長い時を生きるのがわかっているからこそ、ファリエル様にとっては大切な研究だったのかもしれないな。

「旅から戻って、久しぶりにファリエルにも会いたかったのに。人間って儚はかないわね」

　アンはファリエル様の肖像画を感かん慨がい深げに眺ながめ、部屋の調度を懐なつかしそうに撫なでている。きっと、ファリエル様との思い出が脳のう裏りを占しめているんだろう。邪魔をしたくなくて、あたしはアンを部屋に残しそっと庭へと進み出た。

　柔やわらかな風を受けながら、しばらくベンチでくつろいでいると、肩かたにそっと手を置かれる。振ふり返ると、アンが微笑ほほえんでいた。

「ありがとう、ミリアちゃんのおかげで久しぶりに懐かしいものに囲まれて嬉うれしかったわ。元気貰ったし、アタシ、他の仕事に戻るわね」

　目元が少し赤くなっている。アンはきっと、とってもファリエル様の事、好きだったんだろうな。これからもファリエル様のお部屋に来るときは、アンに頼たのもう。

　そう思いながら、扉とびらから出て行くアンの背中を見送った。

　扉が閉まり、静せい寂じやくが訪れると同時に、膝ひざにポヨンと衝撃が。見れば、お膝にホーリースライムちゃんがのっかっていた。

「こんにちは」

　話しかけたら、返事をするようにプルプルと身体からだを揺ゆらしてくれる。

　かわいい。

　いやいや、なごんでる場合じゃなかった、早速目的を果たさなくては。

　聖魔法『ソルツィ』の練習は、そもそも『ラーム』を成功させるために始めたんだもの。本命は『ラーム』だ。もしも成功した時のためにファリエル様の日記も持ってきたし、あわよくばここで成功させて、日記の封印を解いちゃいたい。

　今日はそんな下心満まん載さいでこの場に挑いどんでいたりするのだ。

「ホーリースライムちゃん、今日はあたし、『ラーム』って魔法を唱えたいの。この前みたいに、手伝ってくれる？」

　分かっているのかいないのか、それすら不明だけど、とりあえずホーリースライムちゃんはプルプルと動いている。見ようによってはやる気に満ちてる気もするし、やってみるか。




　どれくらい呪じゆ文もんを唱え続けていたのだろうか。

　最初はつっかえ気味だった呪文も段々と馴な染じんできて、淀よどみなく流れるように口から滑すべり出した瞬しゆん間かん、ホーリースライムちゃんがいきなり光った。

　突とつ如じよ、『ラーム』の呪文が発動し、同時にファリエル様の日記が眩まばゆい光を放つ。分厚い表紙が浮うき上がり、ページが風にあおられたようにパラパラと忙せわしなく捲めくれていった。ひとしきり暴れた後、気が済んだようにページがパラパラと落ちていき、最後に表紙が閉じる。

「ピュルルッ？　ピッチュチュ？」

　光に驚いたらしいチューリが不思議そうに舞まい降りてきて、あたしの肩にふんわりととまった。チューリも、ファリエル様の日記帳に興味があるみたい。

「封印……解けたみたい」

「ピュルルルル……！」

「開けて、みよっか」

　ドキドキしながら、日記の表紙をめくる。人の日記を見ることに、いくばくかの罪悪感を覚えるけれど、ファリエル様自らが示した条件を満たした結果なのだから、許しを得たのだと思う事にした。




　ついに魔王ヴェルントラストとの婚こん儀ぎが成立した。わたくし自身が望んで迎むかえたこの日だ。魔族の事を知り、共存できる手立てのひとつになれるのならば、一いつ片ぺんの悔くいもない。




　決意のほどが見て取れる一文から始まったそれは、ファリエル様がこの城に嫁とついできてからの毎日を綴つづった日記だった。

　最初の方のページは、魔族に対する警けい戒かいや自身の役割についての記述が主で、彼女が魔族との友好をいかに図はかり、彼らの事を理解しようと努め、ヒトを理解してもらおうと努力したのかが綴られていて、その涙なみだぐましいひとつひとつの記述に、こっちの胸が痛むほどだった。

　なんせ、魔族たちはマイペースだ。ファリエル様がどんなに押しても、のらりくらりとかわされているようで効果がなさそうなのがつらい。もどかしいような日々が過ぎていくのを、あたしもファリエル様の日記を読みながら、一いつ緒しよにやきもきしてしまう。

　お茶会をしたり、晩ばん餐さんをともにしたり、一緒に花を愛めでてみたり。考えられる限りの事をめげることなくやり続けていくファリエル様。疲つかれないのかと、こっちが心配になってしまう。どうやらそれは、彼女の周囲も同じように感じていたらしい。

　ある日、彼女を変えた言葉が記述されていた。




「お前は毎日毎日、忙いそがしいな。ヒトは寿命が短いから、何事もそのように急せくのであろうか。余とそなたは、これから長き時をともにするのだ。急がずとも、ゆっくりとこの地に慣れてくれればよいのだ」

　先代魔王ヴェルントラストのその言葉は、ファリエル様を解放した。

　一刻も早く父王を、民たみを安心させたくて躍やつ起きになっていたけれど、確かに魔族の時間の流れは遅おそい。ヒトから見たら永えい劫ごうにも見える時の中で、好きに生き、好きに時を過ごしている。そう気づいてからのファリエル様の日記は、とても穏おだやかなものになった。

　自分も好きなものに打ち込もうと、聖魔法の研究を始めたこと。夫である先代魔王のこと、アンやファルなど身近な魔族のこと、そして生まれたヴェルティ様がとても可愛かわいいこと。

　楽しかった事も不安だった事も綴られた日記は、読み進める程ほどに文体が柔らかくなり、文字も丸みを帯びて崩くずれた部分もあったりと、素す顔がおのファリエル様が垣かい間ま見みえる優やさしいものになっていく。それが彼女の心を表しているように見えて、あたしはつい読み耽ふけってしまった。

　日記の中ほどに差し掛かかろうとした時だろうか。ページを繰くるあたしの手が、無意識に止まる。……なんだろう、何か、違い和わ感かんが。

　日記をよくよく見てみると、最後の方にさらに聖気が込められたページがあった。

　これ……まだ、何か封ふう印いんがあるの？　心臓が、途と端たんに早はや鐘がねを打つ。やっと解いたと思ったら、即そく座ざに次の謎なぞだなんて、ファリエル様、いたずらが過ぎます……。

　気づいてしまうと、もう気になって仕方がない。日記の続きは後でゆっくり読むことに決めて、あたしはとりあえずその封印を解くことにした。

　その封印は意外と何の捻ひねりも無くて、込められていた聖気と全く同量の聖気を流すだけで、簡単にピン！　と開く気配がする。

　次いで現れた変化に、あたしは度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまった。




　モヤモヤと。本のページの隙すき間まから、煙けむりのようなものがもくもくと漏もれ出す。

　次し第だいにそれは固まって、大きな雲を形作った。ふわふわと揺れながら、次第に色づき……。

「ファ、ファリエル様!?」

　雲は、ファリエル様の形になった。波打つ金きん髪ぱつも優し気な青い瞳ひとみも、豪ごう奢しやなドレスも、寸すん分ぶん違たがわぬ肖しよう像ぞう画が通りのお姿だ。

　透すけてる……透けてるファリエル様!?




「最後まで、日記を読んでくれてありがとう……」




　しゃべった！　なんか、しゃべった！

　動どう揺ようするあたしには一いつ切さい構わず、ファリエル様は言葉を紡つむいでいく。きっと、会話をするような仕し掛かけではなく、ファリエル様の生前のお姿をどうにかして閉じ込めた物なのだろう。そう気づいたら、やっと少し落ち着いてきた。まだ最後まで読んでないけど、いいのかな。

「ここに来たということは、貴方あなたは王家が選んだ使者なのね。人と魔族は、仲良くできているかしら。不ふ可か侵しん条約は今も守られているかしら」

　不可侵条約……魔族と？　不可侵って、多分お互たがいに侵略しないとかそういう事だよね。ヴェルティ様は王都にがっつり魔ま物もの送りこんでたし、あたし達はその結果、魔王討とう伐ばつにでたわけで、全然不可侵条約とやらは守られていない気がするんだけど。

「もしも……もしもこのメッセージを聞いている貴方が、魔族の敵としてここにいるのなら、どうか戦う前にわたくしの庭の噴ふん水すいの中に隠かくされた書を手に入れて欲しい」

　噴水！　チューリと見つけたあの小さな鍵かぎ穴あな。あそこにも、何か書が!?

「わたくしは人と魔族が共存できると信じているわ。どうかお願い、戦わないで。きっと共存できる道はある」

　それだけ言うと、ファリエル様はゆらゆらと揺ゆらめいて、消えてしまった。

　まるで、夢を見ていたように儚はかない消え方に、しばらく呆ぼう然ぜんと、ファリエル様が消えてしまった辺りを眺ながめる。膝ひざの上でポヨンとホーリースライムちゃんが跳はねた衝しよう撃げきで、やっと我に返ったあたしは、少しだけ申し訳なさを感じた。

　ファリエル様を一番見たかったのはきっとヴェルティ様だ。見せてあげたかったな……。アンもきっと懐なつかしがっただろう。ファルは微び妙みようだけど。

　もう一度封印を解けば……と思ったけれど、噴水みたいに何度もリピートできるものではなく、一回っきりの限定封印だったみたいで、すでに封印自体が霧む散さんしてしまっている。知らなかった事とはいえ、悪いことをしてしまった。
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「まあ！　酷ひどい顔色！　何があったの！」

　さすがに魔力を使い過ぎて立ち眩くらみしたもんだから、噴水の探たん索さくはあきらめて部屋に戻もどってきたら、早さつ速そくアンに見とがめられてしまった。ちょうど、昼食を運んできてくれたらしい。

「聖魔法の練習をしてたら、やりすぎちゃったみたいで」

「もう！　どうして人間って無理ばっかりしたがるのかしら！」

　プリプリと怒おこるアンに、ちょっとなごむ。多分ファリエル様もそうだったんだろうな。

「あら、その子。もしかしてホーリースライム？」

「はい、ファリエル様の部屋の噴水の中にいたんです」

「随ずい分ぶんとなついてるわね。さすがに聖属性同士、ひかれあうんだわ」

「なんだか離はなれなくって」

　そう、別に連れてくるつもりはなかったんだけど、ぴったりくっついて離れないし、床ゆかにおろすと一いつ生しよう懸けん命めい跳はねてついてこようとするのが可愛くて、結局連れてきてしまった。

　チューリにはなんだか拗すねたようにつつかれるし、割と困ったんだけど。

「まぁまぁ、じゃあ、チューリとその子にもご飯の用意しなくちゃね」

　いそいそと部屋を出て行こうとして、アンは振ふり返ってあたしを見る。

「ミリアちゃんは今すぐ食べて、寝ねること。聖気が切れたんならそれが一番なんだから」

　心配されるのって、ちょっと心があったかくなるのね。お母さんがいたら、こんな感じなのかな。嬉うれしく思いながらご飯を食べて、戻って来たアンに見守られながらあたしはゆっくりと眠ねむりについた。




　目が覚めたら夜だった。

　どうやら寝すぎたらしい。辺りを見回すと、月明かりの中で僅わずかに部屋の中の様子が分かる。テーブルの上には冷めても食べられそうな軽食が置かれているから、きっとぐっすり寝すぎていて、アンも起こしきれなかったんだろう。

　窓まど際ぎわではチューリが羽に顔をうずめて眠っていて、灯あかりをつけるのはかわいそうに思えた。でもたっぷり寝すぎてまた眠る気にもなれないし、薄うす闇やみの中でご飯を食べる気にもなれない。ファリエル様の日記の続きは気になるけれど、この暗さじゃさすがに読むのは厳しい。

　ベッドに横たわったまま、困ったな……と思っていたら、ホーリースライムちゃんがぽよん、とあたしの胸に乗って来た。ツルすべボディをナデナデしながらぼんやりと考えて、あたしはお守りを通じてリッツの様子を見てみることにした。

　きっと、ニルスやエルンストと一緒だから、落ち着いているとは思うけど。

　これまでリッツの様子をみる時っていつも心配ばかりだったから、こんなにわくわくする気持ちでお守りに意識を繫つなぐのって初めてかもしれない。

　ホーリースライムちゃんを小こ脇わきに抱かかえたまま、ベッドの上で目を閉じる。リッツが持っているお守りにゆっくりと意識を繫いでいけば、ここ数回ですっかりおなじみになったリッツの気配が満ちてきた。

　やっぱり。

　これまでみたいな黒いトゲトゲイガイガした感情がものすごく少ない。リッツの金色キラキラの生命の衣ころもと一いつ緒しよに入ってくるのは、安あん堵ど。嬉しさ。楽しい気持ち。それがこれまでにないくらい大量に入り込んでいる。

　それに加えて、これは……寂さびしさ？　心配……？

　あたしを思い浮うかべてくれているみたい。ミリア、ミリアって、呼ばれてる気がする。なぜかこれまでになく鮮せん明めいにリッツの心の声が聞こえてる気がして、あたしは出来うる限り神経を研とぎ澄すました。

　心の中に、リッツの気持ちが入り込んでくる。




　ミリア。ミリア。

　無事だろうか。酷いことをされていないだろうか。

　会いたい。……会いたい。




　リッツがあたしを案じてくれているのが分かって、胸が熱くなる。

　ねえリッツ、あたし、元気だよ。いつだってリッツのこと、見守ってる。

　一生懸命にそう念じたら、なんとなくリッツの感情が凪ないできた。代わりにとても温かい、抱だきしめられるような感覚がダイレクトに伝わって来る。もしかして、リッツがお守りを握にぎりしめているんだろうか。でも、いつもよりも感覚がナマナマしいような気がするし、なんだかあたしの気持ちも通じてるように感じるのが不思議。

　うっすらそんな事を考えていたら、小脇に抱えたホーリースライムちゃんが、存在を主張するようにふるりと揺れた。まさか、ホーリースライムちゃんが力を増ぞう幅ふくしてくれてるの……？

　確証はないけれどそんな気がして、あたしはホーリースライムちゃんをしっかり抱っこしてリッツに気持ちを送り続ける。

　ミリア、ミリア、って、耳元でリッツにささやかれているような、そんな幸せな時間が続くうち、あたしはいつしか眠りに落ちていた。
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「ピチュ～～～～～ッ！　ビッ！　ビッ！　ピチュチュチュチュ！　ビビッ！」

「い、いたっ！　いたい、いたた、何？　チューリ、髪かみひっぱらないで～～～！」

　思わず悲鳴を上げてしまった。なんだか知らないけど、めちゃくちゃチューリが怒ってる。いきなりつっつかれて、髪の毛引っ張られて、あまりの暴挙に起きてしまった。

　なんなの、もう……！　と起き上がったら、ころん、とホーリースライムちゃんが転がり落ちる。ああ、昨夜ゆうべあのまま寝ちゃったのか、なんて考えている隙すきに、今度はチューリがホーリースライムちゃんをつつきだした。

「あ、ひょっとして」

　あたしがホーリースライムちゃんばっかり可愛かわいがっているように見えたんだろうか。ついには蹴けりまで飛び出して、あたしは慌あわててホーリースライムちゃんを救出する。チューリにはしっかり謝って、なんとか怒いかりを解いてもらった。まさか小鳥ちゃんに嫉しつ妬とされるとは。

「あら、ちゃんと回復したみたいね」

　アンも安心してくれたみたいで良かった。鏡でもチェックしたけど、確かに元気そのものの顔だったもんね。

「あら、昨夜は食べなかったのね」

「ごめんなさい、せっかく用意してくれたのに」

「いいのよ、夜食は美容の大敵だもの。ミリアちゃんが元気なら言うことないわ」

　アンの優やさしさにまた癒いやされて、おいしくご飯もいただけた。こんなに素す敵てきな人なら、最初から紹しよう介かいしてもらいたかった。……でも、最初からアンがいたら、頼たよりっきりになってたかも知れないから、それもそれで良くないか。

　今日も朝からアンと共にファリエル様のお部屋に行って、ひとしきりおしゃべりを楽しむ。アンにも噴ふん水すいショーや薔ば薇らの開花を見せてあげると、「懐なつかしい」と、とても喜んでくれた。

　ファリエル様の考えた聖気の様々な仕し掛かけは、色々な人を幸せにしてたのね。

「いいもの見たわ」と嬉しそうに他ほかのお仕事に戻っていくアンを見送りながら、あたしはファリエル様の凄すごさをあらためて感じていた。

「よし、早さつ速そくやりますか」

　一人っきりになったら、やることはひとつだ。昨日、ファリエル様は噴水の中に特別な書があると言った。まずはそれを手に入れなきゃ。

　以前チューリが探してきてくれた、凝こった意い匠しようの小さな鍵かぎ。多分あれじゃないかと思うのよ。髪かみ飾かざりの中に隠かくしておいた鍵を取り出して、あたしは噴水に近づいていく。

　ドキドキと、自分の心音がやけにうるさく響ひびいた。




「確か、ここら辺……」

　最初に噴水ショーした時に、鍵穴を見たことがある。噴水ショーが終わった一いつ瞬しゆんだけ、水が一いつ切さい出ていない、噴水本体が綺き麗れいに見えたあの時。確かこの辺りに鍵穴があったはず。

　記き憶おくにあるあたりに目星をつけて、あたしは噴水に聖気のチャージを始めた。できることなら濡ぬらさずに取り出したいし、自分だって濡れたくない。てことは、とれる手段はひとつだけ。わざと噴水ショーを稼か働どうさせて、水が出終わった瞬間の隙すき間まを狙ねらうしかない。

　右手に鍵を構えたまま、聖気をどんどん噴水に流した。やがて目の前では派手な噴水ショーが行われ、いつも通り水が暴れた後急速に終しゆう焉えんを迎むかえる。あたしは、鍵を片手に身構えた。

　いまだ！

　あれ、あの小さな鍵穴。あそこに……！

　鍵穴に鍵が刺ささって、ピン！　と開いた手ごたえを確かに感じる。その瞬間、上からドバッと水が落ちてきた。

　時間切れだ。普ふ通つうの噴水に切り替かわって、上から滔とう々とうと穏おだやかに水が降ってくる。

　上半身をがっつり噴水に突つっ込んでいたあたしは、完全にずぶ濡れだ。ここまできたら自分の体なんかどうでもいい。あとは、書を濡らさずに済むかどうかだ。思い切って上半身をさらに突っ込んで、水の膜まくの向こう側まで頭を突き出したら、鍵穴の周辺がしっかり見える。

　鍵が開いた部分を横にスライドさせると、両手のひらを合わせたくらいの穴がぽっかりと顔を出した。

「あった……！」

　穴の中にあったのは、手のひらに収まるくらい小さいけれど、革かわ張ばりの重々しい表紙に、金の箔はくが押されている高価そうな装そう丁ていの書物。

　体を盾たてにして、濡らさないように取り出したその書物には、意外な事に聖気の封ふう印いんはなされていない。もしかして、魔ま族ぞくでも読めるようにとの配はい慮りよなんだろうか。

　すぐにでも読みたい気持ちを我が慢まんして、早々に部屋に戻もどる。こんなずぶ濡れの恰かつ好こうのままここにいたら、間ま違ちがいなく風か邪ぜをひくもんね。




　部屋にもどって服を脱ぬいだら、ささっと体を拭ふいて布ふ団とんに入る。とりあえず、服が乾かわくまで布団の中でファリエル様の日記でも読んでおこう。……その判断がまずかった。

「何を考えているの！」

　あたしは今、アンに絶賛叱しかられ中だ。

「噴水に落ちたのは仕方ないとして、ずぶ濡れのまま布団に入るなんて、そこそこの知能があるなら魔物だってしないわよ！」

「ちゃんと拭いたから……」

「この髪！　乾いているとは言い難がたいわよね？　お布団だって湿しつ気けちゃうし、体だって芯しんから温まらないでしょう。まったくもう、人間は体が弱いんだから気を付けて頂ちよう戴だい！」

「は、はい……」

　思いがけない剣けん幕まくに首をすくめているあたしに、それでもアンはテキパキと世話をしていく。適当に拭いていた髪を魔法でふんわりと乾かし、温かいハーブティーを淹いれてくれた。

「あの、アン。お願いがあるんだけど」

「なあに？　今日はもうファリエルの部屋はダメよ。反省なさい」

「違うの。ヴェルティ様にこれ、届けて欲しくて」

　あたしは、ファリエル様の日記を取り出した。あれから最後まで読んでみたけれど、書かれているのはファリエル様がこのお城で体験した事や感じた事、先代魔王様やヴェルティ様、周囲の魔族たちへの愛情あふれる記述がほとんどで、あたしが持っているよりも、ヴェルティ様が大切にすべきものだと思えたから。

「まあ、これ……」

「ファリエル様の日記です。聖気で封印がされていて、ある聖魔法を唱えると開く仕掛けになっていて。やっと開けられたから、ヴェルティ様に渡わたしてあげて欲しいと思って」

　驚おどろいたように目を瞬またたかせているアンに、日記を手渡す。噴水から見つけた革張りの書物はまだ渡せないけれど、この家族の記録は少しでも早く見せてあげたい。そう思った。

「きっとヴェルティ様、とても喜ぶと思うから」

　そう言うと、アンは「ありがとう、ミリアちゃんは賢かしこくて優しい子ね」と微笑ほほえんで、日記を胸に部屋から出て行く。褒ほめられて嬉うれしい反面、実はもう一冊は隠し持っているわけだから、ちょっと胸が痛むけれど。
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「ミリアちゃん、ヴェルティ様がお呼びよ」

　アンに連れられてヴェルティ様のお部屋に向かう。アンはノックをしてくれるし、なにより呼び出しの言葉も優しい。あたしの歩ほ幅はばに合わせてくれるし、こっちの都合だって一応聞いてくれる。ひとつひとつの動作が丁てい寧ねいで、それだけであたしは随ずい分ぶんと落ち着くことができた。

　内心感動しているうちにヴェルティ様のお部屋に辿たどり着く。中に入った途と端たん、上じよう機き嫌げんのヴェルティ様が走り寄って来た。

「ミリア！」

「ヴェルティ様」

　喜色満面、こんなにもあけすけに喜びを表現しているヴェルティ様は初めてだ。それほどにあの日記の内容が嬉しかったんだと思うと、渡してよかったと心から思える。

「よくやった、ミリア！　ついにこの日記の封印を解いたのだな！」

「は、はい。この前貸して貰もらったファリエル様の研究書に、やっぱり暗号があって」

「暗号を解いたのか」

「はい、この日記の封印の解き方でした。それで、やってみたらちゃんと開いて」

「お前、凄いな！」

　キラキラした目で見られてしまった。

「ご家族の事がとてもたくさん書かれていたから、すぐに届けなきゃって思って」

「ミリア……！」

「とても、素敵なお母様ですね」

　褒めたのに、なぜかヴェルティ様は急に真っ赤になってしまった。視線を外して、モゴモゴと口ごもっていたけれど、よくよく聞くと「ありがとう」と言ってくれているみたい。なぜ急に照れるんだろう。

　小首を傾かしげていたら、ヴェルティ様が思い切ったように顔をあげ、満面の笑えみを浮うかべる。

「ミリア、此こ度たびは素す晴ばらしい働きであった。これはお前にしかなしえない事だ。褒ほう美びを取らせる、望みを言うがよい！　言っておくが、勇者のもとには返さぬからな、興きようが醒さめる事を言うでないぞ」

　この前あたしがリッツ達のところに戻りたいって言ったせいか、さすがにヴェルティ様もくぎを刺しておくのを忘れない。一瞬ダメもとで言ってみようかと思ったけど、口にする前に阻はばまれてしまった。

「ええと……会うのはいいでしょう？　せっかくニルスやエルンストも一いつ緒しよなんだもの。少しだけでいいから、話したい」

「む、どうしてもか。興が醒める事を言うなというのに」

　これも興が醒める事だったのか。でも、これまでの経けい緯いから、あたしが言いそうなことなんか分かるだろうに。あ、だからくぎを刺されたのか。

「ううむ、仕方あるまい。今回はそれだけの功がある」

　しぶしぶなのを隠かくしもせず、ヴェルティ様は了りよう承しようしてくれた。

　相変わらず、両手を広げて「来るがよい」って体勢なのが、どうにも気まずい。あたしもおずおずとヴェルティ様のもとへ歩む。

　ぎゅ、と腕うでの中に抱だき込められたけれど、なかなかヴェルティ様は転移しない。次し第だいにいたたまれなくなって身じろぎすると、さらに腕に力をこめられた。

「あ、あの」

「ふ、こうして見せつけてやるのも一興か」

「えっ!?」

　今。今、不ふ穏おんな事言わなかった!?




　いきなり眩暈めまいがするような瞬しゆん間かんが訪おとずれて、転移したのだと理解する。

「うわっ!?」

「ひえっ!?」

　驚いたような声が聞こえてきて、目を開けるとリッツ達三人があたしを凝ぎよう視ししていた。

「みんな！」

　思わず皆みんなの所に行こうとしたけれど、もがいただけで終わってしまう。なんせヴェルティ様にがっちりと抱き込まれてしまっているから、身動きなんかそもそも取れないんだもの。

「魔ま王おう……！」

　リッツから、ギリ、と歯を嚙かむ音が聞こえた。こんなに至近距きよ離りにいるのに、リッツは燃えるような目であたしの少し上の空間を睨にらみつけていた。これ多分、ヴェルティ様を睨んでるんだよね。リッツの声に呼応するようにヴェルティ様の腕の力が強まって、あたしはもう、声をだすのも苦しい。

「おお、小こ僧ぞうども。なかなかの装備になったではないか」

　リッツに言葉を返すことはせず、ヴェルティ様は愉ゆ快かいそうにニルス達の装備を褒めた。

「私が与あたえた武器と、そのグランドティエラの獣じゆう毛もうで拵こしらえた防具があれば、小僧どもでもこの辺りの魔獣と渡り合えるであろう」

「へー、この毛皮グランドなんたらって魔獣の皮なのか……じゃねーよ！　なんなんだお前、何しに来た！」

　ニルスが怒ど鳴なる。リッツはもう抜ばつ剣けんして、臨戦態勢だ。

「何と言われると困るな。私の姫ひめがお前たちに会いたいとねだるから、連れてきたまでだ」

「まだその小こ芝しば居い、続ける気!?　違ちがうから！」

　愛いとしそうに頭の上から頰ほお擦ずりするのやめてよー！　リッツが鬼おにのような顔してるじゃない。裏切ってない、あたし、寝ね返がえったりしてないからね、リッツ！

「おっと勇者よ、私に一ひと太た刀ち浴びせたいならもう少々修しゆ行ぎように励はげんでから挑いどんでくれ、時間の無む駄だだ。ちなみにそこの小僧はあと十年は修行した方がいいが……随分成長したではないか」

　殺気をぶつけるリッツにも、ナイフを構えたニルスにも、まるで世間話をするように気楽な調子で語り掛かけるヴェルティ様。リッツ達はとても悔くやしそうだけれど、実力差を感じているのか、襲おそい掛かる事はなかった。

「武器を収めよ。私は心の広い男だ、なにせ魔王だからな。今日は姫の願いをかなえるために来たのだ、大人しく見守るゆえ、旧交を温めるがよい」

　フッと腕の力が抜ぬかれて、あたしは突とつ然ぜん自由になる。驚いて振ふり返ると、ヴェルティ様が余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

「後で拗すねられても困る。ゆっくり話せ」

「あ……ありがとう」

　ご褒美で連れてきたってことをちゃんと覚えていたらしい。からかうのはほどほどに、今回は思いのほか早く皆と話す時間をとってくれた。

「ミリア！」

　解放されたあたしのもとに、三人が駆かけ寄ってきてくれる。

「良かった……！　無事で」

「ホントに生きてたんだな。オレ……オレ、ミリアが殺されてたらどうしようって、ずっと」

　エルンストの安あん堵どした顔と、ニルスの大きな目に溜たまった涙なみだを見て、あたしは初めて二人がどれだけ不安だったかを実感した。攫さらわれてから、リッツには何度か会っているけれどニルスとエルンストとは顔を合わせていない。

　きっと二人は、あのキユタの村で別れてから、リッツの事もあたしの事も、生死自体を危あやぶんできたに違いない。それでも気き丈じようにふるまっていた二人を、あたしは改めて尊敬した。

「こうやって皆揃そろうの、本当に久しぶりね。……嬉うれしい」

　思わず皆と抱き合って、お互たがいの無事を称たたえあった。

「なあなあ、あの魔王、いったい全体どうなってんだよ、おかしいだろ」

「ミリアを攫った目的は何なんだ？　その……姫とか呼ばれていたが、まさか、君」

　エルンストの気まずそうな声に、あたしは慌あわてた。

「寝返ってないからね!?　なんだか知らないけど、リッツのところに転移する時だけ、あのへんな小芝居するのよ。いつもはあたしの事『小こ娘むすめ』とか呼んでるくせに」

「そっか、じゃあ魔王とは何でもないんだな？　そ、その、手て籠ごめにされたりとかは」

「あるわけないでしょ!?　何言ってんのよ、もう！」

　ニルス酷ひどい！　思わずグーで殴なぐってしまった。

「痛いってえ……でも、良かった」

　ほっぺたを押さえつつ、それでもニルスはホッとしたように笑ってくれた。つい怒おこってしまったけれど、でも冷静に考えれば、殺されていないとすれば次に心配なのはそういう事だよね。拷ごう問もんされていないか、洗脳されていないか、不安になるのは当たり前だ。

「ごめん、つい。でも、本当に大だい丈じよう夫ぶ。もちろん拷問も洗脳もされてないよ。不思議なことにそれなりに丁てい重ちように扱あつかって貰もらってるの」

「そ、そっか……良かった……！」

　心底安心したみたいにニルスもエルンストも笑ってくれて、あたしも思わず笑顔になった。

「ミリアは」

　押し殺したような低い声で、リッツがあたしに話しかける。なぜかリッツだけは俯うつむいたままで表情すら分からない。昨日お守りを通じて感じたリッツの感情はとても安定していたのに、今はまた黒いトゲトゲイガイガの不信や不安の感情がメキメキと高まっていた。

「ミリアは……魔王が、好きなのか？」

　ボソボソと、まるでため息みたいに小さな声で紡つむがれたリッツの言葉に、あたしは血が逆流するくらいの衝しよう撃げきを受ける。

「そそそそそそ、そん、そんな事、あるわけ無いでしょう!?」

　何を、何を言っているの!?

　リッツからまさか、そんな事を言われるだなんて考えた事も無かった。あたしは、一度だってリッツ以外の人なんて好きになった事なんかない。悔しくて、涙が目に盛り上がってくるのが自分でも分かる。

「本当に？」

「当たり前でしょ!?　だって、あたしは」

「勇者、言っておくが私はミリアを大切に思っているぞ。ミリアさえ是ぜと言ってくれるならば妻に迎むかえたいと真しん剣けんに思っている」

「なっ……」

　急にヴェルティ様が話に割り込んできたうえに、とんでもない事を言い出したものだから、さすがのリッツも声を失ったみたいだ。驚きよう愕がくの表情で固まってしまっている。もちろんあたしだってバカみたいに口を開けたまま、ハクハクと息を吸い込むのがやっと。

　漸ようやく衝撃から立ち直ったあたしは、ありったけの声で否定した。

「な、なに言ってるのよ！　もういい加減にそういう冗じよう談だんやめて！　皆が本気にしたらどうしてくれるのよ！」

「別に構わぬ、私は本気だ。ミリアを私に捧ささげるならば、もうお前たちにもヒトの世界にも今後一いつ切さい手を出さぬと約束しよう。考えておくが良い」

「ちょっ……」

　文句を言おうと口を開いた時には、グンッと引っ張られるような感覚があって、目の前がぐにゃりと揺ゆれる。




「痛ったぁ……」

　次の瞬しゆん間かんにはドサリと音を立てて、魔王城のヴェルティ様の執しつ務む室に転がり落ちていた。今回はいつヴェルティ様に確保されたのかすら分からなかったけれど、どう考えてもあの場からヴェルティ様の転移で魔王城まで戻もどって来たんだろう。実際ヴェルティ様がちょっと本気を出せば、あたしが気付く暇ひまもなく転移させるのなんてきっと朝飯前なんだもの。

「もう、今日は何だっていうの。変な事言い出したかと思ったらこんなに突然」

「流れではあるが勇者に宣戦布告もできたからな。もう用はないゆえ戻ってきたまでだ」

「宣戦布告？　何の話よ」

「ふん、分からぬのなら良い、もう部屋に戻って大人しくしているがいい」

　憮ぶ然ぜんとしたヴェルティ様にシッシッと手で追い払はらわれる。なんでそんなに機き嫌げんが悪い顔されなくちゃいけないの、怒りたいのはこっちの方よ。褒ほう美びだなんて言っておいて、ゆっくりと話す暇すらなかったし、わけわからない事ばっかり言われた上に、最後は追い出されるなんて。

　腹が立ってすっくと立ち上がれば、アンが心配そうにエスコートしてくれる。扉とびらを開けようとしたところで、後ろから轟ごう々ごうと渦うず巻まく魔ま気きを感じて、あたしは思わず振り返った。

「ヴェルティ様、何を考えているのですか。よりにもよってあんな貧弱な小娘など！」

　ファルがかつてない勢いでヴェルティ様を怒鳴っている。魔気の焰ほのおも怖こわいけれど、コウモリ羽がバッと開いて目も赤い光を放っているから、魔族感が高まって視覚的にも怖い。

　ふるり、とひとつ体を震ふるわせて、あたしはそそくさとその場を後にした。
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　部屋に戻ったあたしは、はぁぁぁ……と大きくため息をついた。胸の中の空気を一気に押し出すと、漸く少しだけ体が軽くなる。ファルの魔気ってどうしてこう、肩かたがこるのかしら。

　アンのおかげでレースのついたクッションやら可愛かわいらしいカーテンやら可愛らしいものが溢あふれた部屋で、暖かい紅茶を飲んだら少し心が癒いやされた。チューリがふわりと肩にのってきて、慰なぐさめるように頰ほおに体を摺すり寄せてくれるのが可愛らしい。

「ねえ、ミリアちゃん」

　それまで黙だまってお菓か子しやお茶の用意をしてくれていたアンが、こちらを窺うかがうようにおずおずと口を開いた。いつもは割とグイグイくるのに、どうしたんだろう。

「ファルとね、水すい晶しよう玉だまで見てたんだけど……ミリアちゃん、あのリッツって子が好きなの？」

　突然そう指し摘てきされて、あたしは真っ赤になってしまった。そ、そんなに、分かりやすかっただろうか……。

「やっぱり。分かってる？　あの子は半魔よ、抵てい抗こうはないの？」

「それは知ってます、ヴェルティ様達からそう聞いたので。リッツとは子供の頃ころから一いつ緒しよで、兄弟みたいに育って……半魔とか、そういうの関係ないです」

「そう、抵抗はないのね」

　重ねて問われて、あたしはアンの真意がわからないまま、とりあえず頷うなずいた。

「時々いるのよ、魔族だってだけで拒きよ否ひ反応を示す人が。もう何百年も、人と魔族は互いに目にする事すら稀まれだというのに、自分と異なるものをとにかく拒きよ絶ぜつするってことがね」

　ミリアちゃんがそういうタイプじゃなくて良かったわ。そう言ってアンは嬉しそうに笑う。

「不思議なものでね、友人としては振ふる舞まえても恋れん愛あい対象にはできないって事もあるのよ」

　寂さびしそうに微笑ほほえむのは、アンにもそういう経験があるからなのかしら。

「ミリアちゃん、アタシが言う事じゃないとは思うんだけど」

　言いにくそうにアンが視線を逸そらした。

「ヴェルティ様が言ったことも、少し真剣に考えてあげてね」

「え？　ヴェルティ様が言ったこと……？」

　どれの事だろう。小首を傾かしげるあたしに、アンはやっぱりね、と苦く笑しようする。

「ミリアちゃんを妻に迎えたいって、そう言ってたでしょう」

「だ、だ、だって。あんなの、冗談……っていうか、リッツをからかうための」

「ミリアちゃんは戯ざれ言ごとだと思ってたでしょうけど。ヴェルティ様は本気よ」

「そんな」

「子供の時からずっとあの子を見てきたの。ヴェルティ様、なんて畏かしこまって呼ぶ前からずっとあの子を育ててきたのよ。ファリエルやファルにも負けないくらい、あの子のこと大事にしてきたつもりよ。……だから、わかるの」

　アンが真正面からあたしを見つめてきた。その真剣すぎる眼まな差ざしに、あたしは気おされてしまって、アンの整った顔をまじまじと凝ぎよう視しすることしかできなかった。

「ヴェルティ様は本気よ。ファルがどんなに反対しようと押し切るくらいには、本気」

「だって。あたしなんか妻にしたところで、何の役にも」

　あたしが、ファリエル様の噴ふん水すいを動かせるから？　チューリみたいに、聖属性を身近に感じられるから、傍そばに置きたいとか、そういうことだろうか。

　訝いぶかしむあたしに、アンは優やさしく微笑んだ。

「ばかねぇ、役に立つとかそんな事じゃないのよ。あの子はミリアちゃんとずうっと一緒に居たいだけ。つまり、ミリアちゃんの事が好きだって事ね」

「え……え!?」

「妻にするって、そういう事でしょ。ファルの傍にずっと一緒にいたせいか、アプローチが全然なってないけれどね」

「いや、なんでそんな話に。そんな様子はこれっぽっちも！」

「今にわかるわ。アタシがちゃんと口説き方も教えておくから、もうちょっと待っててね」

「教えなくていい、勘かん違ちがいだから！　それにあたしは、リッツが」

「わかってるわ。でも、ヴェルティ様だっていい男よ。惚ほれ惚ぼれするくらいに強いし、ああ見えて純じゆん粋すいで、魔族にしては破格に思いやり深く育ったと思うわ。なんたってファリエルとアタシが人とだって共存できるように気合入れて育てたんだもの」

　バッチン、と音が立つようなウインクを残して陽気にアンは去って行ってしまった。「楽しみにしててね！」なんて言ってたけど、本当に勘弁して欲しい。




　どうしたらいいか分からなくなって、あたしはベッドに突つっ伏ぷした。途と端たんにアンが言い逃にげした言葉たちがあたしの頭を占せん領りようする。

　ヴェルティ様が、あたしを、好き……？

　いやいや、まさか。ありえないって！　頭をぶんぶんと振ふって、その考えを押し出した。いまだかつて、誰だれかから思いを寄せられるだなんてことなかったから、本人に好きだと言われたわけでもないのに、なぜかとてつもなく恥はずかしい。

　ベッドの中でひとしきりゴロゴロと身もだえた。

　もう、こんな時は考えたって無む駄だだ。何か、何か他ほかの事……。そこで、はたと思いつく。

　そうだ、噴水から見つけた書物。

　ファリエル様が自らの姿を現してまで残した遺ゆい言ごんだ、あの書物だけは読まないと。

　おもむろに革かわ張ばりの書物をとりだして、あたしはゆっくりとその表紙を開く。中には、もはや見慣れたファリエル様の流りゆう麗れいな文字が規則正しく並んでいた。筆ひつ跡せきはまだ硬かたくて、ファリエル様が嫁とついできた頃に書き始められたものみたい。




　不ふ可か侵しん条約の締てい結けつを記念し、人族と魔族が共存する未来のためにこの書を綴つづる。

　王国暦れき七百二年、ロッセバイツ王朝十六代目君主ローラバイツ三世　第一王女ファリエル記




　年号から換かん算さんすると、今から遥はるか五百年も昔。不可侵条約の締結を記念して……なんて書かれているけれど、一体どういう事なんだろう。首を傾げながらあたしは少しずつ読み進める。

　ファリエル様が生きていた時代、今よりもずっと魔族と人の暮らす領域は近かった。人間を簡単に殺し、喰くらうだけの力を持っている魔族は、近しい場所に住まうだけで人々の恐きよう怖ふを否いや応おうなく搔かき立てる。駆く逐ちくしたくても、上位の魔族数体で軍を壊かい滅めつ状態に出来るほど力の差は歴然で、王室は魔族との関係に代々頭を悩なやませてきたらしい。

　魔族が侵略に興味がなく、さらには繁はん殖しよく力も非常に弱いという事だけが救いだった。

　それでも安心できなかった王室は何代にも亘わたる地道な努力の結果、漸ようやく魔族の王と交こう渉しようの機会を得て、ついに不可侵条約を締結することに成功する。その証あかしとして、ファリエル様は魔王のもとへ輿こし入いれしたのだと、その書には淡たん々たんと記されていた。

　一見、単なる人ひと質じちにも思えるけれど、魔族の只ただ中なかに一人乗り込んだ彼女は、人族と魔族が共存する未来を真しん剣けんに信じていた。だって、書いてあるもの。続く文からは、彼女自身が希望に満ちてこの婚こん姻いんに臨のぞんだことがはっきりと読み取れる。




　魔ま王おうヴェルントラスト様と、人の王族であるわたくしの子が生まれたならば、人の心も魔族の考えも、どちらも大切にできるように育てたい。

　人はあんなにも魔族を恐おそれていたけれど、人を害する魔族など本当はごくごく少数だ。長命ゆえか物事への執しゆう着ちやくが極きよく端たんで、興味のある事以外には驚おどろくほど淡たん白ぱくな彼らは、支配地域を明示されれば特段の混乱もなく居を移し、その強大な力をむやみに振るう事もない。多くの魔族にとって『人』とは、むしろ、興味すらないものだった。長い長い彼らの時の中で現れては消えてゆく通りすがりの命。稀まれに彼らの領域に侵入した時や運悪く彼らの視界に入った時に気まぐれに捕ほ食しよくされたり奪うばわれたりする、というのが真相だったのだろう。

　つまり、彼ら魔族の領域に踏ふみ込まない限り、人と魔族は共存できる。不可侵条約が守られる限り、人と魔族は適切な距きよ離り感かんで互たがいを害さずに暮らしていけるに違いない。




　そこまで読んで、あたしは無意識に大きく息をついていた。

　不可侵条約。

　そんなものが王族と魔族との間で交かわされていただなんて、聞いた事が無かった。あたしが物を知らなかっただけなのか、はたまた人間の世界にはこの話がそもそも伝わっていないのか。そう訝しみながらページをめくると、一枚の白紙の後に、もうひとつ新たな年号が記されていた。




　王国暦八百九年、第一子ヴェルティの誕生に伴ともない、ロッセバイツ王朝二十代目君主バッサドア四世と協議の上、条約に新たな取り決めを付加する。

一、王子と人族との交流を図はかるため、百年に一度、王子の侍じ従じゆうとして三名ほどの人員を人族側より派は遣けんする。

一、魔族側からは七位以上の魔石十個を友好の証として贈おくり、侍従との交こう換かんをもって当条約の継けい続ぞくを双そう方ほうが誓せい約やくしたものとする。




　ファリエル様が輿入れしてからだいたい百年後くらいの年号だと言うのに、筆跡はまごうことなくファリエル様のものだった。そういえば、ファリエル様は聖魔法の活性化を利用して、人の寿じゆ命みようよりもかなり長く生きたってアンが言ってたっけ。

　それにしても人族からは侍従を送り込むのに、魔族からは魔石が交換条件だなんて不思議。ああでも、そうか。魔族は能力が異常に高い上に寿命も長いから、変に王宮とかに入れても乗っ取られそうで怖こわいとか、そういう事なのかしら。

　あたしなんかの足りない頭じゃ、難しい事はわからない。ただ、既すでにこの不可侵条約とか取り決めが効力を失ってしまったんだろうってことが分かるくらいだ。

　なんせ幸い死者は出なかったとはいえ、ヴェルティ様が送り込んだ魔ま獣じゆうたちに王都は蹂じゆう躙りんされ、多くの人が傷を負った。結果、あたし達がこうして『魔王討とう伐ばつ隊』として旅に出たわけだから、不可侵条約なんて全然機能してないってことじゃない。

　憤いきどおるような思いでベッドから身を起こしたあたしは、その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんどこかで爆ばく発はつするように膨ふくれ上がった魔気を感じて固まった。




　なに？　この荒あら々あらしい、禍まが々まがしい魔気は。

　バクバクと早はや鐘がねを打つ心臓を押さえながら、突然現れた魔気に集中する。

　一番大きな魔気は……ファル？　これまでにない、凍こおり付きそうなほど冷たい魔気。確かにファルの気配が魔気の根幹にあるのに、一瞬彼だとは断定できなかったくらいに異質だった。それに、もうひとつ……爆発するように明めい滅めつする魔気は。




　リッツ。




　リッツが、なぜここに!?

　感じ取った瞬間、体が動き出していた。リッツの魔気が感じられる方向に、ただひたすらに走る。走って走って、気が付いたらヴェルティ様の執しつ務む室に飛び込んでいた。

「リッツ！」

　扉とびらを開けた瞬間目に飛び込んできたのは、リッツに斬きりかかろうとするファルの姿。

　ガキッと金属がぶつかる鈍にぶい音がする。

　リッツの鼻先で剣けんの刃やいばと刃がギリギリと擦すれるような音をたてていた。今はなんとか力が拮きつ抗こうしているようだけれど、僅わずかでもリッツの力が劣おとったら、一瞬でリッツの命はないだろう。

「やめて！　お願い、殺さないで！」

「おっと」

　無我夢中でファルに飛びかかろうとしたら、急に視界がグルンと廻まわって足が宙に浮ういていた。一瞬で天てん井じよう近くまで抱だき上げられて、あたしの攻こう撃げきはあっさりと阻はばまれてしまう。

「放して！」

「ダメだ、今は近寄ってはならん、ファルに殺されてしまうぞ」

　優やさし気に微笑ほほえむヴェルティ様に物ぶつ騒そうな事を言われたけれど、この際あたしの命なんかどうでもいい。だって、リッツが。

「リッツが殺されちゃう！」

「煩うるさい小こ娘むすめが……！　勇者と共に屠ほふってやっても良いのだぞ……！」
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　呻うめくような低い声。射殺すような冷たい魔気があたしを捉とらえた。体中の血が凍ったみたい、体がぶるぶると震ふるえて止まらない。ファルから浴びせられた魔気は、それだけであたしを震え上がらせるほどに強大だった。

「ファル、それくらいにしておけ。可か哀わい想そうに、こんなに怯おびえているではないか」

「許しも得ずに魔王の部屋に押し入るなど、自殺したいとしか思えません」

　ヴェルティ様のとりなしに、ファルはフンと鼻を鳴らしてあたしから魔気をそらした。でも、その魔気が向いた先は当然リッツで。ファルがさらに力を込めたのか、擦れ合う刃はさらに耳みみ障ざわりな音をたてている。

「この男も。殺気丸出しでヴェルティ様の御み足あしに縋すがりついて魔王城に乗り込むなど……身の程ほど知らずは殺してやるのも情けでしょうかね」

　酷こく薄はくな笑えみを浮かべて、ファルは僅かに力を緩ゆるめた。ファルの剣を全力で受け止めていたリッツの体が、急に支えを失って大きく前に傾かしぐ。

　その隙すきができた体を狙ねらって、ファルが剣を振ふりあげた。

「待って！　あたし、あたし秘密にしてることがあるの！　全部話すから！」

「毛ほどの興味も無いな」

　何とか気を引きたくてそう言ったのに、ファルは眉まゆ毛げひとつ動かさずに無造作に剣を振り下ろす。リッツが反射的に体を庇かばって腕うでを上げたのがスローモーションみたいに見えた。

「やめ……！」

「ミリア！　言ってはならぬとあれほど！」

　なぜかヴェルティ様が声を荒あらげる。その瞬間、ファルの剣がリッツの腕の寸前でピタリと止まった。ファルはゆっくりと振り返り、ヴェルティ様に目を向けるとニヤリと口元を歪ゆがめる。

「ヴェルティ様が声を荒げるとは珍めずらしい。いいだろう小娘、話してみろ」

　チラリと見上げてみたら、ヴェルティ様は面おも白しろいくらい目が泳いでいた。その様子に、あたしもやっと思い当たる。あれだ、ヴェルティ様ったら卵の事だと思ってるんだ。

　あたしを抱き上げている腕がこわばって、ヴェルティ様の緊きん張ちようが伝わってきた。せっかくだから、その情報はいざという時のためにとっておこう。

「降ろして」

「ミリア……」

　不安そうな顔で、ヴェルティ様が床ゆかに降り立つ。自由になったあたしは一目散にリッツのもとに駆かけ寄った。振り向くと、とても悲しそうに瞳ひとみが揺ゆれているヴェルティ様が目に入って、少しだけ胸が痛む。

　大だい丈じよう夫ぶよヴェルティ様、あたし、簡単に約束を破ったりしないわ。

「あたし、ファリエル様のお庭の噴ふん水すいから、秘密の書を見つけたの」

「は？」

　片かた眉まゆを上げて、それがどうしたと言いたげなファル。そしてヴェルティ様は目を見開いて何故なぜ、とでも言いたげな顔をしていた。せっかく卵の事はバレないようにしようとしてるんだから、そんなバレバレな顔しないで欲しい……。

「あなた達が人間の王と交かわした、不ふ可か侵しん条約について書かれた書よ。あたしの部屋のベッドにあるわ」

「なんだそんなもの、別に秘密でもなんでもないが」

　明らかに不満そうなファルの後ろで、ヴェルティ様はあたしの意図が分かったらしく、キラリと目を輝かがやかせた。

「不可侵条約？　なんだよ、それ。王様達は魔族と何か交こう渉しようしてたって言うのか？」

　リッツが力なく呟つぶやく。そうだよね、あたしだって、最初は信じられなかった。

「でも……そうか。確かに以前、アーサーが魔王に何か書状を渡わたしてた」

「ミリア、まだ旅の途と中ちゆうだというのに、勇者に話してしまっては興が削そがれるではないか」

　ファルに卵の事がバレないと分かった途と端たん、急にいつもの調子を取り戻もどすんだからヴェルティ様も単純だ。それよりも。

「無事でよかった、リッツ……でも、どうしてここに？　皆みんなは一いつ緒しよじゃないの？」

　その問いに、リッツは気まずそうに眼めを逸そらす。代わりにヴェルティ様が口を開いた。

「勇者に頼たのみ事があって内密に話をしたのだが。こやつがなんとも頑かたくなでな、交渉が決けつ裂れつしたゆえ帰城しようとしたら、いきなり足にまとわりついてきたのだ」

「頼み事」

　男に縋りつかれるなど遺い憾かんだ、とヴェルティ様は嫌いやそうに顔を顰しかめているけれど……魔王が勇者に、頼み事？　空耳かと思うくらい、意味が分からないんですけど。

「殺気立った勇者を魔王が自ら魔王城に連れ帰るなど、気が知れませんが」

　ファルに皮肉を言われてウッと一瞬口ごもったけれど、ヴェルティ様はすぐに不敵な笑みを浮かべて「問題ない」と言い放つ。

「もはやこやつらがノロノロと城へたどり着くのを待つのももどかしい。この際だ、今すぐ全員を我が城に迎むかえようではないか」

「えっ!?」

「考えれば先さき程ほどは勇者を相手に交渉したのが悪手だった。人族の代表者として交渉の権限を有するのは、確かあの金の髪かみの騎き士しであったな」

「ま、待ってくれ！」

　なぜか、焦あせったようにリッツが魔ま王おうを引き留める。それでもヴェルティ様はまったく気に留めた様子もない。

「直じかに私が行った方が早い。ファル、勇者を抑おさえていてくれ。傷をつけるなよ」
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　言葉通り、ヴェルティ様の手によって、僅か数秒後には魔王城の謁えつ見けん室に見事に全員が集められていた。どう見ても説明なしでいきなり搔かっ攫さらわれてきたっぽいのに、アーサーさん、スカーレットさん、クワイトさんは驚おどろいた顔を見せたものの、今では玉座に座るヴェルティ様に膝ひざをついて頭こうべを垂れている。

　逆に何がなんだか分からない、といった様子で騒さわぎまくっているのがニルス。「魔王!?」「何ここ!?」「え、もしかして魔王城!?」「何が起こってんだ!?」と心の声が全部口から出てしまってるんだけど、まあ、そうなるよね。エルンストもその横で不安そうに辺りを見回して、リッツを見つけると安あん堵どのため息を漏もらしていた。

　そんな彼らを玉座から眺ながめていたヴェルティ様は、殊こと更さらにゆっくりと口を開く。

「面おもてを上げよ」

　アーサーさん達が顔を上げ、恭うやうやしく礼をした。

「お招きいただき、ありがとうございます。まだまだこの地を踏ふむには至らぬ身、今しばらく力をつける時間をいただければと思っておりましたが」

「腕を磨みがいているところ、急に城に呼び寄せてすまぬな」

　ヴェルティ様とアーサーさんのやり取りに、開いた口がふさがらない。ちょっと待って、何なの、この会話。そう思ったのはもちろんあたしだけではなかった。

「待てよ！　なんだよオメーら、なんでそんな親し気なんだよ！」

「王家と魔王は、何か密約を取り交わしてるらしい。知らなかったのは俺達だけで、アーサー達はそれを隠かくして俺達を魔王城に誘ゆう導どうしてたみたいだ」

　声を荒らげるニルスに、リッツが暗い声で応じる。ファルに羽は交がい締じめにされたまま、すっかり気落ちしたように目を伏ふせる姿が痛々しい。

「はあ!?　何だよ、それ！」

「なっ……まさか」

　ニルスもエルンストも、信じたくない思いだったんだろう。激げき昂こうしたニルスは、アーサーさんに摑つかみかかろうと前に出た。でも、その拳こぶしはクワイトさんによってすんでのところで捕とらえられてしまう。

「やめておけ」

「すまない、ニルス。事情は後でしっかりと説明する。しかし今は国家間の話し合いの場だ。私情は挟はさまないでくれ」

　私情。あたし達をだましてこんなところまで連れてきて……それをたった今知らされたあたし達の懊おう悩のうすら、私情だと切って捨てるというの？

「ふざっけんなよ、テメー！　国家間だ？　相手は魔族だぞ、わざわざこんな北の果てまで、こいつらを討とう伐ばつしに来たんじゃねえのかよ！」

「討伐などしない。俺達はこの魔王城に自らの力で辿たどり着く事だけが、そもそもの役目だ」

「……は？」

　クワイトさんの言葉に目を見開いたのはニルスだけじゃない。あたしも、エルンストも、リッツも、理解できずに言葉を失った。

「魔ま獣じゆうに怯おびえる民たみを安心させるには、そう言っておくのが一番都合がいいからな。勇者をここまで連れてくるための口実にもなるだろう？」

「クワイト」

　表情すら変えずに淡たん々たんと酷ひどいことを口にするクワイトさんを、アーサーさんが軽く窘たしなめる。沈ちん黙もくが落ちたその場に、ヴェルティ様の声が静かに響ひびいた。

「して、その方ほうら三名が此こ度たびの侍じ従じゆうか？」

「はい、誠心誠意、お仕えさせていただきます」

「こちらからは七位以上の魔石、此度は二十用意したが、気に入ったか？」

　魔王の笑えみに、アーサーさんが困ったように眉を下げる。

「確かに受け取りましたが、魔獣のまま王都に投げ込まれると民が困ります。次回より、魔獣より取り出した魔石の形で届けていただきたく」

「む、それは……すまなかった」

　僅わずかに目を見開いたヴェルティ様は、次いで胡う乱ろん気な瞳でファルにチラリと視線を送る。ファルは「魔族の慣習にのっとった進言だったのですが。魔物を屠ほふれば武ぶ勲くんになりますから」と素知らぬ顔。そんなやり取りを、あたしは信じたくない気持ちで見つめていた。

「な、んだよ、それ。まさか、王都に魔獣が出たのも」

「魔族が一方的に攻せめてきたのでは、なかったのですか？」

「契けい約やくによるものだ」

　ニルスとエルンストの口からこぼれた問いに、ヴェルティ様が淡々とした口調で答える。

　王都の人が傷ついて逃にげ惑まどったあの魔獣の襲しゆう来らいさえ、不可侵条約の範はん疇ちゆうだなんて。もう、何を信じたらいいのかわからない。あたし達の混乱をよそに、アーサーさん達とヴェルティ様との間で、交こう渉しようは滞とどこおりなく進んでいく。

　そんな中、あたしはさらに耳を疑う言葉を聞いて、絶句した。

「さて、その方ほうらを急きゆう遽きよ招いた理由だが。単刀直入に言おう。ミリアを私にくれないか？」

「……それは、どういう」

「言葉通りだ、ミリアを妻に迎えたい。ミリアさえ私にくれるのならば、その方ほうら侍従予定だった三名も、勇者たちも、私が責任を持って王都まで送り届ける。ここまで旅を続けてくれた労に対しての褒ほう賞しようも充じゆう分ぶんに用意しよう。要望があるならば、出来る限り対応する。……ミリアには、それだけの価値がある」

「ふざけるな！」

　リッツの絶ぜつ叫きように、漸ようやく飛んでいた意識が戻ってくる。そうよ、なんなの急に！

「冗じよう談だんじゃない！　ミリアを助けるためにここまで来たんだ！　ミリアを返してくれ！」

「そーだよ、王家の都合なんか知ったこっちゃねえ！」

「そうです、あまりにも身勝手だ……！」

　リッツが、ニルスが、エルンストが、口々に叫さけんでくれて、胸が熱くなる。知らず、涙なみだがこぼれていた。

「やれやれ、黙だまっていろと言うのに。煩うるさい小こ童わつぱどもだ。しばらくその口、閉じて貰もらおう」

　苦々しい顔でファルが軽く手を動かした途と端たんに、ニルス達の口が音を紡つむがなくなる。ファルはそんな魔法も簡単に使えてしまうのかと背筋が寒くなった。

「小こ僧ぞうらが憤いきどおるのは当然だ。ファル、手て荒あらな真ま似ねはするなよ」

「御ぎよ意い」

「……さてミリア、私はお前に問いたい。どうか、私のもとに残ってはくれないだろうか」

　初めて見るヴェルティ様の切ない顔。そのせいか、アンの言葉が急に思い出されて、あたしは途端に落ち着かなくなる。

　ヴェルティ様はあたしを好きなんだって、そう言ってた。でも。

「最初は気が強くて面おも白しろい女だと思った。だが、こうして一いつ緒しよに過ごすうち、お前の何気ない優やさしさや思いやりが……その、嬉うれしくて。ミリアが傍そばにいるだけで、不思議と満たされた気持ちになるのだ」

　玉座から立ち上がり、ヴェルティ様が一歩一歩近づいて来る。その表情があまりにも真しん剣けんで、あたしは一歩も動けない。ヴェルティ様の声って、こんなにも甘やかだったかしら。

「ヴェルティ様。言っておきますが貴方あなたは自身の気持ちを読み違ちがえているのです。この娘むすめがファリエル様と同じ聖の気を持つが故ゆえに郷きよう愁しゆうを感じているだけだと、なぜ分からないのですか」

「違う。……いや、最初はそうだったのかも知れぬな。だが、今は違う」

　苛いら立だたし気なファルに、何故なぜかヴェルティ様は寂さみし気に微笑ほほえんだ。

「すまないな、ファル。私が半魔なばかりにお前が要いらぬ苦労をしているのは承知している。優ゆう秀しゆうな魔族を娶めとり圧あつ倒とう的てきな力を持つ後こう継けい者しやを残せば、お前を安心させてやれるのだろうが」

「ヴェルティ様！　我はそのような事、一度たりとも……！」

「分かっている。ファルが私を誠心誠意支えてくれていることなど。城の皆みんなも、半魔の私に何も言わずよく従ってくれていると思う。だが……」

　そこで言葉を切ったヴェルティ様は、そっと目を伏せて呟つぶやいた。

「だが時折、私の中の『ヒト』の部分が、何かが違うとうずくのだ」

「それ、は……」

「そのくせヒトの従者を招いても、さらに強い違い和わ感かんを持つ。どこまでいっても私は半魔なのだろう、魔族とも人族とも完全には同化できない。その思いはずっと、私を苛さいなんできた」

　自じ嘲ちようを含ふくんだヴェルティ様の告白に、ファルは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「それが……ミリアと居るうちに、そんな悩なやみなど些さ末まつな事のように思えてきたのだ」

　ゆっくりと近づいて来たヴェルティ様が、あたしの一歩手前で歩みを止めた。あたしを見つめる瞳ひとみは海のように澄すんでいて、吸い込まれてしまいそうに美しい。

「非力で聖気もさほど高いわけでもないお前が、知ち恵えを尽つくして時に驚おどろくような事を成す。その強い心に私は惹ひかれている」

　惹かれている、とはっきり告げられて、あたしは急激に顔に血が集まるのを感じていた。

「私はまだお前にとっては魔が強すぎて考え方に相あい容いれぬ部分もあるだろうが、それもいずれ解決できる」

「解決？」

「お前に預けてあるあの卵。あれに聖の気が満ちれば、私の魔の気は大きく抑おさえられるだろう。お前が望むなら、私はもっと人に近づくこともできるのだ」

「なんという、事を……！」

　ファルの絶望するような声が遠くで響いている。あたしも驚きに息を吞のんだ。

「もう数百年は生きてきたが、こんな気持ちになったのは私とて初めてだ。どう伝えればお前に分かってもらえるものか、私にもわからぬ」

　あまりに真しん摯しな視線に、恥はずかしくなって俯うつむいてしまう。だって、こんな事言われたのあたしだって初めてで、ホント、どうしたらいいのか。ヴェルティ様からも緊きん張ちようが伝わって来て、それもまたいたたまれない。

「魔族の時は悠ゆう久きゆうとも思えるほど長い。ミリア、私とともに、年月を歩んではくれまいか」

「ヴェルティ様！」

「ミリア、だめだ！」

　悲鳴のようなファルの声に、リッツの声が重なる。驚いて振ふり向いたら、愕がく然ぜんとした表情で膝ひざをつくファルの腕うでを振り切って、リッツがあたしの方に駆かけてくるのが見えた。

「ミリア！」

　ヴェルティ様から隠かくすように、リッツがあたしを抱だきしめる。

「ミリア。ミリア……！　やっと……この腕に戻もどって来た」

　絞しぼり出すような声。リッツ、泣いているの？

「ずっと、ずっと、こうしたかった。お願いだミリア、もう離はなれないでくれ……！」

「ごめんなさい、いっぱい心配かけて」

　痛いくらいに強く抱きしめられているというのに、リッツの腕はがくがくと震ふるえていて、あたしまで胸が締め付けられるように痛い。

「不ふ甲が斐いなくてごめん、俺、ミリアを助けられなかった」

「そんな事！　リッツが頑がん張ばってたのも、ものすごく強くなったことも、あたし知ってるよ」

　それでも悔しいのか、リッツは腕でグイッと涙を拭ぬぐって、あたしを正面から見つめた。

「まだあいつより弱いけど……でも、強くなる。約束するから」

　いいのに。あたし、そんなべらぼうな強さなんて求めてないよ。でも、そう言ってしまうにはリッツが真剣すぎて口には出せなかった。

「ほんのガキの頃ころからさ、ミリアが傍にいるだけで俺、世界が輝かがやいて見えたんだ。ミリアがいないと楽しくないし、飯も美味うまくない」

「リッツ」

「ずっとミリアだけが好きなんだ。頼たのむミリア、俺を選んでくれ」

「噓うそ。だっ……て」

　思わず、口をついてその言葉が出ていた。

「リッツはお姫ひめ様さまが好きなんじゃ」

「え!?　なんで？」

　そんな心外だって顔されても。

「だって、婚こん約やくの話が出てたって。リッツは、その方がいいんじゃないの？」

「なんでそんな事知って……いや、それはちゃんと何度も断ってる」

「でも、だって、お姫様に最初に会った時、リッツ真っ赤になってたから」

　自覚があったのかリッツは一いつ瞬しゆん困った顔をしたけれど、意外なところから助け船が入った。

「あれは魅み了りようよ」

「スカーレット！」

　すぐさまアーサーさんが止めるけれど、スカーレットさんは「もういいでしょ。この期ごに及およんで無理にリッツを王家に繫つなぎとめても仕方ないじゃない」と論破する。

「王家の者は、ああいった公式の場では人心掌しよう握あくのために魅了を使う事もあるの。特にリッツは婿むこ候補だったでしょう。あの子も気合が入ってたから」

「そう……なんだ」

　なんだか、ホッとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような。あたしのこれまでの葛かつ藤とうはなんだったんだろう。戸と惑まどうあたしの手を取って、リッツは真剣な顔で言葉を紡ぐ。

「好きだよ、ミリア。姫よりも誰だれよりも、俺はミリアに傍に居て欲しい」

　その瞬間、お守りを通じてリッツの感情が奔ほん流りゆうのようになだれ込んできて、あたしの心を満たしていった。

　ああ、本当。好きだって、傍に居て欲しいって、リッツの心が必死に叫んでる。




　もう、限界だった。

　だって、あたしだって、ずっとずっとリッツが好きだったんだもの。

「あたしも、リッツが好き……！」

　自信がなくて、ずっと言えなかった言葉。
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　傍そばに居ていいのなら、あたし、一生だってリッツの傍に居るよ。

　おずおずとリッツの背に腕を回して、ぎゅ、と力を込めた。ぴく、と身体からだが一瞬こわばった後、リッツがぎゅうっと抱きしめてくれて、あたしもやっとリッツのもとに戻ってくることができたんだって実感する。

　すごく、すごく、幸せな気持ちが体に溢あふれて、まるで陽ひの光の中に居るみたいに暖かい。

　そう思った瞬間。あたしの目に驚きの光景が映し出された。リッツの生命の衣ころもが急速に輝きを増してキラキラ、キラキラ、まるで星が舞まっているみたい。それに共鳴するように、あたしの生命の衣も活性化する。

　ああ、二人で居るってこういう事なのかもしれない。リッツといるだけで幸せで、体の中から元気が次々に生まれてくるの。こんなにお互たがい共鳴して、生命の衣が元気になるんだもの、リッツも同じように幸せだと思ってくれているのかも知れない。

　あたし、やっぱりこうしてずっと、リッツの傍で笑っていたい。そう、思った。




　少しだけその感かん触しよくを味わった後、あたしはリッツの腕をそっと抜ぬけ出す。そして、こんなあたしに真摯に言葉を伝えてくれた魔ま王おう様の前に歩み出た。

「ごめんなさい、ヴェルティ様。あたし……やっぱり、リッツと一いつ緒しよにいたい」

　ヴェルティ様の顔が、ちょっとだけ痛そうに歪ゆがむ。

「分かっては、いたが……残ざん酷こくな娘むすめだな」

　寂さびしそうに逸そらされた顔に、ズキンと胸が痛んだ。でも、ヴェルティ様にはごまかすようなこと、言いたくなかったの。思い返せば、からかわれたことも多かったけれど、それでもヴェルティ様はいつだって優やさしかったから。

「時々でいい。迎むかえに行くから、母上の噴ふん水すいを動かしてはくれぬだろうか」

　勿もち論ろんです。そう答えたあたしに、ヴェルティ様は薄うすく笑え顔がおを見せてくれた。
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「また来たのか、てめー！」

「仮にも魔王に無礼だな、小こ僧ぞう」




　あれから三カ月。

　ヴェルティ様は驚くほどちょいちょい、あたし達の前に姿を現している。




「ミリア、お前からも言ってくれよ。ちょっとは遠えん慮りよしろって！」

「む、私はミリアの助言に従っているのだ。もうヒトの貨か幣へいの使い方も覚えたぞ」

　確かに、言った。もう少しヒトの世界に触ふれあってみてはどうかって進言した。だって、ファリエル様の決意を知っただけに、もっと双そう方ほうが歩み寄ることが大事なんじゃないかと思ったんだもの。その結果、ヴェルティ様は頻ひん繁ぱんにお忍しのびでヒトの世界に出しゆつ没ぼつしているのだ。

　いまだに水すい晶しよう玉だまで時々あたし達を見ているのか、逗とう留りゆう先の街に現れてみたり、戦せん闘とう時に颯さつ爽そうと現れて気まぐれに助けてくれたりする。転移の魔法って、本当に便利よね。

「私の転移で移動も随ずい分ぶんと楽な筈はずだが？　むしろ感謝してもいいのではないか？」

「確かに、そうですが」

「でもよぉ、お前がいるとうちのリーダーの機き嫌げんが悪いんだって」

　ニルスの苦情にも、ヴェルティ様は動じない。呵か々かと笑って「勇者も意外と小さい男だな。あのクワイトとやらの動じなさを、少し分けてもらってはどうだ？」なんて嘯うそぶいていた。




　そう、結局アーサーさん達は条約に従って、今やヴェルティ様の侍じ従じゆうとして魔王城で暮らしている。正直かなり彼らにも、王様達にも思うところはあるけれど。彼らも魔族とヒトとの距きよ離りを縮めるために努めているそうでアンを中心に交流会をもっているらしく、徐じよ々じよに魔族に受け入れられ始めているというのだ。

　驚おどろくことに、クワイトさんは魔族の女性陣じんに密ひそかに人気らしい。ヒトにしては動じない、クールな瞳ひとみがたまらないんですって。いいなあ、あたしなんか聖属性持ちってだけで、あんなに恐おそれられていたのに。ちょっと羨うらやましい。

「ミリア」

「リッツ、どうしたの？」

「うん、そろそろ拠きよ点てんを動かそうと思うんだけど、どう思う？」

　あたしは嬉うれしくなって、思わず笑顔になってしまった。だって、この頃ごろリッツ、こうしてよく相談をもちかけてくれるようになったの。前はリッツの言う通り、後ろをついて歩くだけだったのに、これって進歩だと思わない？

　あたしもちょっとは成長できたのかもしれない。そう思うと、素す直なおに嬉しい。

「カナーシェ地方なんかどうかな。東の方の奥地で、騎き士し団の派兵もないって聞いたけど」

「ああ、それは行った方がいいな。きっと魔物に苦く慮りよしてるだろう」

「うん！」

「あ、そうだ。これ露ろ店てんで買ったんだ、チューリにあげて」

　そう言ってリッツがポケットから取り出したのは、なんだかころころとした小さな果実。今やすっかりパーティーの一員となったチューリやホーリースライムちゃんも、リッツはこうしてとっても可愛かわいがってくれる。その優しさが、あたしをいつだって笑顔にしてくれるんだ。




　人と魔族が前よりもちょっとずつ仲良くなって、あたしは大好きな人と一緒にいられて。それってものすごく幸せな事だと思うの。

　足手まといだって言われて、その上自じ称しよう魔王に攫さらわれた時には、正直この世の終わりかと思ったけれど、あたし、頑がん張ばって本当によかった。




　こうしていつまでもずっと、この人の傍で笑っていたい。

　今日もキラキラと輝かがやくリッツの金色の生命の衣。大好きなその輝きを目に焼き付けながら、あたしは大きく深呼吸する。




　今日も世界は、生命の輝きに満ちていた。











あとがき






　こんにちは、真ま弓ゆみりのです。

　まずはこの本を手にとっていただき、本当にありがとうございます。おかげさまで、こうして無事に二巻を皆みな様さまにお届けする事ができました。これもひとえに、前作を購こう入にゆうしてくださった皆様、ＷＥＢでいつも読んでくださっている皆様のおかげです。素す直なおにとても嬉うれしいです。




　この二巻は、大部分が前巻を発行したあとに書いています。なので、山やま下したナナオ様が描かいてくださったキャラ達を頭に浮うかべながら書き進めたのです。初めての経験だったんですが、やっぱりキャラが視覚的にはっきりすると、場面が思い浮かびやすいんですね。本当にとても楽しく書けました。（自じ称しよう魔ま王おうとファル、ニルスとエルンストのコンビがいつも表情豊かに思い浮かぶので、ついつい会話を書くのが楽しくなってしまうんですよね……）山下様に、ただただ感謝です！

　ここからはネタバレになりますので、本編をまだ読んでいない方はご注意くださいませ。

　今回はミリアが彼女なりに、次々に出てくる謎なぞに一いつ生しよう懸けん命めい立ち向かって試行錯さく誤ごしていく場面が多いのです。正直に言いますと、謎が出てきた時点では、作者である私にも何がヒントになるのか、結果謎がいつ解けるのか分からずに書いています。

　ミリアと一いつ緒しよにあれこれ悩なやみ、色々試している気持ちです。皆様も、同じように楽しんだり考えたりしながら読んでいただけたなら、嬉しいのですが。

　そして、今回は新たなキャラが数名出ております。いかがだったでしょうか。

　中でも出番が多かったのがアン。実は個人的にとてもお気に入りのキャラなんです。この人といるとファルやヴェルティも、いつもとはちょっと違ちがった顔も出てきて書くのが楽しいので、本当はもう少し書いてみたい人物です。

　そして、もう一人……といっていいのかな？　ホーリースライムちゃん。私はスライムが大好きなので、このホーリーちゃんが出てくるシーンはいつもついつい力が入ってしまいます。新キャラも含ふくめ、一人ひとりに愛着があるので、お気に召めしたら嬉しいのですが。




　最後になりますが、この本を楽しんでくださった皆様と、書しよ籍せき化にあたりご尽じん力りよくいただいたすべての方に、心からの感謝を。願わくは、また皆様とお会いできる日がありますように。





真弓りの　　



















『自称魔王にさらわれました　聖属性の私がいないと勇者が病んじゃうって、それホントですか？ ２』　電子版特別ショートストーリー




笑顔の傍に















　ああ、今日もミリアに無理をさせてしまった。

　青白い顔で、寝息すら立てずにこんこんと眠るミリアの顔を見ながら、私は軽い自己嫌悪に陥おちいる。

　ミリアが母上の施ほどこした聖属性の仕掛けを動かすことができると分かってからだ。ついつい聖気を使い果たすほど、仕掛けの起動をねだってしまう、馬鹿な行為を繰り返すようになっていた。

　なぜかミリアは嫌がりもせず、むしろ口元に笑みを浮かべてくれるものだから、その顔を見たい気持ちが抑えられないのだ。

　まるで勇者に見せていたような、自然な笑顔。

　母上の庭でのひと時は、それを私に見せてくれる数少ない機会だった。




　ミリアを初めて見た日を徒然つれづれと思い出す。

　あれは、ヒト族の王都に魔獣を放った時の事だった。首尾はどうかと水晶玉を覗のぞいていたファルと私は、眼前で繰り広げられる光景に首をひねる。

「なんだ、これは。誰しも逃げ惑うばかりで、反撃すらせぬな。つまらん」

「何か戦ってはならぬという規制でもあるのでしょうか」

　不可思議な事に、上質な食糧でもあり、魔石の元でもある魔獣が目の前に居るというのに、ヒト達は逃げ惑うばかりで誰一人魔獣を屠ほふろうとしない。

「配した魔獣が強すぎたのであろうか」

「七位程度の魔石を持つ魔獣は、排せぬ程ではない筈ですが」

　狩るには手頃で肉も美味な魔獣を選りすぐり、ヒト族を殺してしまわぬように不殺の呪いまでかけて魔獣を放ってやったというのに無抵抗とは、ヒト族とは本当に弱々しい。簡単に傷を負い、叫び、恐慌をきたすその様は、私には不思議としか言いようがなかった

「おお、城からものものしい武人が出てきたな」

「魔導師もいるようです、戦闘を行う者が決まっているのかも知れませんね」

「それでは褒章が偏るではないか」

「ヒトの考えることはよく分かりません」

「まあ良い、この数では人々の口に美味な魔獣が行き渡らぬであろう。あと十ほど、日を変えて送り込むとするか」

　そうして王都に魔物を送り続けて三日目、私は思いもかけぬものを目にした。

「これは……ファル！」

「どうしました」

「見てみよ、この男……！」

　ファルも、水晶玉を覗いて息をのむ。

「これは……魔気、ですね。しかしそれにしては」

「そうだ、かなり魔気が薄い。こやつは多分、私と同じ半魔だ」

「しかし、あまりにも」

「まあ、見ているがいい」

　眉間にしわを寄せるファルに、席に着くように促した。面白いのはここからだ。

「……？　なんだ、これは」

「面白いだろう？」

「魔獣を倒す度に、魔気を吸収している……？」

「ああ、それにつれてみるみる力も増している。この男、面白い」

　徐々に顔にも険が増し、身の内に魔気が溢あふれてくる。どうやらこれまでは上手くヒト族に紛れて暮らしてきたようだが、このまま魔気を取り込めば、覚醒し姿形にも魔族としての変化が出るだろう。

　ヒト族の只中に生まれた半魔が成長しきるのは稀だ。

　生まれたばかりの頃からすでに魔族の特徴を顕著に宿す赤子は、周囲がその姿形を恐れるあまり、ほぼ殺されてしまうのだと聞く。脆ぜい弱じやくな種ゆえか、恐れや嫌悪から躊ちゆう躇ちよせずに赤子の命を奪うらしい。ヒト族もなかなかに容赦がない。

　幸いにしてこの男はヒトと変わらぬ姿形を持つが故に、魔族の血が混ざっているとは悟られずに済んだのであろう。

　しかし、いざ魔族の特徴が露あらわになってしまえば、これまでのようにヒト族に紛れて暮らすことは困難だ。ヒト族と魔族では老化の速度や寿命が違いすぎる。

「ファル、伝令だ。ヒト族の王に、この男を私の元に寄こすよう申し入れてくれ」

　どうせ人に紛れては生きられぬ。道中で命を落とすならばそれまで。

　もし生きて私の元に辿り着くことができれば、旅路の間で充分に力も蓄えられる。側近に取り立ててやってもいい、そんな軽い気持ちだった。

　ヒト族の王の元へ向かうために漆黒のコウモリ羽を揺らめかせるファル。伝令など他の者でもいいのだが、ファルの移動速度よりも速い方法など、私の転移しか思い当たらぬ。ここはファルを派遣するのが確実な手段だろう。

「では、一刻ほどで戻りますので」

「うむ、頼む」

　窓から飛び去ったファルは一瞬の間で豆粒ほどに小さくなっていく。飛行速度が尋常ではなく速いファルの事だ、宣言通り一刻もあれば戻ってくるだろう。それまでは、この水晶玉でヒト達が繰り広げる余興を楽しむ事としよう。

　紅茶をゆったりと口に含み水晶玉に目を移せば、驚いた事にあれ程濃くなっていた魔気が、半魔の男の体から急速に消え始めていた。

「ミリア！」

「良かった、リッツ。無事だったのね。……大変、こんな酷ひどい傷」

　どこにでもいそうな華きや奢しやな小娘が男の元へ走り寄ってきた。

　その小娘を視界に入れた途端、男の顔は見る間に落ち着く。柔和な笑みまででる始末だ。よほど親しい間柄らしい。小娘と言葉を交わす毎にみるみる薄くなっていく魔気を驚きと共に見ていたら、小娘が男の腕をとり、何やら熱心に念じ始めた。

　小娘の体に柔らかな淡い光が灯り始める。その光は労わるように男の体を包み込み、やがてパックリ開いた傷口に集約されて、見る間にその傷を修復していった。

「これは……！」

　なんと、懐かしい。

　小娘の体に漲っていたのは、優しく美しい、聖なる光。魔族とは真逆の忌むべき聖の属性は、私にとっては母上を思い出させる、愛しい属性でもある。

　またこの眼で、聖魔法が紡がれる時の柔らかな光を見る事ができようとは。

　思いがけない光景に、息を吞んで水晶玉を凝視する。そして、水晶玉の中では、さらに驚きの光景が映し出されていた。

　半魔の癖に、その男の体は小娘が与える聖気を何の抵抗もなく受け入れ、まるで砂が水を吸い込むように吸収していくではないか。魔族であれば聖魔法に触れれば皮膚がただれ、むしろ治癒しにくいダメージを負うのが普通だ。

　しかし男の体の中で魔気はすっかり鳴りを潜め、今や小娘から送られた聖気が満ち満ちている。傷が完治しただけでなく、細胞のひとつひとつが活気づき、疲労すらも拭い去っているようだ。

「ありがとう、ミリア。すごく楽になった」

「良かった」

　本当に嬉うれしそうに、小娘が笑う。

　私の脳裏に、幼かった日の幸せな情景がふと思い浮かんだ。

　母上も、よくあんな風に笑っていた。花が咲き乱れる美しい庭で、暖かな光に包まれて笑っている母上の姿など、もう随分と思い出した事も無かったというのに……この娘は、何故かそれを思い出させる。

　母上と同じ、聖属性をその身に宿すからなのだろうか。

　この半魔の男の魔気が異常なほど薄いのは、この小娘の影響なのだろうか。

　そこまで思い至った私は、ああ、と頭を抱える。

　ファルを伝令に出したのは早計だった。この娘も同行させるように指示を出すべきであった。強力な魔獣の魔気をふんだんに浴びる事で、男が魔族として成長を遂げる姿を見てみたい気もするが、一方で、この聖属性の小娘と居る事でそれがどれほど抑えられるのかも非常に興味がある。

　この男は、私の辿たどり得るもう一つの可能性かも知れないのだ。

　椅子に深く身を預け、私はしばし考えを巡らせる。

　もう一度、私が直接転移してその旨を伝えても良いが……少し、様子をみるか。なにせファルはヒトをあまり好まぬし、母上の研究に駆り出されたことも多かったらしく、聖属性の術者にも警戒心を持っている。私が聖属性の術者に興味を持ったことが分かれば、良い顔をしないだろう。




　伝令を無事に終えて城に戻ったファルを何食わぬ顔で出迎え、それからの私はただ時を待った。半魔の男に興味があるのだと装い水晶玉を見守る日々だ。

　男が勇者と呼ばれ旅に出る時、小娘も一緒に旅立つ流れになった時には机の下でよし、と拳を固めたし、道中は男の魔が高まる度に小娘が笑いかけ、その勢いを鎮静化する様を興味深く観察した。

　相反する属性を持つ二人が睦むつまじく過ごす様は、私にいつも複雑な心境を与えてくる。嬉しいような、微笑ましいような感情と共に、何故か悔しいような、置いて行かれたような心持ちが浮かぶのた。

　それは、ミリアというあの小娘が、勇者に笑いかける度に顕けん著ちよになっていった。傍に居たのがもし私であったのなら、あの娘は……同じ半魔である私にも、あんな風に笑ってくれるのであろうか。

　彼女と同じ聖属性を持つ私の可愛い小鳥、チューリを愛でながら、そんな益やく体たいもない事を考える事が増えていた矢先。

　彼らの仲間割れを利用し、彼女をこの手に抱いて魔王城へ連れ帰ることができた日は、嬉しさに胸が震えた。

　最初は、聖属性の宿るその姿を、日々間近で見ているだけで楽しかったのだ。

　攫さらってきた当初は怒った顔か泣いた顔、悔しそうな顔ばかりであったな。そんな表情も新鮮で、ついつい感情を引き出したくてからかうような事も口にしたが。




　漸ようやくだ。

　漸く、このところミリアが私にも笑顔を見せるようになったのだ。

　嬉しくない筈がない。

　だからつい、浮かれてしまっていたのだろう。ミリアの聖気の底もわきまえず、無理を強いてしまったのだ。数百年も生きてきたというのに、自らの感情も抑えられないとは情けない。

　徒然と過去を振り返りながら、嘆息する。寝台に横たわるミリアの顔に僅わずかに赤みが差してきたのを見て、私はほう、と安あん堵どの息をついた。




　傍にいたい。

　その思いが、日増しに強くなってくる。傍に居る時間が、彼女との近しさを生むのならば、一日でも、一刻でも長く、時を共有したいのだ。私の中の濃すぎる魔気がそれを阻むなら、いっそ力を手放しても構わない。

「……っ」

　熱くなる胸の思いを吐き出したくて、無理やり精神を集中する。胸の中の思いを紡いで適当に形に成せば、それは小さな卵になった。

「……やれやれ、重症だな」

　無意識に紡がれたモノに、苦笑が漏れる。魔気を根こそぎ吸い取るような危険物を、意図もせずに紡いでしまうとは。

「ミリアに、預けてみるか」

　小さな卵に未来を賭かけてみるのも一興だ。




　嘯うそぶいて、私はゆっくりと彼女の部屋を後にした。
















カバー・本文イラスト／山下ナナオ

デザイン／長谷川有香（ムシカゴグラフィクス）










自じ称しよう魔ま王おうにさらわれました
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